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戦
国
大
名
北
条
氏
の
着
到
帳
と
軍
隊
構
成

は

じ
め
に

戦
国
大
名
北
条
氏
は
家
臣
＝
給
人
に
所
領
を
宛
行
い
、
家
臣
は
合
戦
の
時
に

は
知
行
貫
高
に
見
合

っ
た
軍
役
＝

「人
数
着
到
」
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
た
。
こ
の
軍
役
の
内
容
、　
つ
ま
り
負
担
人
数
や
武
装
を
具
体
的
に
示
す
史
料

と
し
て

「着
到
帳
」
が
あ
り
、
北
条
氏
の
軍
役
分
析
の
中
心
史
料
と
な

っ
て
き

た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
国
大
名
の
軍
隊
に
つ
い
て
の
研
究
史
は
、

別
稿
で
課
題
な
ど
を
指
摘
し
て
お
い
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
「
着
到
帳
」

の
性

格
や
そ
れ
に
示
さ
れ
る
軍
役
の
種
類
と
武
装
な
ど
を
改
め
て
整
理
し
て
、
戦
国

大
名
北
条
氏
の
軍
隊
構
成
の
特
徴
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

従
来

「着
到
帳
」
は
、
「
着
到
状
」
「着
到
定
書
」
「着
到
書
出
」
な
ど
と
様
々

に
呼
ば
れ
て
き
た
。
小
和
田
哲
男
氏
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
を

「着
到
状
」
と
よ

礎
、
こ
れ
に
対
し
て
佐
脇
栄
智
氏
は
、　
一
般
的
な
中
世
の
着
到
状
＝
恩
賞
の
証

拠
と
な

っ
た
上
申
文
書
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に

「着
到
書
出
」
と
呼
ぶ
こ

と
を
提
唱
し

（北
条
氏
の
文
書
は
、
家
臣
か
ら
の
上
申
文
書
で
は
な
く
、
大
名

の
発
給
文
書
で
あ
る
）、
『
戦
国
遺
文
　
後
北
条
氏
編
』
な
ど
の
史
料
集

で
は

「
着
到
定
書
」
の
文
書
名
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
岡
本
八
郎
左
衛

門
尉
宛
の
北
条
家
印
判
状
で
は

「此
帳
」
と
記
載
さ
れ

（杉
山
博

・
下
山
治
久

則

竹

雄

一

編

『戦
国
遺
文
　
後
北
条
氏
編
』
東
京
堂
出
版
、　
一
四
九
七
号
文
書
、
以
下
戦

一
四
九
七
の
よ
う
に
略
す
）
、
池
田
孫
左
衛
門
尉
宛
の
北
条
家
印
判
状

（
戦
二

二
五
七
）
や
小
熊
孫
七
郎
宛
の
北
条
氏
政
印
判
状
写

（戦
二
五
七

一
）
で
は
、

「
着
到
帳
」
と
明
記
さ
れ
、
天
正

一
三
年
に
比
定
さ
れ
る
四
月
五
日
付
け
の

一

連
の
北
条
氏
政
印
判
状
で
も

「先
帳
」
と
あ
る

（「道
祖
土
文
書
」
戦
二
七
九
二

な
ど
）
。
こ
の
点
か
ら
当
時
の
用
語
に
従
え
ば
、　
一
連
の
文
書
は
、
基
本
的
に

は

「着
到
帳
」
と
表
記
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下

「
着
到

帳
」
と
す
る
。
但
し
、
後
掲
の

【
史
料
１
】
な
ど
に
は
、
「
書
出
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
史
料
名
と
し
て

「着
到
書
出
」
は
誤
り
と
は
言
え
な
い
。

１
、
着
到
帳
の
成
立

【史
料
１
】

〈
５
〉
道
祖
土
図
書
助
着
到
帳

（北
条
家
印
判
状
「
道
祖
土
文
書
」

戦

一
五
六
九
、

〈数
字
〉
は
表
１
の
史
料
番
号
。
以
下
同
じ
。
）

改
定
着
到
之
事
、

廿
五
貫
文
　
　
　
八
林
之
内
屋
敷
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
…
‥
①

，
Ｌ
Ё
ヨ
＝
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

諄
雀

不

重
´
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

¨

一
本
　
　
　
鑓
、
　
　
　
二
間
々
中
柄
、
具
足

・
皮
笠

　
　
一
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一
本
　
　
　
指
物
持
　
　
　
　
　
同
理
、　
　
　
　
　
　
　
　
下

…
‥
②

・
③

一
騎
　
　
　
馬
上
、
　

　

具
足

・
甲
大
立
物

・
手
蓋

ｏ
面
肪

一一

以
上
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

右
着
到
、
分
国
中
何
も
等
申
付
候
、
自
今
以
後
、
此
書
出
之
処
、
柳
も
不
可
有

相
違
候
、
於
違
背
者
、
越
度
者
可
為
如
法
度
者
也
、
働
如
件
、
　

・‥
…
④

道
祖
土
図
書
助
殿

こ
れ
は
、
「
改
定
着
到
之
事
」
か
ら
は
じ
ま
る
岩
付
衆
道
祖
土
図
書
助
に
発

給
さ
れ
た
典
型
的
な

「着
到
帳
」
で
あ
る
。
①
部
分
に
は
道
祖
土
図
書
助
の
知

行
地
と
知
行
貫
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
道
祖
土
氏
は
、
武
蔵
国
比
企
郡

「
八

林
内
屋
敷
分
」
（埼
玉
県
川
島
町
）
で
二
五
貫
文
の
知
行
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
知
行
に
応
じ
た
軍
役
が
次
の

「此
着
到
」
と
し
て
表
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
に
は

「
一
本
　
鑓
」
「
一
本
　
指
物
持
」
「
一
騎
　
馬
上
」
の
合
計
で

「
以

上
二
人
」
と
い
う
よ
う
に
、
着
到
の
人
数
と
種
類

（②
）
と
、
「
二
間
々
中
柄
、

具
足

・
皮
笠
」
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
軍
役
負
担
者
が
携
帯
す
る
詳
細
な

武
装
内
容

（③
）
が
記
載
さ
れ
る
。
最
後
に
後
書
き
が
付
さ
れ
、
多
く
の
場
合

に
は
規
定
に
背
い
た
と
き
の
罰
則
文
言
が
書
か
れ
て
い
る

（④
）
、
と

い
う
よ

う
に
四
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
現
存
の

「着
到
帳
」
は
二
五
通
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

一
覧
に
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
そ
の
内
容
か

ら
次
の
四
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
よ
う
。

Ｉ
型
　
①

・
②

・
③
の
全
て
の
項
目
の
記
載
の
あ
る
も
の

（典
型
的
な

「
着

到
帳
」
）

Ⅱ
型
　
①

・
②
の
項
目
の
記
載
の
あ
る
も
の

Ⅲ
型
　
②

。
③
の
項
目
の
記
載
の
あ
る
も
の

Ⅳ
型
　
②
の
項
目
記
載
の
み
で
あ
る
が
装
備
と
し
て
指
物
だ
け
は
記
載
さ
れ

る
も
の

典
型
的
に
は
①

ｏ
②

・
③
の
記
載
を
要
件
と
す
る
が
、
基
本
的
な
要
件
は
②

の
記
載
が
あ
れ
ば

「着
到
帳
」
と
言
え
よ
う
か
。
「
着
到
帳
」
と
呼
ば
れ
る
文

書
は
、
必
ず
し
も
全
て
の
事
項
が
記
載
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。　
一

方
、
「
着
到
人
数
」
が
あ
る
な
ど
同
様
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
文

書
の
文
言
な
ど
か
ら
知
行
宛
行
状
や
出
陣
命
令
書

（陣
触
）
な
ど
と
見
ら
れ
る

も
の
も
あ
る

（表
１
で
は
参
考
文
書
と
し
て
掲
載
し
た
）
。

つ
ま
り
、
「着
到
帳
」

と
は
給
人
に
対
す
る
本
来
的
な

「
人
数
着
到
」
＝
軍
役
を
規
定
し
た
り
、
そ
の

改
定
を
伝
え
た
文
書
で
あ
り
、
給
人
負
担
の
軍
役
の

一
部
に
出
陣
命
令
が
出
さ

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
文
書
の
使
用
要
件
と
し
て
は

「着
到
帳
」
で
は
な
い

と
言
え
る
。

「
着
到
帳
」
と
い
う
文
書
形
式
が
、
い
つ
成
立
し
た
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

戦
国
大
名
と
家
臣
と
の
主
従
関
係
は
、
家
臣
の
軍
役
負
担
の
確
立
と
し
て
成
立

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
は
、
そ
れ
が
家
臣
か
ら
の
指

出
で
あ
ろ
う
と
大
名
検
地
に
よ
る
掌
握
で
あ
ろ
う
と
も
、
家
臣
の
知
行
貫
高
の

確
定
が
必
要
で
あ
る
。
北
条
氏
の
検
地
初
見
は
永
正
三
年
と
見
ら
れ
て
い
る
の

で
、
「
着
到
帳
」
文
書
形
式
の
成
立
は
、
初
代
の
伊
勢
宗
瑞
の
永
正
年
間

に
遡

る
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、
現
存
史
料
で
の

「着
到
帳
」
の
初
見
は
、
弘
治
二
年

（元
亀
三
）

壬
申

正

月

九

（虎
印
）

日
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の

〈
１
〉
伊
波
大
学
助

・
修
理
亮
着
到
帳

（北
条
家
印
判
状
写
「
相
州
文
書
所

収
文
書
」
戦
五
〇
六
）
で
あ
る
。

【
史
料
２
】

〈
１
〉
伊
波
大
学
助

・
修
理
亮
着
到
帳

伊
波
知
行
之
書
立

百
九
拾
壱
貫
五
百
文
　
　
富
田

九
拾
壱
貫
六
百
文
　
　
　
生
沢

七
拾
壱
貫
文
　
　
　
　
　
宮
分

四
拾
九
貫
六
百
汁
二
文
　
杉
崎
分

千
津
島
之
内

世
九
貫
百
文
　
　
　
　
　
三
浦
分

以
上
四
百
四
拾
弐
貫
八
百
丹
二
文

此
人
数

廿

八

人

則
納
六
騎

　

　

　

大

学

廿
八
人

同
　
　
　
　
　
修
理

以
上
五
十
六
人
此
内
十
二
騎
馬
衆

右
、
人
衆
之
嗜
、
如
此
可
致
、
毎
陣
両
人
互
相
改
、
厳
密

二
可
申
付
、
少
人
衆

不
定
、
又
者
武
具
以
下
嗜
至
予
無
之
者
、
其
者
を
払
、
後
年

二
者

一
人

二
可
申

付
者
也
、
偶
如
件
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・…
…
‥
③

こ
の

「着
到
帳
」
は
、
「
伊
波
知
行
之
書
立
」
で
は
じ
ま
り
、
富
田

一
九

一

貫
五
〇
〇
文
な
ど
合
計
で
四
四
二
貫
八
三
二
文
の
知
行
地
が
記
載
さ
れ
た
後
に
、

「
此
人
数
」
と
し
て
知
行
貫
高
に
対
す
る
軍
役
五
六
人
の
負
担
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
「着
到
帳
」
の
要
件
で
あ
る
知
行
貫
高
と
そ
れ
に
対
応
す
る
着
到
人
数

が
示
さ
れ
る
初
見
文
書
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
の
ち
の
典
型
的
な

「着
到
帳
」

と
考
え
ら
れ
る
文
書
と
は
相
違
す
る
点
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
着
到
内
容
を

示
す
場
合
の

「
着
到
帳
」
が
、
ふ
つ
う

「
此
着
到
」
文
言
の
記
載
に
対
し
て
、

「此
人
数
」
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
文
言
の
統

一
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

北
条
氏
は

『
北
条
氏
所
領
役
帳
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
軍
役
に
つ
い
て

「
人
数
着

到
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は

「
人
数
着
到
」
の
着
到
を
省
略
し
た
表

記
と
見
な
せ
ば
同
じ
と
な
ろ
う
か
。　
一
番
の
相
違
は

「
人
数
」
の
具
体
的
な
内

容
部
分
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
伊
波
大
学
助
と
修
理
亮
が
負
担
す
る
人
数
そ

れ
ぞ
れ
二
八
人
の
う
ち

「此
内
六
騎
馬
乗
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
鑓
や

弓
や
鉄
胞
と
い
っ
た
構
成
員
の
種
類
や
具
体
的
な
装
備
の
指
示
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
，

つ
ま
り
、
前
述
の
分
類
に
よ
れ
ば
類
型
Ⅱ
に
当
た
る
が
、

軍
役
内
容
の
②
に
お
い
て
は
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
の
ち
に
は
武
装
内
容
の
指

示
が
詳
細
化
す
る
の
に
比
し
て
大
変
に
簡
単
で
あ
る
こ
と
は
、
弘
治
年
間
段
階

に
お
い
て
、
「
着
到
帳
」
の
定
型
化
の
み
な
ら
ず
軍
隊
編
成
が
十
分

に
進
め
ら

れ
て
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
一
方
、

「
馬
乗
」
だ
け
は
人
数
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
北
条
氏
の
関
心

が
も

っ
ぱ
ら

「
馬
乗
」
＝
騎
馬
兵
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

弘
治

二
年

願

二
月
八

日

伊
波
大
学
助
殿

同
修
理
亮
殿

虎
印

②          ①
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合計
人数

大小
旗持 塚

ブt:
弓
持

歩鉄
火包持

鑓 。

長柄
持鑓
手鑓

馬
_二

自
身

歩
者

その他
着到
酉己夕ll

武具
記載

罪科
文言

戦国
遺文

56 12 44 不 明 × △ 506

○ ○ 956

○ ○ 1497
歩侍

36 17 ○ ○ 1570

※ ○ ○ 1569

○ ○ 1571

○ ○ 1577

○ ○ 1654

知行安堵状 2147

○ × 2252

○ × 2253

○ × 2254

○ × 2255

○ × 2256

26 12

○ ○ 225828 10 14 弓持

※ ○ × 2259
29 19 手振

指物 × 231652 11 14 22

58 10 30 10

× ○ 2348
20 10 動員令 2441

100 10 10 10 38 18 手明 ※ × 2500

40 15 手明 ※ 指物 × 2501

※ 指物 × 2503
※ 指物 × 2504
※ 指物 × 2505

21 ※ × 2509

○ ○ 2571

2793

着 到 検 査 2794
着 到 検 査 2795

着 到 検 査 2796
2797

126 20 106 知行安堵状 3176
20 ○ ○ 補 111

鑓 歩 ○ × 3228

○ △ 4762

300 24 17 26 33 89 16 41 21
乗替
鑓歩侍

○ × 3229

× ×

20 20

10 ※ × △ 3313

27 20 ※ ○ ○ 3405

12 手 明 出 陣 命 令 3422
知行宛行状 3509

行宛衛状 3546
70 30 20 20 × × 3547

× × 3583
41 10 15 10 手 明 出 陣 命 令 3607

30 10 ○ × 3830
25 ※ ○ 3831
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表 1 北条氏「着到帳」一覧

-5-

類
型 知 行 人 年 月 日 発給者 書出文言 知行貫高 着到文言

Ⅱ 伊波大学助・修理亮 弘治 2年 3′ 8日 虎 伊波知行之書立 442,832 此人数
来住野大炊助 永禄 9年 6′ 21日 氏 照 知行之辻 11,544

岡本八郎左衛門尉
元亀 2年 7月 28日 虎 着到定

59,000
此着到

岡本寄子衆 29,600

宮城四郎兵衛尉 元亀 3年 1月 9日 虎 改定着到之事 284,400 此着到
道祖土図書助 元亀 3年 1月 9日 虎 改定着到之事 25,000 此着到
鈴木雅楽助 元亀 3年 1′ 9日 虎 改定着到之事 8,150 此着到
市野善次郎 元亀 3年①月10日 氏光 改定着到之事 10,000 此着到
植松右京亮 天正 1年 7′ 9日 氏光 改定着到之事 40,150 此着到

参 1 金井源左衛門尉 天正 8年 3月 6日 氏邦 知行方 14,000
Ⅲ 道祖土図書助 天正 9年 7月 8日 源五郎 改定着到之事 ×

10 Ⅲ 金子中務丞 天正 9年 7′ 8日 源五郎 改定着到之事 ×

11 Ⅲ 金子越前守 天正 9年 7月 9日 源五郎 改定着到之事 ×

12 Ⅲ 鈴木雅楽助 天正 9年 7′ 9日 源五郎 改定着到之事 ×

13 Ⅲ 内山弥右衛門尉 9 7 9 源五郎 改定着到之事 ×

14
池田孫左衛門

天正 9年 7月 24日 虎

191,600 此着至1

池田一騎合侍 177,500 此着到
池田歩鉄胞侍 20,000

15 大曽根飛騨守 天正 9年 7月 28日 氏 光 27,200 此着到

16 Ⅳ

秩父孫次郎

天正10年 2月 25日 氏邦 (前欠) ×秩父同心衆
秩父着到之外嗜

17 Ⅱ 座 間 天正10年 6月 12日 氏 光 25,200 此着到
参 2 参 倉賀野淡路守 天正10年 11「 5日 虎 (小諸当番)

18 Ⅳ 両後閑 11 2 28 虎 着到 ×

19 Ⅳ 和田左衛門尉 天正11年 2月 28日 虎 着到 ×

20 Ⅳ 下主税助 天正11年 3月 2日 虎 定 ×

21 Ⅳ 佐藤助丞 天正11年 3「 2日 虎 定 ×

22 Ⅳ 小瀧豊後守 天正11年 3月 2日 虎 定 ×

23 Ⅳ 一宮新太郎 天正11年 3′ 5日 虎 着到之事 ×

24 イヽ月員孫―ヒ慎「 天正11年 9月 16日 氏政 改定着到 18,500 此着到
参 3 参 道祖土図書助 (天正13)年 4月 5日 氏政 来調儀 先着到
参 4 参 金子中務丞 5日 氏政 来調儀 先着到

参 5 鈴木雅楽助 (天正13)年 4月 5日 氏政 来調儀 先着到
参 6 参 藤波与五右衛門尉 5日 氏政 来調儀 先着到
参 7 内田兵部丞 (天正13)年 4月 5日 氏政 来調儀 先着到
参 8 参 清水太郎左衛門 天正15年 9月 9日 氏直
25 Ⅲ 原大蔵丞 27日 氏政 定 ×

26 Ⅲ 円城寺外記 天正15年 12月 7日 氏政ヵ 定 ×

27 Ⅲ 青柳四郎右衛門 天正15年 12′ 7日 氏政力 定 ×

28 Ⅲ 井田(因幡守)衆 天正15年 12月 9日 氏政
今度書上之以辻書付
候着到

× 此着到

29 Ⅱ
吉田新左衛門

天正16年 5月 7日 猪俣邦憲 書立
50,000

此着到
吉田鉄胞衆 100,000

30 Ⅱ 吉田新左衛門 天正16年 5′ 7日 知行方 100,000 此着到
31 小曾戸丹後守 天正16年 12月 20日 氏忠 書 出 200,000 此着至」

参 9 参 高瀬紀伊守 天正17年 2月 17日 氏忠 着 到 ×

参 10 参 山口若狭守 天正17年 10「 3日 松田憲秀 給所定事 25,000

参 11 比木藤四郎 1 1 氏房 9,000 (着到)

32 Ⅱ 吉田和泉守 天正17年 11「 28日 知行方 100,000 此着到
33 Ⅱ 香下源左衛門尉 1 22 氏 邦 知行方 45,800 (着到)

参 12 参 阿久沢能登守 天正18年 1月 6日 氏 直

34 Ⅲ 富岡氏 日 虎ヵ 定 ×

35 板部岡能登守 年月日未詳 虎 423,000 此着到



【史
料
３
】

〈２
〉
来
住
野
大
炊
助
着
到
帳

（北
条
氏
照
印
判
状
写
「
武
州
文

書
所
収
文
書
」戦
九
五
六
）

十
萱
貫
五
百
四
十
四
文
　
　
　
　
　
　
知
行
之
辻
　
　
　
　
・…
‥
①

式
人
　
　
　
　
上
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

鑓
　
　
　
　
　
一一ユ本
長
柄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

‥
②

大
立
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

以
上
改
而
被
仰
付
条
々
、

一
、
竹
鑓
御
法
度
之
事
、
付
、
は
く
お
さ
る
鑓
御
法
度
之
事
、

一
、
二
重
し
て
策
紙
可
致
之
、
長
さ
可
為
六
寸
七
寸
事
、

一
、
鑓
持
歩
者
に
か
わ
笠
き
す

へ
き
事
、

一
、
道
具
廿
よ
り
内
之
者

二
為
持
間
敷
事
、

一
、
無
立
物
甲
、
雖
軍
法

二
候
、
由
井
衆
不
立
者
も
有
之
、

見
合

二
打
而
可
被
捨
、
於
来
秋
可
致
大
立
物
事
、

③

右
、
着
到
知
行
役
候
処
、
毎
陣
令
不
足
候
、
無
是
非
候
、
来
秋
不
足
之
儀

二
有

之
者
、
知
行
を
可
被
召
上
、
御
断
度
々
重
上
、
於
来
秋
被
指
置
間
敷
者
也
、

と
な
り
、
支
城
主
も
家
臣

へ
の

「着
到
帳
」
を
発
給
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具

体
的
な
知
行
地
名
は
記
載
さ
れ
な
い
が
、
「
知
行
之
辻
」

＝
合
計
知
行
貫
高
と

し
て

一
一
貫
五
四
四
文
に
対
し
て
、
来
住
野
氏
は
、
「
鑓
　
一一ユ
本
長
柄
」
と

「
大
立
物
」
と
表
記
さ
れ
る
合
計
二
人
の
軍
役
を
負
担
し
た
。
定
型
化
し
な
い

も
の
の
知
行
貫
高
と
軍
役
内
容
が
示
さ
れ
る

「着
到
帳
」
と
言

っ
て
よ
い
史
料

で
あ
る

（類
型
Ｉ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
ま
だ
定
型
化
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
）。

北
条
氏
の

「
着
到
帳
」
な
ど
の
史
料
で
は
、
「鑓
」
と
い
う
よ
う
に
武
器

の
名

称
で
携
帯
す
る
武
器
だ
け
で
な
く
、
そ
の
武
器
を
持

つ
兵
士
も
同
時
に
表
し
て

る
場
合
が
多
い
。
「鑓
」
は
、
こ
の
史
料
で
は

「鑓
持
歩
者
」
と
表
記
さ
れ
る

鑓
兵
で
、
長
柄
を
持

つ
兵
士
で
あ

っ
た
。
「大
立
物
」
は
、
甲
の
装
飾
物

で
あ

り
、
こ
の
場
合
は
軍
役
負
担
本
人
の
来
住
野
氏
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「大
立
物
」
で
兵
士
自
身
を
指
し
示
す
事
例
は
、
他
に
は
な
い
が
、
「鑓
」
と
同

じ
表
記
方
法
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「着
到
帳
」
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
五
ケ
条
に
わ
た
る
装
備
に
関
す
る
規
定
が
別
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

【
史
料
１
】
の
よ
う
に
定
型
化
さ
れ
た

「着
到
帳
」
で
は
、
軍
役
人
数

の
下
に
武
装
の
規
定
が
あ
る
場
合
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の

「着
到
帳
」
で

は
、
独
立
し
て
箇
条
書
き
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
ケ
条
の
内
、
四
ケ
条
目
ま
で
は

「鑓
」

へ
の
規
定
で
あ
る
。
竹
を
柄
と
し
、

箔
を
押
し
て
い
な
い
鑓
を
禁
止
し
、
鑓
に
は
、
鑓
印
と
し
て
長
さ
六
、
七
寸
の

二
重
の
策
紙
を
付
け
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鑓
兵
の
装
備
に
皮

笠
の
着
用
が
必
要
で
、
二
〇
歳
未
満
の
兵
士
は
認
め
な
い
と
し
て
い
る
。
最
後

の
箇
条
は
、
軍
役
負
担
者
本
人
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
「
無
立
物
」

の
甲

の

着
用
を

「
軍
法
」
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
の
も
関
わ
ら
ず
、
来
住
野
氏
を
含
む

働
如
件
、

（永
禄
九
）

寅

来
住
野
大
炊
助
殿

こ
れ
は
武
蔵
国
滝
山
城
主

（八
王
子
市
）
で
あ
る
北
条
氏
照
が
、
家
臣
来
住

野
大
炊
助
に
発
給
し
た

「
着
到
帳
」
で
あ
る
。
支
城
主
発
給
史
料
と
し
て
初
見

六
月
廿

一
（「
如
意
成
就
」
朱
印
）

日

…
…
‥
④
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由
井
衆
に
は
遵
守
し
な
い
も
の
が
い
る
の
で
処
罰
と
共
に
、
来
秋
か
ら
は

「大

立
物
」
の
着
用
を
厳
命
し
て
い
る
。
「大
立
物
」
は
、
立
物

の
中

で
大
き
い
も

の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
他
の

「着
到
帳
」
か
ら

「大
立
物
」
を
着
用
す
る
兵

士
は
、
騎
馬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
住
野
氏
も
騎
馬
兵
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
後
書
き
で
は
軍
役
の
不
足
を
厳
し
く
禁
止
し
、
違
反
者
は
知
行
を
召
し
上

げ
と
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

で
は

【史
料
１
】
の
よ
う
な
典
型
的
な

「
着
到
帳
」
が
成
立
す
る
の
は
い
つ

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
形
式
を
示
す
の
は
、
元
亀
二
年
七
月
二
八
日
付
け
の

〈３
〉

岡
本
八
郎
左
衛
門
尉
着
到
帳

（北
条
家
印
判
状
写

「
岡
本
文
書
」
戦

一
四
九
七
）

で
あ
る
。
「着
到
定
」
に
は
じ
ま
り
相
州
東
郡
吉
岡
五
九
貫
文

の
知
行
地

に
対

し
て
、
「此
着
到
」
と
し
て
軍
役
負
担
者
七
人
の
内
訳
を
記
載
す
る
。

そ
れ
ぞ

れ
の
軍
役
負
担
者
に
は
、
「
具
足

・
皮
笠
」
と
い
っ
た
装
備

の
詳
細
が
命
じ
れ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
典
型
的
な

「
着
到
帳
」
の
様
式
を
示
す
初
見
文
書
で
あ
る

（類
型
Ｉ
）。
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
で
行

っ
た
の
で
詳
細
は
譲
る
が
、

岡
本
自
身
の
軍
役
負
担
だ
け
で
な
く
、
付
属
す
る
寄
子
衆
の
負
担
構
成
が
記
載

さ
れ
る
た
め
、
三

ケ
条
に
わ
た
る
寄
子
衆
に
対
す
る
規
定
や
、
他
の

「着
到
帳
」

に
は
な
い
各
軍
役
負
担
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
る
点
は
岡
本
着
到
帳
独
自
の
特

徴
で
あ
る
。
弘
治
二
年

（
一
五
五
六
）

の
伊
波
着
到
帳

〈
１
〉
と
永
禄
九
年

（
一
五
六
五
）
の
来
住
野
着
到
帳

〈
２
〉
は
、
散
発
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

元
亀
二
年

（
一
五
七

一
）
～
天
正
元
年

（
一
五
七
三
）
に
か
け
て
は
、
岡
本
着

到
帳

〈
３
〉
も
含
め
て
植
松
着
到
帳

〈
８
〉
ま
で
六
通
の
着
到
帳
が
ま
と
ま

っ

て
現
存
し
て
、
こ
の
時
期
が

「
着
到
帳
」
発
給
の

一
つ
画
期
と
な

っ
て
い
る
。

岡
本
着
到
帳
と
他
の

「着
到
帳
」
の
相
違
は
、
書
出
文
言
が

「改
定
着
到
之
事
」

で
は
な
く
、
岡
本
着
到
帳
は

「着
到
定
」
と
改
定
で
な
い
と
見
ら
れ
る
点
で
あ

り
、
典
型
的
着
到
帳
の
成
立
が
岡
本
着
到
帳
の
時
期
と
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
、
後
書
き
に
は

「
改
而
着
到
如
此
相
定
候
、
武
具
等
致
様
、
委

細

二
書
記
畢
」
と
あ
り
、
武
具
な
ど
の
詳
細
を
書
き
記
し
た
こ
と
は
、
岡
本
着

到
帳
に
お
い
て
も

「
改
而
着
到
」
と
あ
る
よ
う
に
最
初
に
定
め
ら
れ
た

「
着
到

帳
」
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の
改
定
内
容
が
武
具
内
容
を
委

細
に
記
す
こ
と
で
あ
れ
ば
、
弘
治
二
年
の
伊
波
着
到
帳
と
は
明
確
に
相
違
し
、

こ
れ
以
降
に

「
着
到
帳
」
で
各
軍
役
負
担
ご
と
に
武
装
の
詳
細
規
定
が
さ
れ
る

最
初
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
「
着
到
帳
」
が
知
行
貫
高

・
着
到
人
数

・

武
装
内
容
を
記
載
す
る
定
型
化
す
る
の
は
、
来
住
野
着
到
帳
の
発
給
か
ら
岡
本

着
到
帳
の
発
給
ま
で
の
永
禄
年
間
か
ら
元
亀
二
年
の
間
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

２
、
着
到
帳
の
改
定
と

一
斉
発
給

前
述
の
岡
本
着
到
帳

〈
３
〉
に
も

「
改
而
着
到
」
と
あ

っ
た
よ
う
に
、
着
到

内
容
は
固
定
的
で
は
な
く
改
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

【
史
料
１
】
の
道
祖
土

着
到
帳

〈
５
〉
が

「改
定
着
到
之
事
」
か
ら
は
じ
ま
る
こ
と
が
端
的
に
示
し
て

い
る
。
こ
の

〈
５
〉
を
は
じ
め
と
し
て
、

〈
４
〉
宮
城
四
郎
兵
衛
尉
着
到
帳

（北
条
家
印
判
状
「
豊
島
宮
城
文
書
」
戦

一
五
七
〇
）
、

〈
６
〉
鈴
木
雅
楽
助
着
到

帳

（北
条
家
印
判
状
写
「武
州
文
書
所
収
文
書
」
戦

一
五
七

一
）
な
ど
元
亀
二
年

正
月
九
日
付
け
の

「着
到
帳
」
の
三
通
は
、
す
べ
て

「
改
定
着
到
之
事
」
で
は

じ
ま
り
知
行
地
を
書
き
上
げ
、
「此
着
到
」
と
し
て
軍
役
負
担
と
装
備
内
容
を

記
し
た
典
型
的
な

「着
到
帳
」
で
あ
る
。
こ
の
二
人
と
も
岩
付
衆
に
属
す
る
給
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人
で
あ
り
、
発
給
の
日
付
が
同

一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岩
付
衆
全
体
に

一
斉
に

行
わ
れ
た
改
定

で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

と

こ
ろ
が
、
後
書
き

に
は

「
分
国
中
何
も
等
申
付
候
」
と
あ
る
記
載
に
注
目
す
れ
ば
、
岩
付
衆
に
限
定
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「分
国
中
」
Ｈ
北
条
領
国
全
体

で
の
改
定
で
あ

っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
小
机
城
主
北
条
氏
光
の
発
給
し
た
同
年
の
市
野

善
次
郎
着
到
帳
が
、
「改
定
着
到
之
事
」
か
ら
始
ま
り
、
小
机
衆
で
も
改
定
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
傍
証
と
な
ろ
う
。

そ
の
後
、
天
正
九
年
七
月
に
も
再
び
岩
付
衆
に

一
斉
に
着
到
帳
が
発
給
さ
れ

て
い
る
。

【史
料
４
】

〈
９
〉
道
祖
土
図
書
助
着
到
帳

（太
田
源
五
郎
印
判
状
「
道
祖
土

文
書
」
戦
二
二
五
二
）

改
定
着
到
之
事

一
本
　
　
指
物
、
四
方
竪
六
尺
横
四
尺
、
持
手
具
足

・
皮
笠
、
金
銀
之
間
紋
可

出
、
皮
笠
何
も
同
前
、

一
本
　
　
鑓
、
二
間
々
中
柄
、
金
銀
之
間
相
当

二
可
推
、
持
手
具
足

・
皮
笠

一
騎
　
　
馬
上
、
具
足

・
甲
大
立
物
、
金
銀
何

二
而
も
可
推
、
手
蓋
、

己
上
二
人

右
、
前
々
之
着
到
之
内
、
少
々
相
改
定
置
者
也
、　
一
々
致
披
見
、
毛
頭
無
相
違

可
致
之
候
、
大
途
堅
被
仰
付
間
、
猶
以
不
可
致
相
違
候
、
火
急
二
用
意
、
来
廿

日
を
切
而
出
来
専

一
候
、
働
如
件
、

七
月
九

道
祖
土
図
書
助
殿

こ
の

〈
９
〉
を
は
じ
め
と
し
て
、

〈
１０
〉
金
子
中
務
丞
着
到
帳
、

〈
Ｈ
〉
金

子
越
前
守
着
到
帳
、

〈
１２
〉
鈴
木
雅
楽
助
着
到
帳
、

〈
１３
〉
内
山
弥
右
衛
門
尉

着
到
帳
の
五
通
は
、
す
べ
て
岩
付
衆
に
属
す
る
給
人

へ
の

「着
到
帳
」
で
、
北

条
氏
政
の
子
で
岩
付
城
主
太
田
氏
を
継
承
し
た
太
田
源
五
郎
の
発
給
文
書
で
あ

る
。
最
初
に

「改
定
着
到
之
事
」
と
あ
り
、
軍
役
人
数
と
装
備
を
記
載
す
る
が
、

【
史
料
１
】

〈
４
〉
の
よ
う
な
典
型
的
な

「着
到
帳
」
と
大
き
く
相
違
す
る
の

は
知
行
貫
高
を
記
載
し
な
い
こ
と
で
あ
る

（類
型
Ⅲ
の
事
例
で
あ
る
）
。
知
行

貫
高
が
記
載
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
改
定
が
武
装
に
関
わ
る
こ
と
で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
り
、
知
行
貫
高
が
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
書

き
に
は

「
前
々
之
着
到
之
内
、
少
々
相
改
定
置
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「前
々

着
到
」
＝
元
亀
三
年
着
到
帳
を
改
定
し
た
の
で
あ
る
。
改
定
内
容
は
、
元
亀
三

年
着
到
帳
と
の
比
較
を
行
う
と
、
指
物
持
の
指
物
が
、
「
四
方
竪
六
尺

ｏ
横
四

尺
」
と
大
き
さ
が
規
定
さ
れ
、
指
物
持
に
限
ら
ず

「鑓
」
「
馬
上
」
な
ど
の
武

具
に

「
金
銀
之
間
紋
可
出
」
と
金
銀
の
箔
押
し
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

【
史
料
５
】
北
条
氏
政
印
判
状

（「道
祖
土
文
書
」
戦
二
七
九
三
）

来
調
儀
、
別
而
諸
軍
之
支
度
下
知
之
間
、
前
々
着
到
之
辻
、
弥
可
致
覚

悟
条
々
、

（天
正
九
）

辛
巳

（印
文
未
詳
）

日
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一
、
指
物
四
方
、

一
、
鑓
、
金
銀
何
を
成
共
、
箔
可
推
直
事
、

一
、　
一
騎
、
自
身
之
仕
立
、
馬
鎧
等
迄
、
綺
麗
美
耀

二
可
致
之
、
諸
武
具
委
細
、

先
着
到

二
載
之
事
、

右
、
先
帳

二
一
々
雖
有
之
、
猶
改
而
申
出
候
、
皮
笠

・
立
物

ｏ
具
足
類
之
物

を

ハ
、
悉
修
復
奇
麗

二
致
立
、
小
旗
類
見
苦
敷
を

ハ
、
何
を
も
新
可
仕
立
、

出
来
之
日
限
、
五
月
五
日
を
可
限
者
也
、
昴
如
件
、

一
連
の
着
到
帳
が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
６
】

〈
２０
〉
下
主
税
助
着
到
帳

（北
条
家
印
判
状

「
武
井
所
蔵
文
書
」

戦
二
五
〇
三
）

定

一
騎
　
自
身
　
　
指
物
四
方

一
挺
　
鉄
胞
放
　
指
物

一
本
　
持
鑓

一
丁
　
長
柄以

上
四
人

右
、
従
前
々
之
知
行
無
相
違
相
拘
来
、
着
到
此
分
定
置
所
也
、
従
来
調
儀
相
嗜

可
為
肝
要
候
、
依
武
辺
之
稼
可
引
立
候
、
働
如
件
、

（虎
朱
印
）

二
月
二
日

下
主
税
助
殿

こ
の

〈
２０
〉
を
は
じ
め
と
し
て
、

〈
１８
〉
両
後
閑
着
到
帳
、

〈
１９
〉
和
田
左

衛
門
尉
着
到
帳
、

〈
２１
〉
佐
藤
助
丞
着
到
帳
、

〈
２２
〉
小
瀧
豊
後
守
着
到
帳
、

〈
２３
〉

一
宮
新
太
郎
着
到
帳
は
、
天
正

一
一
年
の
二
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
発

給
さ
れ
、　
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

「着
到
帳
」
で
あ
る
。
知
行
貫
高
が
な

く
、
ま
た

「指
物
」
の
規
定
を
除
い
て
装
備
内
容
の
記
載
が
な
い
点
が
特
徴
で

あ
る

（類
型
Ⅳ
）
。
和
田
左
衛
門
尉
に
対
し
て
は
、
「着
到
帳
」
発
給
の
二
ヶ
月

（天
正
十
三
）四

月
五

（有
効
朱
印
）

日

道
祖
土
図
書
助
殿

こ
れ
は
天
正

一
三
年
四
月
五
日
付
け
で
岩
付
衆
に

一
斉
に
発
給
さ
れ
た
北
条

氏
政
印
判
状
で
あ
る
。
武
装
の
規
定
が
あ
り
、　
一
見
す
る
と

「
着
到
帳
」
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
着
到
内
容
を
規
定
し
た
文
書
で
は
な
く
、
「
来
調
儀
」
と
し

て
五
月
五
日
ま
で
の
出
陣
を
命
じ
た
文
書
で
あ
る
。
武
装
規
定
が
詳
細
に
規
定

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
諸
武
具
委
細
、
先
着
到

二
載
之
事
」
や

「先
帳
二
一
々

雖
有
之
」
と
あ
る
よ
う
に
武
装
の
詳
細
は
、
「先
帳
」
＝

天
正
九
年
着
到
帳
に

あ
る
こ
と
と
同
様
の
支
度
を
命
じ
ら
れ
た
。

つ
ま
り
武
装
内
容
は
改
定
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
出
陣
に
際
し
て
綺
麗
な
支
度
が
強
調
さ
れ
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
り
、
先
帳
が
基
本
と
な
り
仕
立
に
つ
い
て
規
則
の
遵
守
が
命
じ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他

【史
料
４

ｏ
５
】
と
同
じ
よ
う
に
知
行
貫
高
が
記
載
さ
れ
な
い
別
の
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前
の
天
正

一
一
年
正
月
九
日
に
出
さ
れ
た
北
条
氏
直
判
物
で

「永
禄
十
二
年
己

巳
武
田
信
玄
以
証
文
、
千
今
拘
来
候
倉
賀
野
治
部
少
輔
分
、
弥
無
相
違
可
有
知

行
、
殊
更
軍
役
之
儀
、
知
行
相
当

二
厳
重

二
可
被
勤
仕
候
」
と
あ
り

（
「
鈴
木

文
書
」
戦
二
四
八
二
）
、
ま
た
、
後
閑
刑
部
少
輔
宛
の
天
正

一
一
年
正
月

一
一
日

付
け
北
条
氏
直
書
状
で
は

「武
田
家
以
来
被
拘
来
置
候
後
閑
之
内
五
百
貫
文
、

無
異
儀
進
置
候
、
軍
役
等
厳
重
之
儀
専

一
候
」
（「
後
閑
文
書
」
戦
二
四
八
三
）

と
、
別
の
文
書
で
知
行
地
の
安
堵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て

「着
到

帳
」
が
発
給
さ
れ
具
体
的
な
着
到
人
数
が
規
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
国
衆
は
知
行
貫
高
が
な
く
軍
役
人
数
を
規
定
し
た
と
す
る
理
解
も
あ
る
が

こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
一χ
。
【
史
料
６
】
下
主
税
助
宛
で
も
従
来
の
知
行
地
の
安

堵
に
対
す
る
着
到
の
決
定
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
州
の
北
条
領
国
化

に
際
し
て
在
地
武
士
の
急
速
な
編
成
の
中
で
、
ま
ず
は
知
行
貫
高
の
掌
握
を
優

先
し
て

「
着
到
人
数
」
の
確
定
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
知
行
地
の
安
堵
が
、

武
田
氏
発
給
の
証
文
の
指
出
で
済
ま
せ
、
検
地
に
よ
る
貫
高
掌
握
を
行
わ
な
い

の
は
緊
急
性
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

「
着
到
帳
」
は
、
す
べ
て
上
野

国
の
武
士
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
正

一
〇
年
の
本
能
寺
の
変
で

織
田
領
国
が
崩
壊
し
て
、
上
州
に
北
条
氏
の
支
配
が
及
び
、
軍
役
整
備
が
行
わ

れ
た
際
の

「着
到
帳
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
改
定
の

「着

到
帳
」
で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
知
行
貫
高
が
記
載
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
よ

う
な
特
殊
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
来

「
着
到
帳
」
が
知
行
貫
高
と
人

数
着
到
の
両
記
載
を
原
則
と
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
例
に
は
、
「
着
到
帳
」
の
発
給
年
と
地
域
に
注
目
す
る
と
、

残
存
数
が
す
く
な
い
史
料
に
も
か
か
わ
ら
ず
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
元
亀
二
年
の

武
蔵
国
岩
付
領

（
三
通
）
、
天
正
九
年
の
武
蔵
国
岩
付
領

（五
通
）
、
天
正

一
一

年
の
上
野
国

（六
通
）
、
天
正

一
五
年
の
下
総
国
作
倉
領

（
四
通
）

の
事
例
な

ど
で
あ
る
。

元
亀
三
年
は
北
条
氏
康
が
病
死
し
た
翌
年
に
当
た
る
。
氏
康
は
元
亀
元
年
夏

か
ら
病
に
倒
れ
、　
一
旦
は
回
復
し
た
も
の
の
元
亀
二
年

一
〇
月
二
日
に
五
七
歳

で
没
し
た
。
す
で
に
、
永
禄
二
年

一
二
月
に
北
条
氏
の
家
督
は
氏
政
に
譲

っ
た

が
、
氏
康
が
そ
の
死
ま
で
政
治
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
の
年
は

実
質
的
な
代
替
わ
り
で
あ

っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
元
亀
三
年
か
ら
天
正
元

年
に
か
け
て
の
岩
付
衆

・
小
机
衆
に
対
す
る
着
到
帳
の
改
定

一
斉
発
給
は
、
当

主
代
替
わ
り
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

岩
付
領
は
、
城
主
太
田
氏
資
が
永
禄

一
〇
年
の
戦
死
以
降
に
北
条
氏
が
接
収

し
て
、
玉
縄
城
主
北
条
氏
繁

・
氏
舜
が
城
代
と
し
て
天
正
七
年
頃
ま
で
岩
付
領

支
配
を
行
い
、
遅
く
と
も
天
正
五
年
ま
で
に
太
田
氏
資
の
娘
小
少
将
を
室
と
し

た
北
条
氏
政
の
三
男
源
五
郎
が
岩
付
城
に
入
城
し
た
と
さ
れ
て
い
初
。
ま
た
、

源
五
郎
は
天
正
八
年
八
月
の
北
条
当
主
の
氏
政
か
ら
氏
直

へ
の
代
替
わ
り
に
軌

を

一
に
し
て
支
城
主
化
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
源
五
郎
の
岩
付
領
支

配
の
本
格
化
と
す
れ
ば
、
天
正
九
年
の

一
連
の

「着
到
帳
」
の
発
給
は
、
こ
れ

に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
後
書
き
に
は

「
前
々
之
着

到
之
内
、
少
々
相
改
定
置
者
也
、
可
致
披
見
、
毛
頭
無
相
違
可
致
之
、
大
途
堅

被
仰
付
間
、
猶
以
不
可
致
相
違
候
、
火
急

二
用
意
、
来
廿
を
切
而
出
来
専

一
二

候
」
と
あ
る
。
「大
途
」
＝
北
条
当
主
の
命
令
と
あ
る
こ
と
か
ら
岩
付
衆
独
自

の
改
定
と
言
う
よ
り
も
、
こ
こ
で
も
元
亀
三
年
と
同
じ
よ
う
に
北
条
領
国
全
体

に
関
わ
る
改
定
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
九
年
も
北
条
五
代
当
主
の
氏
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直
の
家
督
相
続
の
翌
年
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
天
正
八
年
八
月

一
九
日
に
四

代
当
主
氏
政
は
隠
居
し
て
、
嫡
男
氏
直
が
継
承
し
た
。

つ
ま
り
、
天
正
九
年
も

当
主
代
替
わ
り
に
伴
う
軍
役
改
定
で
あ

っ
た
。
氏
直
が
代
替
わ
り
政
策
と
し
て
、

天
正
九
年
八
月
～

一
〇
月
に
か
け
て
代
替
検
地
に
代
わ

っ
て
段
銭
増
徴
策
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
“
。
「
先
年
無
検
地
郷
村
、
就
　
御
代
替
、
当

年
雖
可
被
改
候
、
其
以
来
被
打
置
。
只
今
事
六
ケ
敷
間
、
以
段
銭
増
分
被
仰
付

候
」
と
い
う
も
の
で

（「清
水
文
書
」
戦
三
二
六

一
な
ど
）
、
本
来
北
条
氏
は
代

替
わ
り
に
際
し
て
広
域
検
地
を
実
施
し
て
き
た
が
、
天
正
九
年
は
段
銭
増
徴
で

代
替
す
る
政
策
を
実
施
し
た
の
で
あ

っ
た
。
天
正

一
一
年
は
、
武
田
氏
の
滅
亡

そ
し
て
本
能
寺
の
変
に
伴
う
織
田
領
国
の
崩
壊
が
お
こ
り
、
上
野
国
が
北
条
領

国
化
し
た
天
正

一
〇
年
の
翌
年
で
あ
る
。
天
正

一
五
年
は
、
同

一
三
年
五
月
七

日
に
作
倉
城
主
千
葉
邦
胤
が
死
亡
し
て
北
条
氏
が
作
倉
領
を
接
収
し
、
天
正

一

五
年
か
ら
は
北
条
氏
政
の
支
配
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て

く
る
と

「着
到
帳
」
の
発
給
は
、
当
主
の
代
替
わ
り
や
新
し
い
地
域
の
領
国
化

に
発
給
さ
れ
る
事
例
に
集
中
し
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。

池
田
孫
左
衛
門
尉
着
到
帳

〈
１４
〉
で
は
、
「
右
、
着
到
帳
、
従
御
隠
居
被
渡

下
候
間
、
相
写
遣
候
、
自
今
以
後
弥
入
精
、
柳
無
相
違
様
、
肝
要
候
」
と
記
載

さ
れ
る
。
こ
れ
は
天
正
九
年
七
月
二
四
日
付
け
の

「着
到
帳
」
で
あ
る
の
で
、

「御
隠
居
」
と
は
家
督
を
譲

っ
た
氏
政
を
指
し
、
「着
到
帳
」
を
下
さ
れ
た
の

は
家
督
継
承
し
た
氏
直
と
い
う
こ
と
な
る
。
こ
の
家
印
で
あ
る
虎
印
を
押
し
た

印
判
状
の
発
給
主
体
は
氏
直
で
あ
り
、
前
当
主
か
ら
引
き
継
い
だ

「着
到
帳
」

の
写
し
を
池
田
孫
左
衛
門
尉
に
下
す
こ
と
で
、
厳
密
な
着
到
の
実
施
を
改
め
て

命
じ
た
の
で
あ
る
。
同
年
七
月
二
八
日
付
け
の
大
曽
根
飛
騨
守
着
到
帳

〈
１５
〉

（北
条
氏
光
印
判
状
写
「
大
曽
根
文
書
」
戦
三
二
五
九
）
の
後
書
き

「
以
前
之
着

到
被
改
而
遣
候
、
自
今
以
後
厳
密
可
務
之
候
」
も
同
様
な
状
況
を
示
し
て
い
る

と
理
解
で
き
よ
う
。
文
面
か
ら
見
れ
ば
、

そ
の
理
由
は
不
明
な
が
ら
以
前
の

「着
到
帳
」
を
改
め
て
遣
わ
し
た
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
給
年
か
ら
考
え

れ
ば
そ
れ
は

〈
１４
〉
と
同
じ
よ
う
に
、
代
替
わ
り
に
際
し
て
の

「
着
到
帳
」
の

再
交
付
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
代
替
わ
り
に
際
し
て
家
督
継
承
者
と

家
臣
と
の
主
従
関
係
の
再
確
認
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
よ

う
に
天
正
九
年
で
は
岩
付
領
内
知
行
人
に

一
斉
に

「
着
到
帳
」
が
発
給
さ
れ
て

い
る
。
少
な
い
な
が
ら
も
武
装
内
容
の
変
更
が
規
定
さ
れ
い
る
の
で
あ
る
が
、

〈１４）
・
食
〉
の
事
例
は
、
以
前
の
帳
簿
そ
の
も
の
の
写
し
で
あ
り
、
内
容
の

変
更
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
代
替
わ
り
に
伴
う

「着
到
帳
」
の

再
交
付
は
、
大
名
と
家
臣
と
の
主
従
関
係
が
知
行
給
与
と
軍
役
負
担
と
の
関
係

で
成
り
立

つ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
関
係
の
再
確
認
の
意
味
を
持
ち
、
ま
た
、

「着
到
帳
」
が
新
当
主
に
引
き
継
が
れ
、
新
当
主
か
ら
下
さ
れ
る
こ
と
で
、
当

主
継
承
を
家
臣
に
示
す
こ
と
で
も
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
家
臣
と

の
関
係
は
新
当
主
と
の
関
係
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
内
容
が
変
化
な

く
と
も
再
交
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

代
替
わ
り
に
よ
り
当
主
か
ら
新
当
主
に
引
き
継
が
れ
る
帳
簿
は
、
当
主
に
手

元
に
置
か
れ
る
御
前
帳
と
呼
ば
れ
、
「着
到
帳
」
も
御
前
帳
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
示
す
史
料
が
次
の

内
田
孫
四
郎
宛
の
北
条
家
裁
許
印
判
状
で
あ
る
。

【
史
料
７
】
北
条
家
裁
許
印
判
状
写

（「
屋
代
典
憲
氏
所
蔵
古
文
書
之
写
」
戦
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一
八
九
二
）

内
田
孫
四
郎
二
騎
之
知
行
を
拘
置
、　
一
騎
之
致
走
廻
由
、
風
間
同
心
渡
辺
新
三
、

雖
捧
訴
状
、
糾
明
之
上
、
御
前
帳
之
矢
数
、
孫
四
郎
拘
置
処
、
無
相
違
候
、
新

三
申
処
無
之
候
、
依
仰
状
如
件
、

３
、
着
到
帳
の
罪
科
文
言
と
軍
法

「着
到
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
着
到
人
数
や
武
具
規
定
の
遵
守
は
、
大
名
軍
隊

の
編
成
に
と

っ
て
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「着
到
帳
」
に
は
遵
守
の
た
め
に
違
反
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
が
記
さ
れ
て
い

る
。
罰
則
規
定
の
記
載
さ
れ
る
「
着
到
帳
」
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
１
〉
伊
波
着
到
帳

「
右
、
人
衆
之
嗜
、
如
此
可
致
、
毎
陣
両
人
互
相
改
、
厳

密

二
可
申
付
、
少
人
衆
不
定
、
又
者
武
具
以
下
嗜
至
干
無
之
者
、
其
身

を
払
、
後
年

二
者

一
人

二
可
申
付
者
也
」

〈
２
〉
来
住
野
着
到
帳

「右
、
着
到
知
行
役
候
処
、
毎
陣
令
不
足
候
、
無
是
非

候
、
来
秋
不
足
之
儀

二
有
之
者
、
知
行
を
可
被
召
上
、
御
断
度
々
重
上
、

於
来
秋
被
指
置
間
敷
者
也
」

（
３
〉
岡
本
着
到
帳

「各
少
も
無
相
違
可
致
之
候
、
抑
軍
法
者
、
国
家
安
危
所

也
、
背
法
度
付
而
者
、
随
罪
科
軽
重
、
無
用
捨
可
被
申
出
条
、
兼
而
無

誤
様

二
覚
悟
専
肝
候
」

〈
５
〉
道
祖
土
着
到
帳

「右
着
到
、
分
国
中
何
も
等
申
付
候
、
自
今
以
後
、
此

書
出
之
処
、
柳
も
不
可
有
相
違
候
、
於
違
背
者
、
越
度
者
可
為
如
法
度

者
也
」

〈
７
〉
市
野
着
到
帳

「
為
軍
法
之
間
、　
一
騎

一
人
於
不
足
者
、
知
行
可
被
召
放

候
」

〈
８
〉
植
松
着
到
帳

「
為
軍
法
間
、
就
無
沙
汰
者
、
可
被
召
放
知
行
者
也
」

〈
１４
〉
池
田
着
到
帳

「着
到
之
内
、　
一
騎

一
人
令
不
足
儀
有
之
者
、
分
明

二
其

天

正

五
年

打

内
田
孫
四
郎
殿

風
間
の
同
心
渡
辺
新
三
は
、
内
田
孫
四
郎
が
軍
役
で
二
騎
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
知
行
地
を
持

っ
て
い
る
の
も
関
わ
ら
ず
、
軍
役
を

一
騎
し
か
務
め

て
い
な
い
と
不
正
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
条
氏
は
、
手
元
の

「
御
前
帳
」
を
根
拠
に
糾
明
を
行
い
、
孫
四
郎
の
知
行
地
と
軍
役
の
対
応
は
相

違
な
い
と
し
て
、
渡
辺
の
訴
え
を
退
け
た
。
裁
許
の
根
拠
と
し
て
の

「
御
前
帳

之
矢
数
」
と
は
、
御
前
帳
に
記
載
さ
れ
る
着
到
人
数
＝
軍
役
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

知
行
と
軍
役
の
対
応
関
係
が
争
点
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
御
前
帳
」

に

は
矢
数
＝
軍
役
と
そ
の
根
拠
と
な
る
知
行
貫
高
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
知
行
貫
高
と
着
到
人
数
が
同
時
に
記
載
さ
れ
る
帳
簿
と
は
、
「着
到
帳
」

の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「着
到
帳
」
は

「御
前
帳
」

の

一
つ
で
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

二
月
十

一
日

評
定
衆

下
総
守康

信

（花
押
）
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断
可
披
露
、
着
到
之
品
々
委
細

二
見
届
、
猶
以
無
相
違
様
、
可
走
廻
候
、

如
此
定
上
、
令
無
沙
汰
者
、
可
処
厳
科
者
也
」

〈
１７
〉
座
間
着
到
帳

「御
着
到
之
内
、　
一
騎

一
人
茂
□
不
足
者
、
必
々
知
行
を

可
被
召
上
之
条
如
件
」

〈
２４
〉
小
熊
着
到
帳

「於
軍
法
柳
も
至
干
背
法
度
者
、
可
処
厳
科
候
」

〈
３１
〉
小
曽
戸
着
到
帳

「合
廿
七
人
之
着
到
、
無
不
足
可
被
走
廻
、
若
就
無
沙

汰
者
、
可
処
越
度
」

伊
波
着
到
帳
で
は
、
「人
衆
」
＝
着
到
人
数
の
不
足
や
武
具
の
不
足
に
対
し

て
は
、
違
反
し
た
も
の
を
退
け
て
伊
波
大
学
助
と
修
理
亮
の
ど
ち
ら
か

一
人
に

軍
役
を
任
せ
る
こ
と
を
指
示
す
る
と
い
う
、
個
別
的
な
事
情
を
反
映
し
た
措
置

が
採
ら
れ
て
い
る
。　
一
般
的
に
は
着
到
知
行
役
の
不
足
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

不
足
の
際
は
、
「
厳
科
」
「越
度
」
と
そ
の
内
容
が
明
確
で
な
い
場
合
が
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
知
行
の

「
召
放
」
＝
没
収
を
規
定
し
て
い
る
。
給
人
に
は

一

騎

一
人
の
不
足
も
な
い
こ
と
、
「
着
到
之
品
々
」
を
し

っ
か
り
そ
ろ
え
る
こ
と

が
要
求
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は

「
軍
法
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
軍
法
の
遵
守
は

「
国
家
安
危
所
」
と
し
て
厳
重
な
命
令
と
し
て
給
人
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

特
に
武
装
規
定
の
厳
守
は
、
天
正
年
間
以
降
に
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
武

装
規
定
の
み
が
記
載
さ
れ
た
文
書
が
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は

「
着
到
帳
」
と
は
別
に
独
立
し
た
文
書
と
な
り

「
軍
法
」
と
呼
ば
れ
た
。

【
史
料
８
】
北
条
氏
邦
印
判
状

（「山
口
文
書
」
戦

一
八
五
七
）

軍
法
之
事
、

一
、
差
物
四
方
地
黒
、
い
つ
れ
も
あ
た
ら
敷
可
致
之
事
、

一
、
立
物
、
可
為
金
銀
事
、

一
、
弓
か

つ
き
ま
て
、
走
あ
て
、
皮
笠
き
せ
へ
し
、
御
陣

へ
わ
ら

ハ
ヘ
一
円
召

連
間
敷
事
、

一
、
手
か
い
、
如
定
可
致
之
事
、

一
、
た
て
、
長
さ
二
尺
五
寸
、
ひ
ろ
さ
七
寸
、
あ

つ
さ
五
分
の
た
て
、　
一
ま
い

つ
ゝ
こ
し
ら

へ
、
も
た
せ

へ
き
事
、

一
、
差
物
、
さ
ほ
に
ま
き
候
事
、
堅
致
間
敷
候
、
は
つ
す
度
二
か
わ
こ
へ
可
入
、

は
を
り
を
も
、
平
せ
い
　
き
さ
る
や
う
に
、
た
し
な
ミ
き
せ
へ
き
事
、

以
上

右
、
七
夕
以
前
出
来
さ
せ
、
可
懸
御
目
者
也
、
昴
如
件
、

（天
下
四
）

子

六

月
十
三

（虎
朱
印
）

日

山
口
雅
楽
助
殿

【
史
料
９
】
北
条
家
印
判
状

（
「
川
匂
神
社
文
書
」
戦
三
八
〇

一
）

一
、
小
旗

・
指
物
以
下
古
を
は
皆
可
致
直
事
、

一
、
や
り
之
箔
可
推
直
、
井
し
て
新
致
之
、
や
り
い
か
に
も
能
ミ
か
く

へ
し
ヽ

一
、
う
ち
わ
為
損
を

ハ
皆
致
直
、
箔
可
推
直
事
、

一
、
諸
武
具
何
を
も
無
不
足
、
如
定
遣
念
、
無
見
苦
敷
様

二
、
如
何
様

二
も
け

つ
こ
う
二
可
致
立
、
取
分
立
物
之
金
銀
、
少
も
無
古
光
様

二
可
致
之
事
、

一
、
七
夕
を
傍
外
出
来
候
様

二
諸
事
を
指
置
、
無
由
断
可
致
之
事
、
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一
、
わ
ら
わ
ヘ
ケ
間
敷
者
、
先
段
如
下
知
令
停
止
事
、

右
、
先
段
申
出
着
到
帳
を
披
、
こ
ま
か
に
見
届
可
致
之
、
当
年
之
弓
矢
当
方

是
非
候
処

二
、
例
式
之
様

二
致
覚
悟
、
致
無
者
候
者
、
可
為
重
科
者
也
、
働

如
件
、

の
推
し
直
し
を
命
じ
て
い
る
。
四
条
目
で
は
武
具
の
不
足
な
き
よ
う
に
注
意
す

る
と
共
に
、
特
に
給
人
自
身
の

「立
物
」
の
金
銀
の
手
入
れ
を
強
調
し
て
い
る
。

小
熊
孫
七
郎
着
到
帳

〈
２４
〉
の
後
書
き
に
は

「右
之
着
到
、
近
年
雖
如
有
来

候
、
猶
改
而
此
節
申
付
候
、
於
軍
法
柳
も
至
千
背
法
度
者
、
可
処
厳
科
候
、
能
々

着
到
帳
を
朝
夕
見
分
、
寸
分
傍
ホ
無
相
違
様

二
可
致
之
候
」
と
あ
り
、
「
着
到

帳
」
を
手
元
に
お
い
て
朝
夕
の
見
分
に
よ
り
装
備
の
厳
密
な
整
え
を
命
じ
て
い

る
。

【史
料
９
】
で
も

「
先
段
申
出
着
到
帳
を
披
、
こ
ま
か
に
見
届
可
致
之
」

と
記
載
さ
れ
、
「
着
到
帳
」
が
軍
役
を
規
定
し
た
事
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら

の
武
具
の
整
え
と
管
理
に
お
い
て
機
能
し
た
文
書
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
命
令
は
罪
科
文
言
と
罪
科
規
定
に
よ

っ
て
厳
し
く
命
じ
ら
れ
た
が
、
「
軍

法
」
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
北
条
氏
は
、
定
期
的
に
軍
勢
改
め
を
実
施
し
た
の

で
あ
る
。

【
史
料
８
】
に
は

「七
夕
以
前
出
来
さ
せ
、
可
懸
御
目
者
也
」
と
規

定
さ
れ
た
武
具
の
整
備
状
況
を
七
夕
以
前
に
北
条
氏
邦
に
見
せ
る
と
し
て
い
る

し
、

【
史
料
９
】
で
は

「
七
夕
を
傍
外

二
諸
事
を
指
置
、
無
由
断
可
致
之
事
」

と
、
大
名

へ
の
見
分
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「七
夕
」

に
は
他

の
も
ろ
も

ろ
の
こ
と
を
差
し
置
い
て
武
具
の
整
備
を
油
断
な
く
行
う
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は

【
史
料
８
】
か
ら
見
れ
ば
、
自
己
管
理
命
令
と
い
う
意
味
だ
け

で
な
く
、
北
条
氏
の
見
分
に
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

天
正
四
年

一
〇
月
二

一
日
付
け
北
条
氏
邦
印
判
状

（「持
田
文
書
」
戦

一
八
七

八
）
で
は
、
荒
川
衆
に
対
し
て

「
道
具
之
事
」
と
し
て
武
装
を
命
じ
た
文
書
に
、

「諸
道
具
申
付
候
事
、
当
意
之
儀

二
無
之
候
、
永
代
之
正
月

・
七
月
毎
年
可
改

事
」
と
、
「
諸
道
具
」
＝
武
装
の
改
め
が
毎
年
正
月
と
七
月

に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
武
具
改
め
は
、
北
条
氏

の
手
元
に
な
る
御
前
帳
と
し
て
の

（年
未
詳
）

六
月
十

（虎
朱
印
）

一

日

二
見

同

神

【
史
料
８
】
は

「
軍
法
之
事
」
で
は
じ
ま
る
鉢
形
城
主
北
条
氏
邦
の
印
判
状

で
あ
る
。
規
定
内
容
は
①
指
物
四
方
の
色

（黒
）
、
②
山
口
自
身
の
立
物
を
金

銀
で
飾
る
こ
と
、
③
弓
担
ぎ
に
走
当

・
皮
笠
の
装
備
、
④
手
蓋
の
付
け
る
こ
と
、

⑤
楯
の
大
き
さ
、
⑥
指
物
を
竿
に
巻
く
こ
と
を
禁
止
し
て
革
籠

へ
の
仕
舞
う
こ

と
、
な
ど
装
備
に
関
す
る
大
き
さ
や
色
と
い
っ
た
規
定
と
普
段
の
管
理
規
定
で

あ

っ
た
。
戦
時
に
お
け
る
所
持
の
み
な
ら
ず
、
常
に

「
あ
た
ら
敷
」
見
え
る
よ

う
に
管
理
保
管
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で

の

「
軍
法
」
と
は
人
数
に
は
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
も

っ
ぱ
ら
武
装
の
詳
細
な

規
定
を
指
し
て
い
る
。

【
史
料
９
】
も
同
様
に
武
装
規
定
が
記
さ
れ
、
新
し
く

見
え
る
よ
う
に
普
段
の
手
入
れ
を
強
調
し
て
い
る
。　
一
条
目
は

「小
旗

ｏ
指
物
」

は
、
お
そ
ら
く
古
く
な

っ
て
き
て
破
れ
た
り
、
補
散
れ
た
り
し
た
場
合
に
直
す

こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
二
条
目
で
は
鑓
の
柄
に
推
し
て
あ
る
箔
の
直
し
と
、
鑓

そ
の
も
の
の
磨
き
を
命
じ
て
い
る
。
三
条
目
で
は
団
扇
の
破
損
を
修
理
し
て
箔
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「
着
到
帳
」
を
見
な
が
ら
武
具
規
定
の
確
認
を
行

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ

る

。４
、
軍
役
構
成
と
武
装
内
容

（１７
）

次
に
軍
役
の
種
類
ご
と
に
武
装
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
着
到
帳
で
武

装
の
記
載
が
あ
る
も
の

一
覧
に
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

①
大
小
旗
持
…
集
団
の
標
識
と
な
る
旗
の
持
ち
手
で
あ
り
、
武
装
と
し
て
は

「
具
足

・
皮
笠

（か
ふ
り
物
）
」
の
着
用
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
「大
小
旗
持
」
・

「小
旗
持
」
・
「
小
旗
」
・
「大
旗
」
と
表
記
さ
れ
る
が
そ
の
相
違
は
明
確
で
は
な

い
。
「小
旗
」
の
大
き
さ
は
竪

一
丈
四
尺
八
寸
横
二
尺

〈
３５
〉
、
「
大
旗
」
は
長

さ

一
丈
五
尺

〈
２５

ｏ
２８

・
３４
〉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
ず
か
二
寸
の
差
で

大
小
が
区
別
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

②
指
物
持
…
具
足
の
背
に
付
け
た
筒
に
指
し
て
用
い
る
旗

（指
物
）
の
持
ち

手
で
あ
り
、
武
装
は

「
具
足

・
皮
笠
」
の
着
用
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
自
身

之
指
物
持
」
〈
１８

ｏ
ｌ９

ｏ
２８
〉
や

「物
主
之
指
物
持
」
〈
２５

ｏ
３４
〉
と
も
表
記
さ

れ
こ
と
は
、
「
自
身
」
・
「
物
主
」
が
着
到
負
担
者
本
人
を
指
し
て
い
る
の
で
、

「
大
小
旗
持
」
が
軍
団
全
体
の
指
標
と
な
る
旗
を
持

つ
の
に
対
し
て
、
「指
物
」

が
軍
役
負
担
者
の
個
人
的
標
識
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
着
到
負

担
の
中
で

「
指
物
持
」
が
な
い
知
行
貫
高
が
低
い
家
臣
の
場
合

に
、
「
自
身
」

の
装
備
に
必
ず
指
物
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
一暴
付
け
ら
れ
よ
う

〈６

０

７

・
１０

・
１２

・
２０
～
２２

ｏ
２７

ｏ
２８
〉
。
具
体
的
な
指
物
は

「
四
方
指
物
」
・
「
指

物
四
方
」
ｏ
「
四
方
旗
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
大
き
さ
は

「
竪
六
尺
横
四
尺
」

〈
９

ｏ
Ｈ

ｏ
ｌ３
〉
、
「
竪
六
尺
五
寸
横
四
尺
二
寸
」
〈
１５

・
２４

ｏ
３５
〉
の
二
種
類

が
あ
る
。

③
歩
弓
侍
…
射
手
と
も
称
し

〈
１８

ｏ
ｌ９

ｏ
２３
〉
、
弓
を
携
帯
し
た
歩
侍

で
あ

り
、
武
装
は

「
甲
立
物

・
具
足

・
指
物
」
の
着
用
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
甲

立
物
」
で
は

「
金
頭
金
甲
」
〈
１４

ｏ
３５
〉
と
さ
ら
な
る
装
備
が
命
じ
ら
れ
る
場

合
も
あ
る
が
、
「
か
ふ
り
物
」
と
表
記
さ
れ
必
ず
し
も

「
甲
立
物
」
を
指
定
し

な
い
場
合
も
あ
る

〈
３４
〉
。
指
物
は
、
「
指
物
持
」
の
指
物
で
あ
る

「
四
方
旗
」

と
は
明
確
に
相
違
し

「
し
な
ゐ
」
と
よ
ば
れ
、
横
棒
が
な
く
し
な
う
構
造
の
旗

で
あ

っ
た
。

〈
４
〉
で
は

「
指
物
し
な
い
地
く
ろ
二
あ
か
き
日
之
丸

一
ツ
」
と

あ
り
模
様
ま
で
指
定
が
あ
り
、

〈
２５

ｏ
２８

・
３４
〉
で
は

「
し
な
ゐ
長
サ

一
丈
二

尺
、
紋

一
統
」
と
長
さ
と
紋
の
統

一
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
弓
の
所
持

者
に
は

「
弓
持
」
が
い
る

〈
１４
〉
。

〈
１４
〉
で
は
別
に

「
歩
弓
侍
」
が
い
る
こ

と
や
武
装
も

「
皮
笠

・
具
足
」
の
軽
装
で
あ
る
か
ら
、
「
弓
持
」
と
は
射
手
と

し
て
の
戦
闘
員
で
は
な
く
主
人

（
こ
こ
で
は

一
騎
合
侍
）
の
弓
を
携
帯
す
る
戦

闘
補
助
員
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

④
歩
鉄
胞
侍

・
鉄
胞
放
…
鉄
胞
の
武
装
を
し
た
歩
侍
で
あ
り
、
「
甲
立
物

・

具
足

・
指
物

（し
な
い
）
」
と
歩
弓
侍
と
お
な
じ
武
装
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑤
鑓

（長
柄
）
…
鑓
で
武
装
し
た
戦
闘
員
の
こ
と
で
あ
り
、
装
備
は

「皮
笠

・

具
足
」
の
着
用
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
原
則
と
し
て
頭
部
の
防
具
が

「
皮
笠
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
甲
立
物
」
を
防
具
と
す
る

「歩
弓
侍
」
や

「歩
鉄
胞
侍
」

と
は
装
備
の
点
で
明
確
な
階
層
差
が
あ
る
。　
一
部
の
例
外
を
除
い
て

「
鑓
」
と

表
記
さ
れ

「
…
侍
」
と
は
表
記
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
鑓
装
備
の
戦
闘
員
は

「侍
」
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
携
帯
す
る
鑓
は
、
長
さ

「
二
間
々
中
柄
」
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※表中の ()は人数の内訳

六鉄胞持 ④ i(長柄)⑤ 手鑓⑥ その他 ⑩ 戦国
遺文挺 内  容 本 内  容 騎 内   容 人 内  容 人 内  容

０

　

一

４

　

一

鉄胞放、何も
指物可有之

鉄胞放、何も
指物可有之

歩鉄胞侍、同
理

歩鉄砲侍、此
仕立始中終右
同理

歩鉄砲放、か |
ふり物、具足。|
指物。しない、|
長サー丈二尺 |

藪洒薮ぎ真足。|
甲・指物、 し|
なへ可指

歩鉄胞侍、仕
立同理

鉄胞放、何も
指物可持

鉄胞放、指物

40 手鑓 (2)長柄 38

鑓、二間々中柄、
具足・皮笠

鑓、二間長柄何も
箔可推、武具同理

鑓長柄、金銀之間
何と成共可推、多
少者成次第、二重
紙手朱 (10

鑓物主之持鑓、長
身にても十文字類
何にても随意 (2)

鑓、二間々中柄、
仕立皮笠・具足

鑓、二間々中柄、
仕立皮笠・具足

手鑓 (1)長柄 (8)

鑓、二間々中柄、
武具同理

一本鑓

鑓、二間々中柄、
箔可推、持手具足・
皮笠

持鑓 (1)長柄 (1)

鑓、二間々中柄、
金銀之間可推、持
手具足・皮笠、右
同理

鑓、二間々中柄、
金銀之間相当二可
推、持手具足・皮
笠

鑓、二間々中柄、
具足 。皮笠

(馬上)何 も可有指物 (19

自身 (2)

(馬上)何 も可有指物 (7)

自身 (1)

馬上、具足 。甲立物・手
蓋 。指物何にても(7)

自身、具足 。甲大立物・
手蓋・面肪・馬鎧金 (1)

(後欠)

馬上、甲、立物、金銀之
間可推、又打物勿論候、
具足 。手蓋 。指物何 も不
残可指四方旗、此内二三
騎馬鎧 (5)

物主武者、出立何と成共
(1)

馬上、指物四方可指

馬上、仕立甲大立物・具
足 。手蓋 。指物何二而も、
此内二騎馬鎧金

馬上、仕立甲大立物・具
足 。手蓋 。指物何二而も

(馬上)何 も指物可持 (3)

自身 (1)

馬上、自身、指物可致之

自身、甲大立物・具足・
面肪 。手蓋・馬鎧金

馬上、甲大立物・面肪・
手蓋・具足・馬鎧金

馬上、具足・甲・手蓋 。

面肪 。大立物 。金銀何間
も可推、馬鎧金

自分、甲・面肪 。立物寸
方五尺七分(略)。 具足・
手蓋 。馬鎧・金紋随意

1自 身、指物四方

|~自身t蔦物西芳
~~~~~

1伯身t手曽物西芳
~~~~~

「罵■(‐申天立物I真定1~

1手蓋・面肪

馬上、具足・甲大立物・
金銀何二而も可推、手蓋
(馬鎧金)

馬上、具足・ 甲大立物・
手蓋・面肪

8

4

一
　

３

　

一
　

　

一
　

　

一
５

一

２

一

御両所馬添之手
明、何も指物

歩者、具足・皮
笠 。手蓋

歩者
類之
具足
しな
二尺

、何も皮笠
かふり物、
・指物ほそ
い長サー丈

歩者、皮笠・具
足、馬廻二可召
連

手明

歩者、皮笠 。具
足

歩者、皮笠・具
足

歩者、具足 。皮
笠 。手蓋 。指物

歩侍、甲立物
・具足 。手蓋

2500

2501

1570

3831

3830

3405

2258

2509

8422

1497

1654

2256

2259

12503

1死04~

121¨

2571

2252

1569

17

２５

　

　

　

一
　

　

　

１２

　

　

　

一

3

3

２〇

一

１４

一

４

2

1

1
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22

9

鑓

弓持、仕立皮
笠・具足

2

4
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鑓



表2 北条氏「着到帳」にみる武装一覧
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表 1

番号 知行人 知行貫高
合計
人数 本 内  容 本 内  容 張 内  容

18

4

35

34

31

14

23

参 9

3

8

13

15

24

9

両後閑

宮城四郎兵衛尉

板部岡能登守

富岡氏か

小曾戸丹後守

池田孫左衛門

池田一騎合侍

一宮新太郎

高瀬紀伊守

岡本八郎左衛門尉

岡本寄子衆

植松右京亮

内山弥右衛門尉

大曽根飛騨守

下主税助

佐藤助丞

小瀧豊後守

小熊孫七郎

道祖土図書助

道祖土図書助

(500,000)

284,400

423,000

200,000

191,600

177,500

59,000

29,600

40,510

27,200

18,500

(25,000)

25,000

100

40

36

35+α

30

27

26

8

5

4

4

3

3

10

4

2

2

4

1

小旗持

小旗持

大小旗持
足 。皮笠

具

小旗寸方竪一
丈四尺八寸横
二尺御前二有、
御本指手具足
皮笠

大旗、
丈五尺、

長 サー
持手・
物・ 具かふ り

足

大小旗持、具
足・皮笠・ 可
着

大小
笠・

旗持、 皮
具足

小旗持

「天小蔵蒔(~真

|_星_1メ筆___

大
笠

小旗持、皮
・具足

大小旗持、 陣
笠 。金銀之間
二而紋可出、
皮笠何も同前

2

1

1

1

1

1

自身之指物持

自分之指物持

指物持、同理

指物四方竪六尺五
寸横四尺二寸、武
具同理

物主之指物持、同
理

指物持、仕立同

指物持、同

指物四方竪六尺・
横四尺・持手具足・
皮笠

指物四方寸法竪六
尺五寸横四尺二寸、
具足・皮笠

(具

10 射手、何 も指物可有
之、 うつほ可付

射手、何 も指物可有
之、 うつほ可付

歩弓侍、甲立物・具
足・指物 しない地 く
ろ二あかき日之丸一
ツ

歩弓侍、射手二可入
精、見懸斗ハ可為相
違、如形も致者専一
二候、此仕立金頭金
甲立物、寸法長四尺
一寸上へ成共…

歩弓侍、何もうつほ
可付、かふり物、具
足。指物ほそしない、
長サー丈二尺、紋一
統

歩弓侍、仕立金頭・
金甲立物・具足、指
物何二而も

射手、何も指物可持、
うつほ可付

5

3

ご小 施 持 ①

19 和田左衛門尉

20

21

22

5

28

21

12

7

2

1

1
四方指物持、具足・
皮笠

4

3

3

3 1



7

7

4

12

12

20

2

２

　

　

一１

一１

一１

一１

一１

一
　

　

一１

一１

一

歩鉄砲侍、か
ふり物、具足、
さし物、 しな
ゐ長サー丈二
尺

同上

鑓、二間々中柄、
金銀之間相当二可
推、□□同前

鑓(鑓持歩者)、 長
柄、箔押、二重策
紙、長さ六寸七寸、
皮笠

鑓、二間々中柄・
持手皮笠

鑓、二間々中柄、
金銀之間相当二可
推、持手具足・皮
笠、金銀之間にて
紋可出

鑓、二間々中柄、
金銀之間相当二可
推、持手具足・皮
笠、金銀之間にて
紋可出

一本鑓、金銀之間、
何与成共可指

一本鑓、歩甲、具
足

鑓、金銀之間何と
成共可推、二重紙
手朱
持鑓、長身十文字
之類

鑓、金銀之間何と
成共可推、二重紙
手朱

馬上、具足・甲立物・金
銀何にても可推、手蓋

馬上、甲大立物・具足 。

手蓋・面肪・指物・白な

馬上、具足・甲立物・金
銀何二而も可推、手蓋、
指物四方竪六尺横四尺

一足
、　
一

一具
　
一

一銀
揺
一

一物

ヽ

一立
方
一

一甲
四
一

一
物ヽ
一

一身
し
一

一自
さ
一

一可
具
不
騎
出

一間

もヽ
十
者

一之
候
何
内
武

一銀

二
。
此

＞ヽ

一金
論
物

身ヽ
に

一物
勿
指
旗
自
共

一立
物

・
方
　
成

一甲
打
蓋
四
ｍ
と

一

又ヽ
手
指
鎧
何

一上

ヽ
・
可
馬

ヽ

一馬
推
足
残
計
立

可
具
不
騎
者
　
一可
具
不

＞ヽ
一

却候、眺
三武ヽ
＞
一‐之間候、酪請却
一

銀
二
。
内
素
に
一銀
二
・　
成
一

金
論
物
此
契
共
一金
論
物
帥
之
一

物
勿
指

‥ヽ
成
一物
勿
指
【
何
一

町
拗
蓋．
麟
Ю
醍
一町
拗
蓋．
置
立
、一

又ヽ
手
指
嵯

一ヽ

又ヽ
手
寵
出
一

上

ヽ
・
可
馬
立
一上

ヽ
・
可
者
一

馬
推
足
残
計
出
一馬
推
足
残
武
一

自身、武者出立、何と成
二生

1自 身、甲立物・具足 。手
1蓋・橋当・四方指物

(自 身)大立物

へふきなかし

蓋ヽ
な
方

侍
手
し
四

歩

・
・
も

鑓
足
物
て
も

物主之馬
廻之歩者

甲具
・ 指

7 乗替以下

いに

にて

二 尺

歩者、何も皮笠
類之かふり物、
具足 。さし物・
しない長サー丈

2254

956

1571

1577

2253

2255

4762

3228

3229
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金子越前守

来住野大炊助

鈴木雅楽助

市野善次郎

金子中務丞

鈴木雅楽助

青柳四郎右衛門

円城寺外記

井田因幡守

和田左衛門尉

椎名勢兵衛尉

三谷蔵人佐

10,544

8,250

10,000

107,000

113,450

88,350
自身之指物、同理

自身之指物、持手
かふり物・具足

ほ
具
長
統

つ

ヽ
ゐ

一

う
物
な
紋

も

り

し

ヽ

何
ふ

。
尺

かヽ
物
二

侍

指ヽ
丈

弓
付

。
一

歩
可
足
サ
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で
金
銀
箔
を
押
し
て
、
二
重
紙
手
朱
を
付
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
紙

手
と
は
四
手

・
垂
と
も
書
き
、
施
牛
の
尾
を
束
ね
て
鑓
の
柄
に
つ
け
て
鑓
印
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
「
鑓
」
は
、
他
の
戦
闘
員
と
は
相
違
し
て
指
物
の
記
載
が

全
く
な
い
の
で
、
紙
手
を
鑓
に
装
着
し
て
、
鑓
印
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
兵

と
の
区
別
を
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
３４
〉
で
は

「鑓
長
柄
」
と
記
載
さ
れ

こ
と
か
ら
、

〈
１８
～
２０

ｏ
２３
〉
の

「
長
柄
」
は

「
鑓
」
を
指
し
て
い
る
と
言
え

る
。　
一
方
、
鑓
携
帯
兵
士
に
は
、

〈
２６
〉
円
城
寺
外
記
で
は

「鑓
、
歩
甲
、
具

足
」
、

〈
２８
〉
の
井
田
治
衛
門
尉
な
ど

「鑓
歩
侍
、
甲
・具
足
・手
蓋
、
指
物
し
な

い
に
て
も
四
方
に
て
も
」
と
あ
り
、
装
備
で
甲
や
指
物
を
持

つ
兵
士
が
い
る
。

〈
２６
〉
で
は
軍
役
負
担
は
、
こ
の

「
鑓
」
の
み
で
あ
り
、

つ
ま
り
こ
の

「
鑓
」

は
軍
役
負
担
者
で
あ
る
円
城
寺
本
人
を
指
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
軍
役

負
担
者
本
人
＝

「
自
身
」
は
、
馬
上
が
原
則
で
あ
り
、

〈
２６
〉
の

「
鑓
」
歩
者

は
例
外
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

〈
２８
〉
の
井
田
治
衛
門
尉
以
下

の
井

田
衆
事
例
も

一
般
的
な

「鑓
」
兵
士
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

「着
到
帳
」

の

「
鑓
歩
侍
」
最
後
の
三
谷
刑
部
左
衛
門
尉
に
あ
る
注
記

「
同
心
衆
之
内
、
少

給
之
衆
、
惣
並
故
、
歩
衆

二
記
候
、
成
次
第
馬
上
を
以
、
可
走
廻
者
、
可
為
心

操
者
也
」
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
少
給
な
の
で
歩
衆
に
記
載
し
た
が
馬
を

入
手
次
第
に
騎
馬
侍
と
し
て
の
働
き
を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
侍
」

身
分
は
馬
上
を
基
本
と
し
て
、
歩
侍
と
し
た
の
は
例
外
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
）■

⑥
手
鑓

・
持
鑓
…
鑓
の
武
装
を
規
定
さ
れ
て
い
る
兵
士
に
は
、
「鑓

（長
柄
）」

と
は
別
立
て
に

「持
鑓
」
。
「手
鑓
」
が
存
在
す
る
。
所
持
す
る
鑓
は

「
長
身

・

十
文
字
之
類
」
〈
２５

・
５８

ｏ
３４
〉
と
特
別
な
指
示
が
さ
れ
、

こ
れ
は
穂
が
通
常

よ
り
も
長
く
十
字
形
を
な
し
て
い
る
鑓
で
、
い
わ
ゆ
る
十
字
鑓
の
こ
と
で
あ
る
。

鑓
に
対
す
る
特
別
な
規
定
が
な
い

「鑓
」
持
ち
の
兵
士
と
は
明
ら
か
に
相
違
す

る
。

〈
２５

ｏ
３４
〉
で
は

「
鑓
物
主
之
持
鑓
」
と
明
記
さ
れ
る
よ
う
こ
と
か
ら
、

「持
鑓
」
の
携
帯
す
る
鑓
は
、
兵
士
自
身
が
戦
闘
で
使
用
す
る
た
め
の
武
器
で

は
な
く
、
自
分

（自
身
）
で
あ
る
主
人
の
武
器
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

⑦
馬
上
…
騎
馬
の
侍
の
こ
と
で
、
装
備
と
し
て
は

「
甲
大
立
物

・
具
足

・
面

肪

。
手
蓋

・
指
物

・
馬
鎧
」
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
他
の
兵
士
と
は
違
い

明
ら
か
に
重
装
備
で
あ

っ
た
。
指
物
は

「
指
物
何

二
て
も
」
〈
４
〉
な
ど
の
よ

う
に
あ
り
不
明
確
の
場
合
も
あ
る
が
、
〈２５

・
２８
ｏ
３ｌ

ｏ
３４
〉
に
は

「
四
方
旗
」
・

「指
物
四
方
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、
馬
上
の
携
帯
す
る
指
物
は
四
方
旗
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
自
身

（自
分
）
…
軍
役
負
担
者
本
人
を
指
し
、
武
装
は
原
則
的
に
馬
上
と

同
じ
で
あ
り
、
「
馬
上
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

〈
５
～
１３
〉
、
騎
馬
兵

で
あ
っ
た
。
但
し
、
指
物
を
自
ら
は
携
帯
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
指
物
持

が
主
人
の
指
物
を
携
帯
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
少
給
で
軍
役
負
担
に
指
物
持

が
な
い
場
合
は
、
自
ら
も
指
物
を
指
し
た
が

〈
６

・
７

ｏ
ｌＯ

・
２０
～
２ｌ

ｏ
２７

ｏ

２８
〉
、
他
の
兵
士
が

「
し
な
ゐ
」
な
の
に
対
し
て
馬
上
を
同
じ
く

「指
物
四
方
」

で
あ
っ
た
。

⑨
歩
者
…
主
人
の
身
辺
の
世
話
や
警
護
を
行
い
、
装
備
と
し
て
は

「
具
足

・

皮
笠

・
指
物

（し
な
い
）
」
の
軽
装
で
あ
る
。

〈
１４
〉
で
は

「
馬
廻

二
可
召
連
」

と
あ
り
、

〈
１８
〉
で
は

「御
両
所
馬
添
之
手
明
」
、

〈
１９
〉
で
は

「手
明
馬
添
」
、

〈
２８
〉
で
は

「
物
主
之
馬
廻
之
歩
者
」
と
あ
る
よ
う
に
戦
闘
員
で
は
な
く
主
人

の
廻
り
に
雑
用
係
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
原
則
的
に
は
鑓
な
ど
の
武
器
を
携

帯
し
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が

「
手
明
」
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
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，つ
ノ
。⑩

乗
替
…
主
人
の
乗
り
替
え
馬
お
よ
び
そ
の
世
話
係
で
あ
り
、

〈
２８
〉

の
事

例
し
か
見
あ
た
ら
な
い
が
武
装
の
指
示
が
な
い
こ
と
か
ら
非
戦
闘
員
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

軍
役
の
種
類
に
つ
い
て
装
備
な
ど
か
ら
整
理
し
た
の
が
表
３
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
戦
闘
員
か
戦
闘
補
助
員
か
と
い
う
視
点
か
ら
さ
ら
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
武
装
で
の
指
物
の
有
無
と
そ
の
形
態
で
あ
る
。

Ｉ
型
…
「自
身
之
指
物
持
」
が
い
て
指
物
を
携
帯
し
な
い
者

↓

「
自
身
」
＝

軍
役
負
担
者
本
人
の
内
で
知
行
貫
高
の
多
い
上
級
家
臣

Ⅱ
型
…
四
方
指
物
を
携
帯
す
る
者

↓

「
自
身
」

の
内
知
行
貫
高
が
少
な
い

下
級
家
臣

・
「馬
上
」
・
「
鑓
歩
侍
」

Ⅲ
型
…
し
な
ゐ
を
携
帯
す
る
者
↓

「歩
弓
侍
」
。
「歩
鉄
胞
侍
」
・
「歩
者
」

Ⅳ
型
…
全
く
指
物
を
携
帯
し
な
い
者
↓

「鑓
」
・
「
大
小
旗
持
」
ｏ
「指
物
持
」
・

「持
鑓
」
ｏ
「
弓
持
」

指
物
の
役
割
は
、
敵
味
方
の
区
別
や
戦
闘
集
団
の
ま
と
ま
り
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
戦
場
で
の
重
要
な
目
印
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
軍
役
負
担

者
に
は
こ
の
目
印

で
あ
る
指
物
を
携
帯
す
る
者

（
Ⅱ
型

・
Ⅲ
型
）
と
し
な
い
者

（
Ｉ
型

ｏ
Ⅳ
型
）
が
存
在
す
る
。
す
で
に
武
装
の
相
違
が
軍
役
構
成
員
の
階
層

差
を
表
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
指
物
携
帯
の
有
無
は
構
成
員
中
の
戦

闘
員
か
、
非
戦
闘
員
か
の
指
標
と
な

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
指
物
を
携
帯

す
る
Ⅱ

ｏ
Ⅲ
型
は
明
ら
か
に
戦
闘
を
中
心
に
遂
行
す
る
者
た
ち
で
あ
る
。
Ｉ
型

の
軍
役
負
担
者
本
人
が
指
物
を
携
帯
し
な
い
の
は
、
着
到
中
に

「自
身
之
指
物

持
」
が
存
在
し
て
、
自
ら
指
物
を
携
帯
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
軍
役

表 3 軍役による武装の相違

分 類 指 物 軍役種類 武 装

侍

身

分

戦

　

　

闘

　

　

員

(自身之指物持) 自身(上級) 甲 大立物 具 足 手  蓋 面 肪 馬 鎧

Ⅱ

四方指物 自身(下級) 甲 (大)立物 具 足 手 蓋 面 肪

四方指物 馬  上 甲 (大)立物 具 足 手 蓋 (馬鎧)

Ⅲ

しなゐ 歩弓侍 甲 立物 。かふり物 具 足

しなゐ 鉄砲抱侍 甲 立物 。かふり物 具 足

非

侍

身

分

(指物 。しなゐ) 歩 者 皮笠 具  足 (手蓋)

(指物) 馬廻歩者 皮笠 具 足

Ⅳ

(二重紙手朱) 鑓(長柄) 皮笠 具 足

な  し 大小旗侍 皮笠 。かふり物 具  足

非

戦

闘

員

な  し 指物持 皮笠 。かふり物 具 足

な  し 持鑓(手鑓) (皮笠) (具足)

な  し 弓 持 皮笠 具 足
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構
成
者
の
中
心
と
し
て
戦
闘
員
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
戦
闘
員
で

あ
る

「鑓
」
が
指
物
を
携
帯
し
な
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
鑓

に

「
二
重

紙
手
朱
」
の
鑓
印
を
付
け
る
こ
と
で
敵
兵
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
に

指
物
が
必
要
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
大
小
旗
持
」
は
、
軍
団
全
体

の
目
印

で
あ
る
旗
を
携
帯
し
て
い
る
た
め
に
、
自
ら
の
指
物
は
携
帯
し
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
「
歩
者
」
は
指
物
の
携
帯
を
規
定
さ
れ
る
者
と
携
帯
が
明
記
さ
れ
な
い

者
が
い
る
。
指
物
携
帯
者
が
戦
闘
員
で
あ
る
と
考
え
る
と
携
帯
の
有
無
は
、

「
歩
者
」
の
役
割
の
相
違
を
示
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
主
人

の
馬
廻
歩

者
に
も
指
物
を
携
帯
す
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
相
違
は
明
確
で
は
な
い
。
以
上

Ⅳ
型
の
中
で
指
物
携
帯
者
に
準
じ
る
も
の
を
除
く
と

「
持
鑓
」
・
「
指
物
持
」

（自
身
之
指
物
持
）
・
「
弓
持
」
が
本
来
的
な
不
携
帯
者
と
な
る
。
彼
ら
は
主
人

の
馬
廻
り
で
世
話
や
警
護
を
行
う
従
者
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
自
身
之
指
物

持
」
は
も
ち
ろ
ん
指
物
の
持
ち
手
で
あ
る
が
、
「指
物
持
」
自
ら
の
指
物

で
は

な
く
主
人
の
指
物
で
あ
る
の
で
自
分
の
指
物
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に

「持

鑓
」
（手
鑓
）
、
「
弓
持
」
の
携
帯
す
る
鑓
や
弓
は
携
帯
者

の
武
具
と
し
て
で
は

な
く
、
主
人
の
使
用
す
る
武
具
を
携
帯
し
た
者
で
あ
り
、
彼
ら
は
主
人
の
戦
闘

を
補
助
す
る
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

５
、
知
行
貫
高
と
人
数
着
到

着
到
帳
に
記
載
さ
れ
る
知
行
貫
高
と
軍
役
構
成
は
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
軍
役
の
種
類
は
最
多
で

「
大
小
旗
持
」
「
指
物

持
」
「歩
弓
侍
」
「歩
鉄
胞
侍
」
「鑓
」
「
鑓
持
」
「
馬
上

（自
身
）
」
「
歩
者
」
「乗

替
」
の
九
種
類
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
軍
役
構
成
が
、
知
行
貫
高
と
の

関
係
で
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
見
て
み
た
い
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
別
稿
で
す
で
に
上
総
国
井
田
衆
を
事
例
に
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
も

井
田
衆
の
事
例
か
ら
始
め
よ
う
。
井
田
衆
の
事
例
は
同

一
時
期
の
同

一
軍
団
内

に
お
け
る
給
人
の
知
行
貫
高
の
相
違
に
よ
る
構
成
変
化
を
比
較
し
う
る
唯

一
の

事
例
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

（表
４
参
照
）。

井
田
衆
の
着
到
帳

（「井
田
氏
家
蔵
文
書
」
戦
三
二
二
九
）

に
は
知
行
貫
高

が
記
載
さ
れ
な
い
が
、
年
月
日
未
詳
の
井
田
衆
知
行
書
立
が
二
通
残
さ
れ
て
い

て

（「
井
田
氏
家
蔵
文
書
」
戦
四
〇
七
四

・
四
〇
七
五
）
、
着
到
帳
の
井
田
同
心

衆
二
五
人
の
中
で

一
七
人
の
知
行
貫
高
を
確
認
で
き
る
。

井
田
衆
の
筆
頭
井
田
因
幡
守
の
知
行
貫
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
井
田
因
幡
守

の
軍
役
は
九
種
類
全
て
か
ら
構
成
さ
れ
、
合
計
着
到
人
数
は

一
四
五
人
で
あ

っ

た
。
知
行
貫
高

一
〇
〇
貫
文
前
後
で
軍
役
人
数
二
〇
～
三
〇
人
を
負
担
す
る
有

力
な
同
心
衆
で
あ
る
和
田
左
衛
門
尉

・
椎
名
勢
兵
衛
尉

・
三
谷
蔵
人
佐
は
、

「
乗
替
」
を
除
き
八
種
類
の
軍
役
で
構
成
さ
れ
、
武
装
内
容
は
井
田
因
幡
守
と

同
じ
で
あ
る

（類
型
Ｉ
）
。
椎
名
摂
津
守

・
椎
名
佐
渡
守

・
椎
名
帯
刀
左
衛
門

尉

・
椎
名
図
書
助
の
知
行
貫
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
四
貫
五
三
〇
文
、
二
四
貫
文
、

一
九
貫
五
〇
〇
文
、　
一
九
貫
三
〇
〇
文
と
二
〇
貫
文
前
後
で
六
人
の
軍
役
負
担

で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は

「
歩
弓
侍
」
・
「
持
鑓
」
。
「
馬
上
」

（
自
身
を
除
く
）

・
「歩
者
」
の
軍
役
負
担
が
な
く
な
り
、
「大
小
旗
持
」
「
指
物
持
」
「歩
鉄
胞
侍
」

「鑓
」
「自
身
」
の
構
成
と
な
る
。
た
だ
し
、
武
装
内
容
規
定

に
は
変
更
は
見

ら
れ
な
い

（類
型
Ⅱ
）
。
三
谷
民
部
少
輔
、
椎
名
持
左
衛
門
尉
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
七
貫
二
八
〇
文
、　
一
五
貫
文
と
二
〇
貫
文
～

一
五
貫
文
の
知
行
貫
高
で
五
人
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表4 井田衆の知行貫高と軍役構成

知 行 人 知行貫高
(単位貫文)

合計
人数

大小
旗持 指物持 歩弓侍

歩鉄
胞持

鑓 持鑓
上
身

馬
自 歩者 その他

井田因幡守 不 明 145 10 20 20 40 10 27 10
107,000

113,450

88,350

30

30

20

2

2

1

1

1

1 1

2

2

2 4 3

Ⅱ

堀内右衛門尉
村山伊賀守
井田志摩守
椎名摂津守
椎名佐渡守
椎名帯刀左衛門尉
椎名図書助

不明

不明

不明
24,530

24,000

19,500

19,300

6

6

6

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 2

1

1

1

1

1

1

1

Ⅲ
三谷民部少輔
椎名持左衛門尉

17,280

15,000 5 1

2

2

1

1

Ⅳ

13,000

13,100

12,050

11,100

3 1 1 1

1

1

三谷源次左衛門尉

V
椎名刑部丞

椎名織部丞

7,000

6,150

2

Ⅵ

井田治衛門尉
伊藤八郎右衛門尉
櫻井六郎右衛門尉
新行寺助九郎

寺田右京亮
三谷主税助
三谷刑部左衛門尉

5,850

不明
不明
不明

4.130
鑓歩侍

の
軍
役
を
負
担
す
る

（類
型
Ⅲ
）
。
類
型
Ⅱ
か
ら
更
に

「
歩
鉄
胞
侍
」

の
軍
役

負
担
が
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、
Ｉ
類
型
と
比
較
す
れ
ば
知
行
貫
高
の
減
少
に
伴

う
軍
役
負
担
は
、
「
自
身
」
と
同
じ
侍
身
分
の
で
あ
る
も

の
か
ら
な
く
な
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
椎
名
孫
兵
衛
、
椎
名
弾
正
、
三
谷
右
馬
助
、
三
谷
源
次
左

衛
門
尉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
知
行
貫
高
が

一
三
貫
文
、　
一
三
貫

一
〇
〇
文
、　
一
二
貫

五
〇
文
、　
一
一
貫

一
〇
〇
文
で
あ
り
、
更
に
知
行
貫
高
が

一
三
貫
文
～

一
〇
貫

文
強
と
な
る
と
二
人
の
軍
役
負
担
と
な
る
。
軍
役
構
成
か
ら

「
大
旗
持
」
が
な

く
な
り
、
「
鑓
」
が

一
人
負
担
と
な
り
、
「自
身
之
指
物
持
」
・
「鑓
」
・
「
自
身
」

と
な
る

（類
型
Ⅳ
）
。
椎
名
刑
部
丞
、
椎
名
織
部
丞
は
、
知
行
貫
高
が
七
貫
文
、

六
貫

一
五
〇
文
と

一
〇
貫
文
以
下
と
な
り
、
二
人
の
軍
役
を
負
担
す
る
。
軍
役

構
成
は
、
類
型
Ⅳ
か
ら
さ
ら
に

「
指
物
持
」
が
な
く
な
り

「
鑓
」
と

「
自
身
」

と
な
る

（類
型
Ｖ
）
。
特
徴
的
な
の
は

「指
物
持
」
が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
に

よ
り
、
「自
身
」
の
武
装
規
定
に

「指
物
四
方
」
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。　
つ

ま
り
、
配
下
の

「
指
物
持
」
に
指
物
を
持
た
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
所
持
す

る
形
態
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
、
自
身
と
他
の

一
人
の
合
計
二
人
の

軍
役
で
構
成
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る

「
一
騎
合
（侍
）
」
で
あ
る
。
三
谷
主
税
助
の
五

貫
八
五
〇
文
や
二
谷
刑
部
左
衛
門
尉
の
四
貫

一
三
〇
文
の
よ
う
に
、　
一
〇
貫
文

以
下
で
更
に
知
行
貫
高
が
少
な
く

一
人
し
か
軍
役
負
担
し
な
い
場
合
は
、
「
鑓

歩
侍
」
と
な
る

（類
型
Ⅵ
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
本
来
、
武
具
と
し
て
の
鑓
を

所
持
す
る

「
鑓
」
・
「持
鑓
」
は
、
そ
の
武
装
か
ら
言

っ
て
も
侍
身
分
で
は
な
い

が
、
こ
こ
で
は
武
装
が

「甲

・
具
足

・
手
蓋

・
指
物
」
と
あ
る
よ
う
に
侍
身
分

と
な

つ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
少
給
を
理
由
に
歩
衆
と
し
た
も
の
で
、
馬
を
入
手

次
第
に
騎
馬
侍
と
し
て
の
働
き
を
命
じ
た
例
外
的
な
事
例
で
あ
り
、　
一
般
化
で
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き
な
い
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
類
型
Ⅵ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
軍
役
構
成

の
原
則
は
類
型
Ｉ
～
Ｖ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

井
田
衆
の
事
例
以
外
で
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
６
が
井
田

衆
以
外
の
事
例
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
井
田
衆
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
み

よ
う

（表
５
参
照
）
。

知
行
貫
高

一
〇
〇
貫
文
を
超
え
る
事
例
と
し
て
は
、
宮
城
四
郎
兵
衛
尉
二
八

四
貫
四
〇
〇
文
と
池
田
孫
左
衛
門
尉

一
九

一
貫
六
〇
〇
文
が
あ
る
。
井
田
衆
類

型
Ｉ
か
ら

「持
鑓
」
「乗
替
」
を
除
い
た
軍
役
構
成
と
な
る

（類
型
①
）
。
井
田

衆
和
田
左
衛
門
尉
は

一
〇
七
貫
文
で
三
〇
人
の
軍
役
負
担
で
あ
る
が
、
宮
城
氏

は
和
田
氏
の
約
二
倍
、
池
田
氏
は
約
二
倍
の
知
行
貫
高
で
あ
り
な
が
ら
、
負
担

人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
三
六
人
と
二
六
人
と
遥
か
に
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

知
行
貫
高

一
〇
〇
貫
文
以
下
～
四
〇
貫
文
ま
で
の
事
例
と
し
て
は
、
岡
本
八
郎

左
衛
門
尉
五
九
貫
文
と
植
松
右
京
亮
四
〇
貫

一
五
〇
文
の
事
例
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
七
人
、
四
人
を
負
担
す
る
。
類
型
①
か
ら

「歩
弓
侍
」
「
歩
鉄
胞
侍
」
が

い
な
く
な
り
、
「
大
小
旗
持
」
「
指
物
持
」
「鑓
」
「
自
身
」
「
歩
者
」

の
軍
役
構

成
と
な
る

（類
型
②
）。
岡
本
氏
の
場
合
、
人
数
負
担
が
六
人
と
近
い
井
田
衆

椎
名
摂
津
守
と
比
較
す
る
と
、
椎
名
に
は

「歩
鉄
胞
侍
」
が
見
ら
れ
、
「
歩
者
」

は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
二
四
貫
五
三
〇
文
に
対
し
て
六

人
の
負
担
は
、
知
行
貫
高
が
約
二
倍
の
岡
本
氏
は
七
人
の
負
担
で
あ
り
、
こ
こ

で
も
井
田
衆
の
重
負
担
が
確
認
さ
れ
る
。
知
行
貫
高
二
七
貫
二
〇
〇
文
の
大
曽

根
飛
騨
守
は
、
類
型
②
か
ら

「大
小
旗
持
」
が
い
な
く
な
り

「指
物
持
」
「
鑓
」

「
自
身
」
「歩
者
」
で
構
成
さ
れ
る

（類
型
③
）
。
道
祖
土
図
書
助
二
五
貫
文
、

小
熊
孫
七
郎

一
八
貫
五
〇
〇
文
の
よ
う
に
二
〇
貫
文
前
後
と
な
る
と
、
類
型
③

表 5 井田衆以外の知行貫高と軍役構成

知行貫高

(単位貫文)

合
計
人
数

大
小
旗
持

指

物

持

歩

弓

侍

歩
鉄
胞
持

鑓

持

　

鑓

馬
上
自
身

歩

　

者

そ

の

他

戦
国
遺
文

①

伊波大学助・修理亮

板部岡能登守

宮城四郎兵衛尉

小曾戸丹後守

池田孫左衛門

吉田新左衛門

442,832

423,000

284,400

200,000

191,600

100,000

2

20

1

12
一
　

一
４

一
　

一
３

一

不 明 506

3831

1570

3405

2258

3313

②
吉田新左衛門

香下源左衛門尉

岡本八郎左衛門尉

植松右京亮

59,000

50,000

45,800

40,510

1497

3312

3583

1654

③ 大曽根飛騨守 27,200 2259

④

座間

道祖土図書助

小熊孫七郎

25,200

25,000

18,500

2348

1569

2571

⑤

来住野大炊助

市野善次郎

鈴木雅楽助

11,544

10,000

8,150

956

1577

1571
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か
ら

「歩
者
」
が
い
な
く
な
り
、
「指
物
持
」
「鑓
」
「
自
身
」

の
二
人
構
成
と

な
る

（類
型
④
）
。
同
じ
三
人
構
成
の
井
田
同
心
衆
は
、
知
行
貫
高
が
約
半
分

で
軍
役
負
担
を
し
て
い
る
。
来
住
野
大
炊
助

一
一
貫
五
四
四
文
、
市
野
善
次
郎

一
〇
貫
文
、
鈴
木
雅
楽
助
八
貫

一
五
〇
文
の
よ
う
に

一
〇
貫
文
前
後
の
知
行
貫

高
と
な
る
と

「鑓
」
「自
身
」
の
二
人
軍
役
構
成
と
な
る

（類
型
⑤
）
。
井
田
衆

で
は
六

・
七
貫
文
で
負
担
で
あ
り
、
井
田
衆
の
場
合
が
重
負
担
と
な

っ
て
い
る
。

井
田
衆
と
そ
れ
以
外
の
事
例
を
比
較
す
る
と
、
井
田
衆
の
場
合
が
知
行
貫
高

に
対
す
る
軍
役
負
担
が
重
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
相
違
が
何
に
由
来
す
る
の

か
は
明
確
で
は
な
い
。
井
田
衆
着
到
帳
の
後
書
き
に
は

「着
到
之
儀
、
雖
思
慮

不
少
、
先
段
筋
目
納
得
之
上
、
大
方
如
此
書
立
候
」
と
あ
り
、
「
思
慮
」
や

「
先
段
筋
目
」
が
何
を
具
体
的
に
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
、
北
条
氏

と
井
田
衆
の
特
別
な
合
意
に
よ
っ
て
着
到
帳
が
作
成
さ
れ
、
軍
役
内
容
が
規
定

さ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
井
田
衆
の
重
い

軍
役
負
担
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
富
岡
着
到
帳

（
「
原
文
書
」
戦
三
八

三
〇
）
の
後
書
き
に
は
、
「
万

一
知
行
分

二
着
到
不
相
当
由
、
雖
有
勘
弁
、
来

年
之
春
夏

一
二
廻
者
、
此
分
尤
候
」
と
あ
る
。
後
欠
で
年
月
日
未
詳
で
あ
る
が
、

上
野
国
衆

へ
の

一
連
の
発
給
と
考
え
る
と
天
正

一
一
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、

知
行
貫
高
に
不
相
応
な
軍
役
負
担
の
事
例
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
領

国
の
拡
大
の
中
に
あ

っ
て
北
条
氏
に
新
た
に
従
属
し
た
給
人
へ
の
軍
役
負
担
は
、

急
速
に
進
め
ら
れ
た
た
め
に
知
行
貫
高
の
掌
握
と
連
動
せ
ず
給
人
と
の
合
意
に

よ

っ
て
臨
時
的
に
決
定
さ
れ
た
場
合
が
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
軍
役

構
成
の
あ
り
方
は
、
九
種
類
の
軍
役
負
担
を
基
本
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
知
行
貫

高
の
減
少
に
応
じ
て

一
定
の
負
担
種
類
の
低
減
が
行
わ
れ
、
最
低
の
軍
役
構
成

お
わ
り

に

最
後
に
本
稿
で
整
理
で
き
た
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

①

「
着
到
帳
」
と
は
北
条
氏
の
給
人
の
知
行
地

（知
行
貫
高
）
と
そ
れ
に
対
応

す
る
軍
役
負
担
を
規
定
し
た
文
書

で
あ
り
、
北
条
氏
で
の
初
見
は
弘
治
二
年

で
、
典
型
的
な

「
着
到
帳
」
が
成
立
す
る
の
は
そ
の
後
、
永
禄
～
元
亀
二
年

の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

②

「
着
到
帳
」
の
内
容
は
改
訂
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
武
装
内
容
が
強
化
さ
れ

詳
細
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

③

「
着
到
帳
」
は
内
容
が
改
訂
さ
れ
な
く
て
も
、
大
名
と
給
人
の
主
従
関
係
を

再
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
主
の
代
替
わ
り
な
ど
の
際
に
改
め
て
給

人
に
交
付
さ
れ
た
。

④
大
名
の
手
元
に
置
か
れ
る

「着
到
帳
」
は
、
「
御
前
帳
」

の

一
つ
と
し
て
大

名
の
軍
役
見
分
の
基
本
台
帳
と
し
て
も
機
能
し
た
。

⑤

「
着
到
帳
」
の
規
定
を
厳
守
さ
せ
る
た
め
に
、
後
書
き
部
分
に
は
罪
科
文
言

が
記
載
さ
れ

「
軍
法
」
と
呼
ば
れ
る
。
の
ち
に

「軍
法
」
は
独
立
し
た
文
書

と
し
て
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

⑥

「着
到
帳
」
に
見
ら
れ
る
北
条
氏
の
軍
役
は
、
「
大
小
旗
持
」
「
指
物
持
」

「
歩
弓
侍
」
「歩
鉄
胞
侍
」
「
鑓
（長
柄
）
」
「鑓
持
」
「馬
上
（自
身
）
」
「歩
者
」
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と
し
て

「鑓
」
「
自
身

（馬
上
）
」
＝

「
一
騎
合
」
を
原
則
と
し
て
い
た
。　
一
般

的
な
給
人
の
軍
役
負
担
種
類
の
低
減
は
、
統

一
的
な
規
定
を
も

っ
て
行
わ
れ
て

い
た
と
言
え
菱
。



「乗
替
」
の
九
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

⑦
こ
れ
ら
は

「指
物
」
携
帯
の
有
無
か
ら
戦
闘
員
と
戦
闘
補
助
員
に
大
別
さ
れ

る

。

③
知
行
貫
高
と
軍
役
構
成
の
関
係
は
、　
一
〇
〇
貫
文
を
超
え
る
よ
う
な
大
身
の

給
人
は
、
最
大
九
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
、
知
行
貫
高
の
低
下
に
つ
れ
て
軍
役

構
成
の
種
類
も
少
な
く
な
り
、
最
低
は

「鑓
」
「
自
身
（
馬
上
）
」

の
二
人
軍

役
で
構
成
さ
れ
る

「
一
騎
合
（侍
）
」
と
な
る
。

【丼位
】

（１
）
拙
稿

「戦
国
大
名
北
条
氏
の
軍
隊
構
成
と
兵
農
分
離
」
（木
村
茂
光
編

『
日
本
中

世
の
権
力
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。
近
年
の
北
条
氏
の
軍

隊
を
め
ぐ
る
参
照
す
べ
き
研
究
と
し
て
は
、
高
木
昭
作

「『
公
儀
』
権
力
の
確
立
」

（『講
座
日
本
近
世
史
』
第

一
巻
、
有
斐
閣
、　
一
九
八

一
年
の
ち

『
日
本
近
世
国
家

史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、　
一
九
九
〇
年
所
収
）、
同

「
『秀
吉
の
平
和
』
と
武
士
の

変
質
―
中
世
的
自
律
性
の
解
体
過
程
―
」
（『思
想
』
七
二

一
、　
一
九
八
四
年
の
ち

前
掲
書
所
収
）
、
同

「幕
藩
体
制
の
成
立
と
近
世
的
軍
隊
」
（前
掲

『
日
本
近
世
国

家
史
の
研
究
』
所
収
）、
藤
本
孝
行

「戦
国
期
武
装
要
語
解
」
（
『
中
世
東
国
史
の

研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
八
年
）。
荒
垣
恒
明

「戦
場
に
お
け
る
傭
兵
」

（『定
本
北
条
氏
康
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
長
屋
隆
幸

「
室
町
末
期
～
織

豊
期
に
お
け
る
武
具
統

一
政
策
―
主
に
後
北
条
氏
を
事
例
に
―
」
（藤
田
達
生
編

『近
世
成
立
期
の
大
規
模
戦
争
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
山
田
邦
明
ほ
か

『
日
本
軍
事
史
』
吉
川
弘
文
館

（
二
〇
〇
六
年
）、
拙
稿

「戦
国
期
足
軽
考
―
北
条

領
国
を
中
心
に
―
」
（佐
藤
和
彦
編

『中
世
の
内
乱
と
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
二

〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
近
世
軍
隊
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
根
岸
茂
夫

「
『雑
兵
物
語
』
に
見
る
近
世
の
軍
制
と
武
家
奉
公
人
」
（『國
學
院
雑
誌
』
九
四
―

一
〇
、　
一
九
九
二
年
の
ち

『近
世
武
家
社
会
の
形
成
と
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二

○
〇
〇
年
所
収
）
や
藤
井
譲
治

「平
時
の
軍
事
力
」
（藤
井
譲
治
編

『
日
本
の
近

世
３
支
配
の
し
く
み
』
中
央
公
論
社
、　
一
九
九

一
年
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
、
最
近

で
は
近
世
の
武
家
奉
公
人
を
分
析
し
た
木
越
隆
三

『
日
本
近
世
の
村
夫
役
と
領
主

の
つ
と
め
』
校
倉
書
房

（
二
〇
〇
八
年
）
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
の
戦
争

論
に
関
し
て
は
、
特
集
戦
争
の
中
世
社
会
史

（『歴
史
学
研
究
』
七
三
〇
、　
一
九

九
九
年
）、
小
林

一
岳

。
則
竹
雄

一
編

『戦
争
Ｉ
　
中
世
戦
争
論
の
現
在
』
（青
木

書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
に
所
収
の
論
文
や
藤
木
久
志

『雑
兵
た
ち
の
戦
場
』

（朝
日
新
聞
社
、　
一
九
九
五
年
）。
同

『飢
餓
と
戦
争
の
戦
国
を
行
く
』
（
朝
日
新

聞
社
、
二
〇
〇

一
年
）
が
あ
る
。

小
和
田
哲
男

「戦
国
期
土
豪
の
知
行
と
軍
役
―
後
北
条
氏
着
到
状
の
紹
介
を
中
心

と
し
て
」
（『民
衆
史
研
究
』

一
二
、　
一
九
七
四
年
の
ち

『後
北
条
氏
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、　
一
九
八
三
年
に
所
収
）
。

佐
脇
栄
智

「後
北
条
氏
の
軍
役
」
（『
日
本
歴
史
』
二
九
二
、　
一
九
八

一
年
の
ち

『後
北
条
氏
と
領
国
経
営
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
九
七
年
所
収
）

表
１
は
、
「着
到
帳
」
と

「着
到
帳
」
で
は
な
い
が
軍
役
人
数
の
記
載
さ
れ
る
参

考
史
料

（番
号
欄
に

「参
十
数
字
」
の
あ
る
も
の
）
を

一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

着
到
配
列
の
欄
は
、
軍
役
の
着
到
帳
で
の
記
載
順
を
示
し
て
い
る
。　
一
般
的
に

は
軍
役
種
類
は
大
小
旗
持
か
ら
歩
者
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
欄
に
※
を
付

し
た
着
到
帳
は
、
表
１
欄
の
配
列
と
相
違
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
例
外
を
除
い

て
配
列
が
原
則
的
に

一
致
し
て
い
る
の
は
、
何
ら
か
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。

つ

ま
り
、
こ
れ
は
北
条
氏
軍
隊
の

「押
」
の
配
列
を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
根
岸
氏
は

（前
掲
論
文
註
１
）、
『雑
兵
物
語
』
の
登
場
人
物
の
配
列
が
、

「押
」
の
配
列
を
関
連
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。

武
具
記
載
の
欄
は
、
着
到
人
数
＝
軍
役
人
数
だ
け
で
な
く
、
軍
役
ご
と
に
武
装
内

容
の
注
記
の
あ
る
も
の
を

「○
」
と
し
た
。
「指
物
」
と
あ
る
の
は
、
他
の
武
装

内
容
は
注
記
さ
れ
な
い
も
の
の

「指
物
」
の
み
記
載
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
罪
科

文
言
の
欄
は
、
後
書
き
に

「知
行
召
上
」
な
ど
の
違
反
者
に
対
す
る
罪
科
な
ど
を

記
し
た
部
分
の
あ
る
着
到
帳
を
示
し
て
い
る
。

（２
）

（３
）

（
４
）
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（
５
）
北
条
氏
の
検
地
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「北
条
氏
の
検
地
政
策
」
（『戦
国
大
名
領
国

の
権
力
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（６
）
拙
稿
注

（１
）
。
岡
本
氏
に
つ
い
て
は
下
山
治
久

「後
北
条
氏
家
臣
岡
本
八
郎
左

衛
門
の
軍
役
と
役
割
」
（『大
和
市
史
研
究
』
九
、　
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。

（
７
）

一
斉
発
給
に
つ
い
て
、
戦
国
大
名
の
武
装
統

一
策
の
視
点
か
ら
長
屋
論
文

（前
掲

註
１
）
が
あ
る
。
近
世
の
武
具
支
給
策
と
の
比
較
か
ら
戦
国
大
名
の
不
統

一
性
を

強
調
す
る
。
武
装
自
弁
を
原
則
と
す
る
北
条
氏
の
軍
役
賦
課
か
ら
見
れ
ば
、
実
際

の
不
統

一
性
が
生
ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
着
到
帳
や
軍
法
の
発
給
に
よ
っ
て

武
装
の
統

一
的
な
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
戦
国
期
の
大
名
軍
隊
の
特
質
が
あ
る

と
言
え
よ
う
。
戦
国
期
以
前
に
武
装
規
定
は
見
あ
た
ら
な
い
点
か
ら
見
れ
ば

「着

到
帳
」
「軍
法
」
文
書
の
成
立
そ
の
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
鑓
の
武
装
は

「具
足

・
皮
笠
」
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
鈴
木
雅
楽
助

〈６
〉
・
市
野
善
次
郎

〈
７
〉
の
場
合
に
は

「皮
笠
」
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
屋
氏
は
北
条
氏
の
武
具
統

一
政
策
の
実
際
に
お
け
る
不
十
分
さ
を
指
摘
し
て
い

る
が
、
の
ち
道
祖
土
図
書
助
に
対
し
て
馬
金
鎧
の
規
定
を
誤

っ
て
記
載
漏
れ
が
あ

り
、
別
文
書
で
記
載
漏
れ
の
補
充
を
行

っ
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
こ
と
か
ら
も
、

記
載
漏
れ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
正
九
年
鈴
木
雅
楽
助
着
到
帳

で
は

「皮
笠

・
具
足
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
事
例
以
外
に

「皮
笠
」
の
み
記
載
は
な
く
、
「具
足

・
皮
笠
」
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（勿
論
、
武
具
が
実
際
に
完
備
で
き
た
こ

と
と
現
実
が
饂
館
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
原
則
は
セ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
）。

（８
）
太
田
源
五
郎
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹

『戦
国
大
名
北
条
氏
の
領
国
支
配
』
岩
田

書
院

（
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（９
）
黒
田
基
樹

「戦
国
大
名
北
条
氏
の
他
国
衆
統
制

（
二
）
」
（『
戦
国
大
名
領
国
の
支

配
構
造
』
岩
田
書
院
、　
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
「他
国
衆
の
場
合
は
、
着
到

書
出
に
は
軍
役
人
数
の
み
が
記
載
さ
れ
、
知
行
高
に
つ
い
て
の
記
載
は
全
く
見
ら

れ
な
い
…
他
国
衆
の
場
合
は
、
…
知
行
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
賦
課
さ
れ
て
い

る
役
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
譜
代
家
臣
層
と
他

国
衆
の
相
違
を
強
調
す
る
点
は
再
考
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（１０
）
北
条
氏
の
代
替
わ
り
に
つ
い
て
は
、
佐
脇
栄
智

「
小
田
原
北
条
氏
代
替
り
考
」

（『
日
本
歴
史
』
九
二
、　
一
九
五
六
年
の
ち

『後
北
条
氏
の
基
礎
研
究
』
吉
川
弘
文

館
、　
一
九
七
六
年
所
収
）
、
小
田
原
市

『小
田
原
市
史
』
通
史
編
原
始
古
代
中
世

（
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（Ｉ
）
北
条
氏
の
岩
付
領
支
配
に
つ
い
て
は
、
黒
田
前
掲
書
註

（８
）
を
参
照
。

（
１２
）
佐
脇
前
掲
論
文
註

（
１０
）
を
参
照
。

（１３
）
北
条
氏
の
上
野
国
支
配
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
史
編
さ
ん
委
員
会

『群
馬
県
史
』

通
史
編
３
中
世

（
一
八
八
九
年
）
を
参
照
。

（１４
）
北
条
氏
の
作
倉
領
支
配
は
、
黒
田
前
掲
書
註

（８
）
を
参
照
。

（１５
）
拙
稿

「北
条
氏
の
検
地
政
策
」
前
掲
注

（５
）
を
参
照
。

（１６
）
そ
の
他
、
「軍
法
」
の
事
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
天
正
三
年
二
月
二
〇
日
付
け
北
条
氏
邦
印
判
状

（「逸
見
文
書
」
戦

一
六
九
六
）

②
天
正

一
二
年
二
月

一
二
日
付
け
北
条
氏
照
印
判
状

（「並
木
文
書
」
戦
二
六
二
七
）

③
年
未
詳
二
月
二
六
日
付
け
北
条
家
印
判
状

（「川
匂
神
社
文
書
」
戦
三
七
七
九
）

④
年
未
詳
二
月
二
六
日
付
け
北
条
家
印
判
状
　
　
（「
三
上
文
書
」
戦
三
七
八
〇
）

⑤
年
未
詳
七
月
九
日
付
け
北
条
家
印
判
状（「小

林
荘
吉
氏
所
蔵
文
書
」
戦
三
八
〇
七
）

（
１７
）
武
装
に
つ
い
て
は
、
藤
本
前
掲
論
文
註

（
１
）
を
参
照
。

（１８
）
荒
垣
前
掲
論
文
註

（
１
）
を
参
照
。

（１９
）
拙
稿
前
掲
論
文
注

（１
）。
を
参
照
。
井
田
衆
に
つ
い
て
は
、
伊
藤

一
男

「
坂
田

城
主
井
田
氏
の
軍
役
に
つ
い
て
」
（『千
葉
県
の
歴
史
』
二
、　
一
九
七

一
年
）
、
同

「上
総
坂
田
郷
に
お
け
る
井
田
氏
の
動
向
」
（『地
方
史
研
究
』

一
二
九
、　
一
九
七

五
年
）
、
同

「戦
国
井
田
領
の
形
成
と
展
開
」
（『横
芝
町
史
』
特
別
寄
稿
篇
、　
一

九
七
六
年
）、
同

『坂
田
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
　
上
総
井
田
文
書
』
（横
芝
町
教

育
委
員
会
、　
一
九
九
六
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

（
２０
）
表
５
は
、
井
田
衆
以
外
の
着
到
帳
の
な
か
で
知
行
貫
高
記
載
が
あ
る
も
の
を

一
覧
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表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
斜
線
の
あ
る
事
例
は
、
記
載
不
十
分
な
ど
で
参
考
史
料

と
し
て
掲
載
し
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。

（
２１
）
軍
役
負
担
の
研
究
視
角
は
、
知
行
貫
高
に
対
す
る
軍
役
賦
課
基
準
の
解
明
を
中
心

に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
何
貫
文
あ
た
り
軍
役
何
人
と
い
う
原
則
を
戦
国
大
名
が
持
っ

て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た

（佐
脇
栄
智
氏
の
研
究
に
代

表
さ
れ
る
）
。
し
か
し
、
統

一
的
な
定
率
的
軍
役
賦
課
体
系
が
本
当
に
存
在
し
て

い
た
の
か
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い

（佐
脇
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
も
概
数
で
し
か
分

析
結
果
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）。
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、　
一
定
度
の
幅
を
持
っ

て
武
装
毎
の
内
容
と
人
数
の
低
減
が
行
わ
れ
、
軍
役
賦
課
が
実
施
さ
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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古
典
学
習
に
お
け
る
敬
語
指
導
の

一
例

『
枕
草
子
』
「
中
納
言
参
り
給
ひ
て
」
を
使

っ
て
～

安

藤

裕

樹

は

じ
め

に

本
校
で
高
校
二
年
生
の
理
系
の
古
典
の
授
業
を
担
当
し
て
四
年
に
な
る
。

理
系
の
生
徒
た
ち
の
多
く
に
と

っ
て
は
、
大
学
入
試
の
受
験
科
目
と
し
て
古

文

・
漢
文
を
選
択
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
授
業
は
学
校
で
古
典
に
触
れ
る

最
後
の
機
会
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
古
典
作
品
に
実
際
に

触
れ
、
「
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
」
を
広
げ

て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い

る
。し

か
し
、
そ
の

一
方
で
、
入
試
科
目
と
し
て
古
文

・
漢
文
を
必
要
に
す
る
生

徒
た
ち
に
と

っ
て
は
、
大
学
受
験
に
備
え
て
語
彙
、
文
法
事
項
な
ど
の
学
習
を

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
文
を
精
読
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

も
と
も
と
授
業
時
間
が
週
二
時
間
と
限
ら
れ
て
お
り
、
少
な
い
授
業
時
間
の
中

で
大
学
入
試
の
準
備
と
多
く
の
古
典
作
品
に
触
れ
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
文
を
精
読
す
る
こ
と
と
、
数
は
少
な
く
と
も
古
典
の
世
界
の
お

も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
こ
と
は
両
立
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
古
典
の

世
界
の
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
た
め
に
は
、
古
典
文
法
や
古
語
の
知
識
を
も
と

に
正
確
に
本
文
を
読
む
こ
と
が
前
提
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
教
師
の
側
が
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
身
に
つ
け
る
べ
き
古
典
語
、

古
典
文
法
や
古
典
常
識
を
絞
り
、
そ
の
学
習
を
活
か
し
て
、
本
文
を
読
み
、
ま

た
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
迫

っ
て
い
く
よ
う
に
授
業
を
組
み
立
て
る
こ
と
だ
ろ

う
。
覚
え
る
べ
き
文
法
や
単
語
の
知
識
が
読
解
に
つ
な
が
る
瞬
間
を
は

っ
き
り

示
す
こ
と
が
、
覚
え
る
こ
と

へ
の
抵
抗
を
い
く
ら
か
で
も
小
さ
く
す
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
四
年
間
、
高
校
二
年
生

の
理
系
古
典

の
授
業

で
は
、
『
枕
草
子
』

の

「中
納
言
参
り
給
ひ
て
」
の
章
段
を
使

っ
て
、
古
典
文
法
の
敬
語
法
の
導
入
や

復
習
を
行

っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
高
校
で
の
古
典
学
習
の
中
で
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
敬
語
法
の
理
解
の
指
導
に
つ
い
て
、　
一
つ
の
授
業
例
を

紹
介
し
た
い
。授

業
例

〈対
象
〉

○
獨
協
高
等
学
校
二
年
生

〔授
業
科
目
〕
理
系
古
典

（古
典
講
読

・
週
二
時
間
）

〔
テ
キ
ス
ト
〕
『
改
訂
版
標
準
古
典
』
（第

一
学
習
社
）
、
『
改
訂
新
版
体
系
古
典

文
法
』
（数
研
出
版
）
、
古
語
辞
典

（生
徒
各
自
の
物
）
、
学
習

プ
リ
ン
ト

（後
掲
資
料
参
照
）

〔時
　
　
期
〕

一
学
期
中
間
考
査
の
後
。
『枕
草
子
』
を
初
め
て
扱
う
。
学
習
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〔実

進
度
に
よ
っ
て
は
敬
語
は

一
年
生
時
に
学
習
済
み
で
あ
る
が
、

今
回
の
学
年
は
初
め
て
敬
語
を
扱
う
。

態
〕
理
系
の
大
学

へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
た
ち
で
あ
り
、
古
典

へ
の
学
習
意
欲
は
高
い
と
は
言
い
難
い
。
普
段
の
授
業
で
は
、

予
習
用
に
単
語
の
意
味
調
ベ
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
任
意
で
提

出
さ
せ
、
平
常
点
の
参
考
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
プ
リ
ン

ト
に
は
国
語
訳
や
文
法
事
項
を
書
き
込
め
る
よ
う
に
行
間
を
空

け
た
本
文
が
印
刷
し
て
あ
る
他
、
そ
の
教
材
で
学
習
す
る
内
容

を
示
す
よ
う
に
し
て
お
り
、
学
習

へ
の
意
識
付
け
を
行

っ
て
い

る

。

〈教
材
〉

○

『
枕
草
子
』
第
九
十
八
段

中
納
言
参
り
給
ひ
て
、
御
扇
奉
ら
せ
給
ふ
に
、
「
隆
家
こ
そ
い
み
じ
き
骨

は
得
て
侍
れ
。
そ
れ
を
張
ら
せ
て
参
ら
せ
む
と
す
る
に
、
お
ぼ
ろ
け
の
紙
は

え
張
る
ま
じ
け
れ
ば
、
求
め
侍
る
な
り
。
」
と
申
し
給
ふ
っ
「
い
か
や
う
に
か

あ
る
。
」
と
問
ひ
聞
こ
え
さ
せ
給

へ
ば
、
「
す
べ
て
い
み
じ
う
侍
り
。
『
さ
ら

に
ま
だ
見
ぬ
骨
の
さ
ま
な
り
。
』
と
な
む
人
々
申
す
。
ま
こ
と
に
か
ば
か
り

の
は
見
え
ざ
り

つ
。
」
と
言
高
く
の
た
ま

へ
ば
、
「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら

で
、
海
月
の
な
な
り
。
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
。
」

と
て
、
笑
ひ
給
ふ
。

か
や
う
の
こ
と
こ
そ
は
、
か
た
は
ら
い
た
き
こ
と
の
う
ち
に
入

つ
べ
け
れ

ど
、
「
一
つ
な
落
と
し
そ
。
」
と
言

へ
ば
、
い
か
が
は
せ
む
。

（第

一
学
習
社

『
改
訂
版
標
準
古
典
』
よ
り
）

こ
の
章
段
は
、
第

一
学
習
社
以
外
で
も
東
京
書
籍
、
三
省
堂
、
教
育
出
版
、

大
修
館
書
店
、
数
研
出
版
、
明
治
図
書
、
右
文
書
院
、
筑
摩
書
房
、
桐
原
書
店

の
古
典
の
教
科
書
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
定
番
教
材
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

本
実
践
で
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
メ
リ

ッ
ト
し
て
は
ヽ

①
文
章
量
が
少
な
い

少
な
い
授
業
時
間
で
古
文
と
漢
文
の
教
材
を
扱
わ
な
く
て
は
い
け
な
い

授
業
科
目
で
あ
り
、
敬
語
法
の
学
習
に
も
時
間
が
か
か
る
た
め
、
あ
る
程

度
短
い
教
材
が
好
ま
し
い
。

②
敬
語
の
学
習
に
適
当
で
あ
る

「給
ふ
」
「
参
る
」
「
侍
り
」
「
の
た
ま
ふ
」
「申
す
」
な
ど
、
尊
敬
語

・

謙
譲
語

・
丁
寧
語
の
基
本
的
な
敬
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敬
意
の

対
象
と
な
る
人
物
が
中
宮
定
子
と
中
納
言
隆
家
の
二
名
お
り
、
敬
語
法
の

知
識
を
使

っ
て
こ
れ
ら
の
人
物
を
判
定
で
き
、
敬
語
法
の
知
識
が
古
文
の

読
解
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
や
す
い
。

③
清
少
納
言
と
定
子
周
辺
の
人
物
が
登
場
す
る

『
枕
草
子
』
の
文
学
史
と
関
連
さ
せ
て
授
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
末
尾
の

一
文
か
ら
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
『
一
つ
な
落
と
し
そ
』
と
言

へ
ば
、
い
か
が
は
せ
む
。
」
と
あ
り
、
こ

の
話
題
を

『
枕
草
子
』
に
載
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
読
者

（敬
語
が
な
い

の
で
同
僚
の
女
房
か
と
思
わ
れ
る
）
が
存
在
し
、

そ
の
反
応
を
受
け
て

『枕
草
子
』
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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⑤
洒
落
が
題
材
に
な

っ
て
い
る

生
徒
の
興
味
を
ひ
き
や
す
い
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第

一
学
習
社
の
教
科
書
で
は
、
「学
習
」
と
し
て
、
中

納
言
隆
家
の
人
柄
の
考
察
、
ま
た
、
末
尾
の

一
文
か
ら
こ
の
話
を

『枕
草
子
』

に
載
せ
た
清
少
納
言
の
気
持
ち
の
考
察
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
授
業

で
は
、
敬
語
学
習
に
中
心
を
お
い
て
授
業
を
構
成
し
た
。

〈教
材
の
指
導
目
標
〉

○

『
枕
草
子
』
に
つ
い
て
、
文
学
史
止
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
。

○
古
典
文
法
の
敬
語
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

○
敬
語
法
の
知
識
を
も
と
に
、
会
話
の
発
言
者
を
明
ら
か
に
す
る
。

○
隆
家
の

「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
」
と
い
う
発
言
の
理
由
や
意
味
を
考

え
る
。

〈学
習
指
導
の
展
開
〉

＊
導
入
ｌ
ｏ
２
↓

一
時
間
、
展
開
１
・
２
、
ま
と
め
↓
三
時
間

導
入
１

敬
語
法

の
学
習

○
敬
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

＊
文
法
の
参
考
書
を
使
っ
て
確
認
さ
せ
る
。

１
　
敬
語
の
種
類

＊
敬
意
を
表
す
相
手
の
違
い
に
よ
る
分
類
で
あ
る
こ
と
を
確
認

さ
せ
る
。

＊
尊
敬
語

・
謙
譲
語

・
丁
寧
語
の
区
別
は
暗
記
さ
せ
る
。

２
　
敬
語
の
形

・
国
語
訳
の
し
か
た

本
動
詞
型
と
補
助
動
詞

・
助
動
詞
型

＊
本
動
詞
型
は
、　
一
語

一
語
訳
ま
で
覚
え
さ
せ
る
。
補
助
動
詞

・

助
動
詞
型
は
、
訳
の
パ
タ
ー
ン
を
覚
え
さ
せ
る
。

３
　
注
意
す
べ
き
敬
語
法

尊
敬
語
＋
尊
敬
語

（最
高
尊
敬
）

謙
譲
語
＋
尊
敬
語

（
二
方
面
へ
の
敬
語
）

＊
絶
対
敬
語
、
自
敬
表
現
な
ど
は
、
出
て
き
た
と
き
に
扱
う
。

『枕
草
子
』

の
文
学
史

○

『枕
草
子
』
の
文
学
史
に
つ
い
て
確
認
す
る

『
枕
草
子
』

導
入
２
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開

学
習
活
動

（○
）
と
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導
上
の
留
意
点

（
＊
）

回
日□

尊
敬
語
＝
動
作
を
す
る
人

へ
の
敬
意

謙
譲
語
＝
動
作
を
受
け
る
人

へ
の
敬
意

丁
寧
語
＝
話
を
聞
く
人

へ
の
敬
意

口
日
回



展
開
１

●
ジ
ャ
ン
ル
　
随
筆

●
成
立
　
　
　
平
安
時
代
中
ご
ろ

●
内
容
　
　
　
日
記
的
章
段
、
類
衆
的
章
段
、
随
想
的
章

段
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。

中
宮
定
子
を
中
心
と
し
た
宮
廷
生
活
を
主

に
描
く
。

●
特
質
　
　
　
明
る
く
知
的
な

「
を
か
し
」
の
文
学
と
い

わ
れ
る
。

●
文
学
史
的
位
置
　
三
大
随
筆

（方
丈
記

ｏ
徒
然
草
）

作
者
…
清
少
納
言

●
生
没
年

ｏ
本
名
未
詳
。
清
原
元
輔
の
娘
。

●

一
条
天
皇
の
中
宮

ｏ
定
子
に
女
房
と
し
て
仕
え
る
。

「中
納
言
参
り
た
ま
ひ
て
」
の
読
解

○
音
読
す
る
。

＊
全
員
で
音
読
し
、
そ
の
後
、
指
名
し
て
音
読
さ
せ
る
。

○
文
章
中
か
ら
敬
語
を
見

つ
け
る
。

＊
文
法
書
の
敬
語

一
覧
を
活
用
さ
せ
、
見

つ
け
た
敬
語
に
傍
線

を
引
か
せ
る
。
指
名
し
て
答
え
さ
せ
、
確
認
す
る
。

○
登
場
人
物
を
確
認
す
る
。

・
中
宮
定
子
、
中
納
言
隆
家
、
作
者

（清
少
納
言
）、
（女
房
）

＊
本
文
中
に
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
中
納
言
隆
家
の
み
。
た

だ
し
、
前
時
に
文
学
史
を
確
認
し
て
い
る
の
で
、
中
宮
定
子
、

清
少
納
言
の
存
在
を
想
定
で
き
る
生
徒
も
い
る
。

○
教
科
書
の
系
図
で
人
物
関
係
を
確
認
す
る
。

＊
中
宮
定
子
、
中
納
言
隆
家
、
作
者

（清
少
納
言
）
と
い
っ
た

登
場
人
物
を
示
す
。
回
想
章
段
で
は
、
書
き
手
で
あ
る
清
少

納
言
が
そ
の
場
に
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
中
宮
定
子
が
そ
の
場
に
い
る
根
拠
を
本
文
中
か
ら
見

つ
け
る
。

・
「中
納
言
参
り
た
ま
ひ
て
」
の

「
参
り
」

＊
前
時
に
確
認
し
た
敬
語
の
知
識
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
伝
え

る

。

Ｏ
Ａ
～
Ｆ

（学
習
プ
リ
ン
ト
参
照
）
の
発
話
者
に
つ
い
て
考
え
る
。

＊
発
話
の
後
の
敬
語
の
部
分
に
注
目
さ
せ
る
。

○
尊
敬
語
に
注
目
し
て
、
発
言
に
対
す
る
敬
意
を
三

つ
に
分
類
す

る

。
・
尊
敬
語
十
尊
敬
語
…

「
問
ひ
聞
こ
え
さ
せ
給

へ
ば
」

ｏ
尊
敬
語
の
み
…
…
…

「申
し
給
ふ
」
「
の
た
ま

へ
ば
」

「
笑
ひ
給
ふ
」

・
尊
敬
語
な
し
…
…
…

「聞
こ
ゆ
れ
ば
」
「言

へ
ば
」

○
尊
敬
語
の
使
わ
れ
方
と
人
物
関
係
の
対
応
を
考
え
る
。

・
尊
敬
語
＋
尊
敬
語
…
中
宮
定
子

・
尊
敬
語
の
み
…
…
…
中
納
言
隆
家

・
尊
敬
語
な
し
…
…
…
清
少
納
言

（、
女
房
た
ち
）

＊
Ｆ
は
場
面
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
せ
る
。
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展
開
２

○
敬
語
の
使
わ
れ
方
に
注
目
す
る
こ
と
が
動
作
主
を
判
断
す
る
ヒ

ン
ト
に
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

○
そ
の
他
の
敬
語
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

・
「
参
り
給
ひ
て
」
「奉
ら
せ
給
ふ
に
」
「
得
て
侍
れ
」

「
参
ら
せ
む
」
「求
め
侍
る
な
り
」
「
い
み
じ
う
侍
り
」

＊
文
法
の
参
考
書
を
利
用
さ
せ
る
。

＊
「
御
扇
奉
ら
せ
給
ふ
」
は

「奉
ら
／
せ
／
給
ふ
」
と
す
る
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

・
扇
を
献
上
す
る
人
物
＝
中
納
言
隆
家

＊
＊
接
続
助
詞

「
て
」
に
注
目
さ
せ
る
。

・
敬
語
の
使
わ
れ
方
と
人
物
関
係
の
対
応

＊
＊
直
前
の
学
習
内
容
に
よ
る
。

の
二
点
を
考
え
れ
ば
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

謙
譲
語

「奉
ら
す
」
を
辞
書
で
確
認
さ
せ
る
。

＊

「～
と
な
む
、
人
々
申
す
」
の

「申
す
」
に
つ
い
て
は
、
人
々

が
申
し
上
げ
た
客
体
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
隆
家

へ
の
敬

意

（自
敬
表
現
）
で
は
な
く
、
発
話
の
相
手
で
あ
る
中
宮
定

子

へ
の
敬
意

（荘
重
体
敬
語
）
と
考
え
る
。
こ
こ
は
簡
単
に

触
れ
る
。

〇
以
下
の
文
法
事
項
に
注
意
し
な
が
ら
、
本
文
を
精
読
す
る
。

・
係
り
結
び
の
法
則

「
隆
家
こ
そ
い
み
じ
き
骨
は
得
て
侍
れ
。
」
…
強
調

「
い
か
や
う
に
か
あ
る
」
…
疑
問

・
副
詞
の
呼
応

「
え
張
る
ま
じ
け
れ
ば
」
…
不
可
能

「
さ
ら
に
ま
だ
見
ぬ
」
…
打
消

「
一
つ
な
落
と
し
そ
」
…
禁
止

「
い
か
が
は
せ
む
」
…
反
語

ｏ
格
助
詞

「
が
」
「
の
」
の
準
体
法

「
か
ば
か
り
の
は
」
「
扇
の
に
は
」

「
く
ら
げ
の
な
な
り
」

ｏ
撥
音
便
の
無
表
記
形

「
海
月
の
な
な
り
」
↓

「
な
ん
な
り
」
↓

「
な
る
な
り
」

○
隆
家
が

「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
」
と
言

っ
た
の
は
、
な

ぜ
か
ま
と
め
て
み
る
。

＊

「
こ
れ
」
の
指
す
内
容
を
捉
え
さ
せ
る
。

↓

「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら
で
海
月
の
な
な
り
」

＊

「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら
で
海
月
の
な
な
り
」
と
い
う
発

言
の
お
も
し
ろ
さ
を
捉
え
さ
せ
る
。

↓
隆
家
の

「
ま
だ
見
ぬ
骨
の
さ
ま
」
と
い
う
自
慢
げ
な
こ
と

ば
に
、
「
骨
」
の
連
想
か
ら
、
「
海
月
の
骨
」
と
い
う
、
実

際
に
は
あ
る
は
ず
の
な
い
も
の
を
思
い
つ
き
、
洒
落
に
し

て
し
ま

っ
た
こ
と
。

＊

「隆
家
＝
自
分
の
言

っ
た
こ
と
に
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ

ま

と

め
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と
か
を
考
え
さ
せ
る
。

↓
清
少
納
言
の
機
知

へ
の
賞
賛
、
感
心
。

〈評
価
の
観
点
〉

○

『
枕
草
子
』
に
つ
い
て
、
作
者
や
成
立
年
代
、
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
を
覚
え
た
か
。

○
尊
敬
語
、
謙
譲
語
、
丁
寧
語
の
区
別
が
で
き
、
敬
意
の
方
向
を
判
断
で
き
る

お
″

○
敬
語
法
の
知
識
を
も
と
に
、
会
話
の
発
言
者
を
判
断
で
き
た
か
。

○
隆
家
の

「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
」
と
い
う
発
言
の
理
由
や
意
味
を
理

解
で
き
た
か
。

＊
期
末
考
査
で
評
価
す
る
。

お

わ
り

に

数
年
前
、
日
本
語
の
文
章
、
と
く
に

「
名
文
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
音
読
す

る
こ
と
が
ブ
ー
ム
に
な

っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
か
、
古
典
の
学
習
指
導
で
も
音

読
、
群
読
と
い
っ
た
実
践
が
多
い
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
小
学
校
で
も

古
典
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
が
、
お
そ
ら
く
音
読
を
中
心
に
し
た
学
習
活
動

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
高
等
学
校
の
段
階
で
も
、
音
読
や
、
現
代

語
訳
を
用
い
て
多
く
の
文
章
に
触
れ
る
こ
と
を
重
視
す
る
向
き
も
あ
る
。

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
国
語
科
の

「古
典
」
教
科
の
目
標
と
し
て
、

「
古
典
と
し
て
の
古
文
と
漢
文
を
読
む
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
も
の
の
見
方
、

感
じ
方
、
考
え
方
を
広
く
し
、
古
典
に
親
じ
む
こ
と
に
よ

っ
て
人
生
を
豊
か
に

す
る
態
度
を
育
て
る
。
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

音
読
な
ど
の
方
法
は
、
広
く
古
典
に
触
れ
る
と
い
う
点
で
は
有
効
で
あ
る
が
、

結
局
、
触
れ
た
だ
け
で
内
容
は
わ
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
わ
か

っ
た
つ
も
り
に

な

っ
た
ま
ま
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
文
や
漢
文
は
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
に
は
に
わ
か
に
は
わ
か
ら
な
い
文
章

で
あ
る
。
少
し
で
も
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
、
古
語
、
古
典
文

法
、
古
典
常
識
な
ど
が
あ
る
の
で
あ
る
。
古
典
と
し
て
の
古
文
や
漢
文
と
向
き

合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
」
を
広
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
道
具
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
文
章
の
内
容

そ
の
も
の
に
近
づ
き
よ
う
が
な
い
。

生
徒
た
ち
が
古
典
文
法
な
ど
の
道
具
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
古
典
の
世
界
、

文
章
の
内
容
に
迫

っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

教
師
が
目
の
前
の
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
迫
る
べ
き
内
容
を
選
び
、
使
う
べ

き
道
具
と
そ
の
使
い
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
授
業
構
成
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

な
の
で
あ
る
。

【ヽ
汗」】

（‐・
）

文
部
科
学
省

「平
成
二
十

一
年
度
使
用
高
等
学
校
用
教
科
書
編
集
趣
意
書
」

（
Ｃ

”

Ｆ
■

け
ぼ

¨ヽ
ヽ
１

１

ｌ

Ｌ
ｏ
Ｘ
一
げ
ｏ
ｏ
Ｆ

日

ｏ
Ｘ

，
∞
ｏ
こ
で
ヽ
∽
〓
〓

∽
〓
ｏ
＼
〓

Ｑ
ｏ
Ｘ
〓

一
Ｂ

）

に

よ

る

。

（
あ
ん
ど
う

。
ひ
ろ
き
／
獨
協
中
学

・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
）
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訳訳

高
校
２
年
理
系
古
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

「中
納
言
参
り
給

ひ
て
」
①
　
（清
少
納
言

『枕
草
子
』
第
九
十
八
段
）
（教
科
書
６０
頁
～
）

中
納
言
参
り
給
ひ
て
、
御
扇
奉
ら
せ
給
ふ
に
、

Ａ
「隆
家
こ
そ
い
み
じ
き
骨
は
得
て
侍
れ
。
そ
れ
を
張
ら
せ
て
参
ら
せ
む
と
す
る
に
、

お
ぼ
ろ
け
の
紙
は
え
張
る
ま
じ
け
れ
ば
、
求
め
侍
る
な
り
。
」
と
申
し
給
ふ
。

Ｂ
「
い
か
や
う
に
か
あ
る
。
」
と
問
ひ
聞
こ
え
さ
せ
給

へ
ば
、

Ｃ
「
す
べ
て
い
み
じ
う
侍
り
。
『さ
ら
に
ま
だ
見
ぬ
骨
の
さ
ま
な
り
。』
と
な
む
人
々
申
す
。

□ 訳訳

◇
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
◇

◎
文
法
の
確
認

○
次
の
単
語
の
意
味
を
調
べ
て
み
よ
う
。

「参
る
」
「給
ふ
」
「奉
ら
す
」
「
い
み
じ
」
「侍
り
」
「参
ら
す
」
「
お
ぼ
ろ
け
」

「申
す
」
「
い
か
や
う
」
「
聞
こ
ゆ
」
「
さ
ま
」

○
文
中
か
ら
動
詞

・
形
容
詞

・
形
容
動
詞
を
見
つ
け
て
、
活
用
の
種
類
を
確
認
し
よ
う
。

○
文
中
か
ら
助
動
詞
を
見
つ
け
て
、
文
中
で
の
意
味
を
確
認
し
よ
う
。

○
副
詞
の
呼
応
―
「
え
＋
打
消
表
現
」
「
さ
ら
に
＋
打
消
表
現
」
の
訳
し
方
を
確
認
し
よ
う
。

○
古
典
文
法
の
敬
語
法
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
↓

「体
系
古
典
文
法
」
Ш
ペ
ー
ジ

▽
１
　
文
中
か
ら
敬
語
を
見
つ
け
て
、
敬
語
の
種
類
と
誰
か
ら
誰
べ
の
敬
意
な
の
か
確

認
し
よ
う
。

◎
内
容
の
確
認

○

『枕
草
子
』
の
文
学
史
的
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

Ｏ
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
発
話
者
は
だ
れ
だ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
よ
う
。

確
認
問
題

▽
Ａ
　

「
そ
れ
」
と
は
何
を
さ
す
か
。

▽
Ｂ
　

「求
め
侍
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
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割R訳

高
校
２
年
理
系
古
典
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

「中
納
言
参
り
給

ひ
て
」
②
　
（清
少
納
言

『枕
卓
子
』
第
九
十
八
段
）
（教
科
書

６０
頁
～
）

ま
こ
と
に
か
ば
か
り
の
は
見
え
ざ
り
つ
。
」
と
言
高
く
の
た
ま
へ
ば
、

Ｄ
「
さ
て
は
、
扇

の
に
は
あ
ら
で
、
海
月
の
な
な
り
。
」
と
聞
こ
ゆ
れ
ば
、

か
や
う
の
こ
と
こ
そ
は
、
か
た
は
ら
い
た
き

こ
と
の
う
ち

に
入

つ
べ
け
れ
ど
、

Ｆ
「
一
つ
な
落
と
し
そ
。
」
と
言

へ
ば
、
い
か
が
は
せ
む
。

訳訳

◇
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
◇

◎
文
法

の
確
認

○

「か
ば
か
り
」
「言
高
し
」
「
の
た
ま
ふ
」
「か
や
う
」
「か
た
は
ら
い
た
し
」

○
文
中
か
ら
動
詞

・
形
容
詞

・
形
容
動
詞
を
見
つ
け
て
、
活
用
の
種
類
を
確
認
し
よ
う
。

○
文
中
か
ら
助
動
詞
を
見

つ
け
て
、
文
中
で
の
意
味
を
確
認
し
よ
う
。
」

○
副
詞
の
呼
応
―

「な
～
そ
」
「
い
か
が
～
」
を
確
認
し
よ
う
。

確
認
問
題

▽
１
　
文
中
か
ら
敬
語
を
見
つ
け
て
、
敬
語
の
種
類
と
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
な
の
か
確

認
し
よ
う
。

▽
２
　

「海
月
の
な
な
り
」
の

「な
な
り
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

◎
内
容

の
確
認

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
の
発
話
者
は
だ
れ
だ
ろ
う
か
。
考
え
て
み
よ
う
。

○

「隆
家
」
が

「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
」
と
言

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
考
え
て

み
よ
う
。

確
認
問
題

▽
Ａ
　

「
さ
て
は
、
扇
の
に
は
あ
ら
で
、
海
月
の
な
な
り
。
」
と
あ
る
が
、

①
清
少
納
言
の
こ
の
言
葉
に
は
当
意
即
妙
の
洒
落
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
洒
落
を
発
想

す
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
言
葉
は
何
か
。

②
ま
た
、
清
少
納
言
が
そ
の
よ
う
に
言

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

▽
Ｂ
　

「
こ
れ
は
隆
家
が
言
に
し
て
む
」
と
あ
る
が
、
「
こ
れ
」
は
何
を
さ
す
か
。
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博

【
契
機
】

演
劇
に
は
、
総
合
芸
術
と
し
て
そ
の
場
で
語
り
か
け
る
直
接
性
と
、
瞬
間
芸

術
と
し
て
、　
一
回
性
の
祝
祭
空
間
を
作
り
出
す
魅
力
が
あ
る
。
記
録
よ
り
記
憶

と
い
う
、
中
高
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
に
は
最
も
素
晴
ら
し
い
表
現
手
段
の

一
つ
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

演
劇
部
の
顧
問
と
し
て
、
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ

（東
京
私
立
中

学
高
等
学
校
演
劇
発
表
会
）
」
（主
催

・
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会
）
の
実

行
委
員
を
務
め
て
い
る
。
担
当
は

「舞
台
」
な
ら
び
に
全
体
運
営
の
補
助
で
あ

る
。
出
場
各
校
と
劇
場
の
プ

ロ
ス
タ
ッ
フ
間
の
仲
立
ち
を
し
て
い
る
。
三
年
前

か
ら
、
韓
国
の
代
表
、
し
か
も
韓
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
学
校
を
迎
え
る
よ
う
に

な

っ
た
。
そ
こ
で
ハ
ン
グ
ル
も
含
め
い
ろ
い
ろ
勉
強
を
始
め
た
。
今
年

（
二
〇

〇
九
年
）
で
三
回
目
。
そ
の
年
度
の

「韓
国
青
少
年
演
劇
祭
大
賞
受
賞
校
」
を

世
田
谷
パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
に
招
き
、
上
演
を
手
助
け
す
る
。
私
学
大
会
自

体
が
五
十
回
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
韓
国
と
の
交
流
を

振
り
返

っ
て
み
た
い
。

こ
の
機
会
を
得
る
ま
で
、　
一
度
も
韓
国
や
韓
国
語
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
よ

う
と
思

っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
で
も
ボ
ク
シ
ン
グ
で
も
、
韓
国
は

身
近
な
ラ
イ
バ
ル
。
も

っ
と
い
え
ば

「敵
」
で
あ

っ
た
。
ヒ
デ
ィ
ン
ク
監
督
の

ア
ッ
パ
ー
カ
ッ
ト

・
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
嫉
妬
の
対
象
で
し
か
な
か

っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
交
流
で
出
会

っ
た
人
た
ち
は
、
み
ん
な
情
熱
的
で

「
素
敵
」
な
人
ば

か
り
。
演
劇
を
や
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
他
の
サ
ン
プ
ル
は
乏
し

い
。
ヒ
デ
ィ
ン
ク
も
オ
ラ
ン
ダ
人
で
あ
る
。
個
別
の
印
象
を
全
体
に
広
げ
る
つ

も
り
は
な
い
が
、
よ
う
や
く
少
し
だ
け
ハ
ン
グ
ル
が
読
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き

た
こ
こ
で
、
と
り
あ
え
ず
の
レ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
。
思
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
書

物
に
も
あ
た
っ
た
。
目
を
通
し
た
語
学
書
か
ら
熟
読
し
た

「韓
国
人
理
解
の
本
」

ま
で
含
め
る
と
、
優
に
五
十
冊
は
超
え
る
だ
ろ
う
。
顔
の
よ
く
似
た
隣
国
の
演

劇
仲
間
。
し
か
し
、
「
近
く
て
遠
い
」
。
さ
ま
ざ
ま
な
彼
我
の
懸
隔
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
。

「似
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
す
な
わ
ち
違
う
こ
と
の
始
ま
り
」
と
何
か
に
書
い

て
あ

っ
た
。
こ
こ
で
は
自
身
の
体
験
と
そ
の
解
読
を
自
分
な
り
に
試
み
、
こ
こ

ま
で
の
隣
人
理
解
の

一
端
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
演
出
や
舞
台
製
作
に
つ
い

て
途
中
経
過
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第

二
早
　
二
〇
〇
七
年

一
月
　
ド
ン
シ
ン
（東
新
）
女
子
高
校
＝
光
州
市

【
な
ぜ
韓
国
高
校
演
劇
を
呼
ぶ
こ
と
に
な

っ
た
か
】

本
会

（東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
演
劇
発
表
会
）
の
顧
間
で
、
全
国
高
校
演

劇
協
議
会
名
誉
会
長

・
ア
シ
テ
ジ

（国
際
児
童
青
少
年
演
劇
協
会
）
日
本
セ
ン

タ
ー
会
長
で
あ
る
内
木
文
英
先
生
と
、
社
団
法
人
韓
国
演
劇
協
会
の
つ
な
が
り

で
実
現
し
た
。
初
年
度

（
二
〇
〇
七
年
）
は
内
木
先
生
の
私
費
に
加
え
、
高
校
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演
劇
劇
作
研
究
会
を
通
じ
た
呼
び
か
け
に
よ
る
寄
付
金
な
ど
で
初
の
来
日
公
演

が
行
わ
れ
た
。
当
初
は

一
回
限
り
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
翌
二
〇
〇
八
年
か
ら

は
韓
国
政
府
か
ら
の
援
助
金
も
出
て
、
韓
国
演
劇
協
会
を
通
じ
、
そ
の
年
度
の

韓
国

〈全
国
青
少
年
演
劇
祭
〉
大
賞
受
賞
校
が
来
日
を
果
た
し
て
い
る
。

【
最
初
の
年
の
圧
倒
的
な
感
動
】

い
つ
ま
で
も
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
。
舞
台
裏
を
飛
び
か
う
三
か
国
語
の

「
あ

り
が
と
う
、
サ
ン
キ

ュ
ー
、
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
」
。
韓
国
高
校
演
劇
が
初
来
日

し
た
。
ド
ン
シ
ン

（東
新
）
女
子
高
校
の
ソ
フ
オ
ク
レ
ス
作

『
エ
レ
ク
ト
ラ
』

は
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
超
満
員
の
観
客
を
魅
了
し
た
。
ギ
リ
シ
ア
悲

劇
を
古
代
韓
国
に
置
き
換
え
て
の
上
演
。
音
楽
、
舞
台
、
演
技
、
い
ず
れ
も
迫

力
満
点
で
あ

っ
た
。
初
年
度
は
、　
一
回
限
り
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
た
の
で
、

も
ち
ろ
ん
協
力
は
惜
し
ま
な
い
も
の
の
、
韓
国
語
を
勉
強
し
よ
う
と
ま
で
は
思

わ
な
か
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
女
の
子
と
も
、
少
し
英
語
で
会
話
を
す
る
の
み
で

あ

っ
た
。

第

二
章

二
〇
〇
八
年

一
月

キ
ョ
ン
フ
ァ
（京
花
）
女
子
高
校

＝
京
畿
道

【
キ
ョ
ン
フ
ァ
を
迎
え
る
】

二
年
目
の
代
表
校

ｏ
キ

ョ
ン
フ
ァ
女
子
高
校
を
出
迎
え
に
行
く
。
羽
田
の
待

合
室
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
機
は
無
事
に
着
陸
し
た
と
い
う
。
「
韓
国
演
劇
協
会
」

の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
さ
げ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
。
ゆ
う
に
二
〇
分
は
経
っ

て
い
る
。
何
か
あ

っ
た
の
か
、
と
暗
い
影
が
ふ
と
よ
ぎ
る
。
前
年
の
ド
ン
シ
ン

女
子
は
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
に
い
っ
ぱ
い
の
竹
。
ビ
ッ
ク
リ
の
状
態
。
設
置
か
ら
片

づ
け
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
の
連
続
で
あ

っ
た
。
最
近
は
ゴ
ミ
捨
て
に
も
お
金
が
か
か

る
の
だ
。
同
じ
よ
う
な
厄
介
が
待

っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
遅
い
。
思

え
ば
、
異
国
と
の
交
渉
は
待
た
さ
れ
る
。
い
ま
は
Ｅ
メ
ー
ル
と
い
う
便
利
な
手

段
が
あ
る
。
時
間
的
な
ス
パ
ン
が
大
幅
に
な
く
な

っ
た
は
ず
。
そ
れ
な
の
に
、

で
あ
る
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
連
絡
は
叶
わ
な
い
。
今
回
も
会
場
の
世
田
谷

パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
試
み
た
。
そ
れ
で
も
届
い
た
の

は
ハ
ン
グ
ル
台
本
と
顔
写
真
の
み
だ

っ
た
。

よ
う
や
く
出
て
く
る
。
い
よ
い
よ
ご
対
面
だ
。
そ
れ
ま
で
の
ス
ト
ッ
プ
モ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
、
彼
女
た
ち
は
動
き
出
す
。　
一
様
に
笑
顔
だ
。
覚
え
た
て
の
韓
国

語
で
挨
拶
す
る
。

チ
ョ
ヌ
ン
、
イ
ル
ボ
ン
、

コ
ド
ゥ
ン
ハ
ッ
キ

ョ
、

ヨ
ン
グ

ゥ
キ

ョ
サ
。
「
私

は
日
本
の
高
校
演
劇
の
教
師
で
す
」
と
言
い
た
か

っ
た
の
だ
が
、
二
つ
の

「
の
」

と

「
で
す
」
は
入

っ
て
い
な
い
。
「
私
は
日
本
、
高
校
、
演
劇
教
師
」
だ
け
で

あ
る
。
チ
ャ
ル
プ
タ

ッ
カ
ム
ニ
ダ

（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）
。
歓
声

で
応

え
て
も
ら
う
が
、
以
上
こ
こ
ま
で
。
丸
暗
記
で
あ
る
。
応
用
力
は
な
い
。
人
な

つ
っ
こ
い
生
徒

（あ
と
で
カ
ン
・
イ

ェ
ソ
ル
さ
ん
と
認
識
す
る
）
か
ら

「
イ
ル

ボ
ン
・
サ
ラ
ミ
？
」
と
訊
か
れ
る
。
日
本
の
サ
ラ
ミ
だ
と
思

っ
た
の
で
、
「
サ

ラ
ミ
、
ジ

ョ
ワ
ヨ
」
と
答
え
る
。
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
「
サ
ラ
ミ
、
好
き
で

す
」
と
答
え
た
こ
と
に
な
る
。
な
ん
で
サ
ラ
ミ
な
の
か
、
と
い
ぶ
か
し
く
思

っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
イ
ル
ボ
ン
・
サ
ラ
ム
で
日
本
人
の
意
味

で
あ
る
。
私
が
日
本

人
か
ど
う
か
訊
か
れ
た
と
分
か

っ
た
の
は
、
少
し
あ
と
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と

だ
。
で
も
、
「
ニ
ン
ゲ
ン
、
好
き
さ
」
と
答
え
た
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
な
ら
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間
違

っ
て
な
い
。
加
え
て
、
あ
ま
り
に
最
初
の
挨
拶
の
発
音
が
上
手
か
っ
た
か

ら
訊
ね
て
く
れ
た
の
だ
。
き

っ
と
そ
う
に
違
い
な
い
と
解
釈
し
て
お
こ
う
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
新
宿
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ヘ
。
中
で
は
、
今
回
の
代
表
で

あ
る
、
ア
シ
テ
ジ

・
コ
リ
ア
の
キ
ム

・
ユ
ー
ジ
ン

（金
有
真
）
さ
ん
と
話
す
。

な
ん
で
も
、
日
韓
Ｗ
杯
の
年
、
日
本
に
数

ヶ
月
滞
在
し
て
、
何
十
本
も
観
劇
し

て
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
日
本
語
も
ペ
ラ
ペ
ラ
。
心
強
い
。
ホ
テ
ル
で
は
、
待

ち
構
え
て
い
た
実
行
委
員
長

・
伊
藤
弘
成
先
生
と
ス
タ

ッ
フ
の
簡
単
な
打
ち
合

わ
せ
を
す
る
。
指
導
教
諭
に
し
て
演
出
の
イ

・
ギ
ボ
ク
先
生
と
ス
タ
ッ
フ
生
徒
。

照
明
の
ユ
●
ミ
ナ
さ
ん
と
音
響
の
キ
ム

●
ミ
ン
ギ

ョ
ン
さ
ん
。
な
か
な
か
そ
れ

ま
で
の
連
絡
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。
で
も
、
イ

・

ギ
ボ
ク
先
生
は
い
う
の
だ
。
「役
者
の
力
で
魅
せ
る
芝
居
で
す
」
。
頼
も
し
い
。

そ
の
日
は
午
前
零
時
を
回

っ
た
と
こ
ろ
で
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
。

【
Ｍ
タ
イ
ム
と
Ｐ
タ
イ
ム
】

韓
国
の
公
演
は
、
さ
す
が
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
校
で
あ
り
、
毎
年
、
実
に
興
味

深
く
観
劇
す
る
。
し
か
し
、
例
年
困

っ
て
い
る
の
が
、

ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
の
状

況
把
握
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
だ
。

こ
ち
ら
と
し
て
は
、
照
明
や
舞
台
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
た
い
。
だ
が
こ
れ
ま
で
は
、
な
か
な
か
果
た
せ
な
い
。
期
日
ま
で
に
書
類

を
送

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
間
を
取
り
持

つ
先
方

の
役
員
が

一
定
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
毎
年
変
わ
る
し
、
い
つ
の
ま
に
か
退
職

し
た
場
合
も
あ

っ
た
。
加
え
て
、
韓
国
人
特
有
の

「
ケ
ン
チ
ャ
ナ
ヨ

（大
丈
夫
）」

精
神
だ
と
か
、
ア
ジ
ア
の
イ
タ
リ
ア
人
と
呼
ば
れ
る
お
お
ら
か
さ
、
と
い
う
理

解
が
あ

っ
た
。
ケ
ン
チ
ャ
ナ
ョ
は
、
「
ま
あ
ま
あ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
ど
う

に
か
な
る
さ
」
的
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
小
竹
裕

一

氏
の

『
ア
ジ
ア
人
と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
』
（
二
〇
〇
八
年
　
生
活
人
新
書

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
で
大
変
興
味
深
い
論
考
と
出
会

っ
た
。
少
々
長
い
が
引
用
し
た

い
。
ま
ず
は
米
国
人
の
文
化
人
類
学
者

・
エ
ド
ワ
ー
ド

ｏ
ホ
ー
ル
氏
の
述
べ
て

い
る

「
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
お
け
る
時
間
の
捉
え
方
」
か
ら
の
孫
引
き
と
な
る
。

〈世
界
に
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
異
な

っ
た
時
間
の
取
り
扱
い
方
が
あ
る
。

一
つ
は

「
Ｍ
タ
イ
ム

（〓
〇
●
８
〓
Ｏ
ユ
０
ゴ
８
①
・
単

一
的
時
間
）
」

で
あ
り
、

も
う

一
つ
は

「
Ｐ
タ
イ
ム

（”
Ｏ
辱
０
〓
０
ユ
ｏ
弓
】日
①
・
多
元
的
時
間
）
」
だ
。

Ｍ
タ
イ
ム
の
時
間
感
覚
と
い
う
の
は
、
時
間
を

「
一
筋
の
川
の
流
れ
」
あ
る

い
は

「
過
去
か
ら
未
来

へ
つ
づ
く
細
く
長
い
道
」

の
よ
う
な
直
線
的
な
流
れ
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

毎
日
朝
起
き
て
か
ら
、
ま
ず
Ａ
の
事
柄
を
行
い
、
次
は
Ｂ
の
事
柄
、
そ
れ
が

終
わ

っ
た
ら
Ｃ
の
事
柄
と
い
っ
た
よ
う
に
、
物
事
を

一
つ
一
つ
順
番
に
片
付
け

て
い
く
よ
う
な
時
間
の
使
い
方
を
す
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自
分
が

一
度

立
て
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
重
視
す
る
の
が
、
Ｍ
タ
イ
ム
を
生
き
る
人
の
特
性
で

あ
る
。

Ｍ
タ
イ
ム
の
社
会
で
は
、
約
束
の
時
間
、
何
か
の
締
め
切
り
、
物
品
の
納
期
、

行
事
の
日
程
な
ど
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
重
要
と
さ
れ
、
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ら

が

「
神
聖
な
も
の
」
と
し
て
厳
守
さ
れ
る
。
〉

と
こ
ろ
が
、
我
々
日
本
人
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
決
し
て
全
世
界
の
常
識
で

は
な
い
。
か
え

っ
て
、
逆
で
す
ら
あ
る
。

〈
ホ
ー
ル
は
、
Ｐ
タ
イ
ム

（多
元
的
時
間
）
が
世
界
の
多
く
の
文
化
で
用
い
ら
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れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

Ｐ
タ
イ
ム
を
生
き
る
人
の
時
間
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「水
を
た
め
た
プ
ー
ル
」

の
よ
う
な
も
の
で
、
時
が
流
れ
て
い
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
無
駄
に
進
ん
で
し
ま

う
こ
と
は
な
い
の
で
、
日
々
を

「
ゆ

っ
た
り
と
過
ご
す
」
感
覚
を
も

つ
。

Ｐ
タ
イ
ム
に
あ

っ
て
は
、
約
束
の
時
間
や
締
め
切
り
の
期
限
は
あ
く
ま
で
努

力
目
標
に
す
ぎ
ず
、
こ
う
し
た
も
の
に
は
あ
ま
り
縛
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
時

間
は
人
間
関
係
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
と
す
る
。

た
と
え
ば
、
あ
な
た
が
週
末
に
職
場
の
同
僚
と
駅
で
正
午
に
待
ち
合
わ
せ
た

と
し
よ
う
。
バ
ス
の
時
間
を
計
算
し
て
、
十

一
時
に
家
を
出
た
と
こ
ろ
、
バ
ス

停
で
も
う

一
〇
年
以
上
も
会

っ
て
い
な
か

っ
た
小
学
校
時
代
の
友
達
と
バ
ッ
タ

リ
会

っ
た
。
そ
の
友
達
は
再
会
を
と
て
も
喜
ん
で
、
小
学
校
卒
業
後
の
よ
も
や

ま
話
を
、
次
か
ら
次

へ
と
話
し

つ
づ
け
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
Ｍ
タ
イ
ム
で
生
き
て
い
る
人
は
職
場
の
同
僚
と
会
う
約
束

（
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
）
を
優
先
し
て
、
小
学
校
時
代
の
友
人
に
は

「
ま
た
今
度
ね

…
…
」
と
か
言
い
わ
け
を
し
て
バ
ス
に
乗
り
こ
む
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｐ
タ

イ
ム
の
文
化
で
は
、
十
年
ぶ
り
に
会

っ
た
友
達
と
の
人
間
関
係
を
重
視
し
て
、

駅
で
待

つ
同
僚
と
の
約
束
を
す

っ
ぽ
か
し
て
も
さ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
、
と
考

え
る
。
あ
ら
か
じ
め
立
て
た
計
画
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
よ
り
も
、
そ
の
時
そ
の
時

を
大
切
に
す
る
時
間
の
処
し
方
を
す
る
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
計
画
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
金
科
玉
条
と
し
が
ち
な
Ｍ
タ
イ
ム

の
文
化
の
人
と
、
状
況
を

つ
ね
に
流
動
的
に
と
ら
え
、
ど
ん
な
プ
ラ
ン
や
予
定

も
固
定
的
に
考
え
な
い
Ｐ
タ
イ
ム
の
文
化
の
人
が
、
い
っ
し
ょ
に
何
か
や
ろ
う

と
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。
〉

（傍
点
引
用
者
）

【
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
場
合
】

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
自
分
た
ち
の
高
校
演
劇
の
場
合
を
考
え
る
。
小
竹

氏
が

「
日
韓

・
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
と
き
の
こ
と
を
例
示
し
て

い
る
。
驚
い
た
。
文
中
の
用
語
を
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
私
の
体
験
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
状
況
と
ぴ

っ
た
り
重
な
っ
て
し
ま
う
。

〈
ホ
ス
ト
側
の
教
員
や
職
員

（我
々
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
や
劇
場
ス

タ

ッ
フ
）
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（公
演
）
の
数

ヶ
月
前
か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
韓

国
に
対
し
て
出
席
者
の
名
簿
と
発
言
者
の
氏
名

（
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
の
名

簿
、
台
本
）
そ
し
て
そ
の
講
演
内
容
と
タ
イ
ト
ル

（上
演
内
容
＝
照
明

・
音
響

や
舞
台
図
、
小
道
具
な
ど
）
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
要
請
し
た
。
日
本
側
と
し
て

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（公
演
）
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
そ
の
日
の
具
体
的

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

（仕
込
み

ｏ
リ
ハ
ー
サ
ル
か
ら
本
番
）
を
で
き
る
だ
け
早
く
決

定
し
た
か

っ
た
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
が
、
韓
国
側
か
ら
の
情
報
は
な
か
な
か
届
か
ず
、
よ
う
や
く
来
た
と

思

っ
て
安
堵
し
た
の
も

つ
か
の
間
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（公
演
）
ま
で

一
週
間
を

き

っ
た
と
こ
ろ
で
、
出
席
者
や
発
言
者
の

（
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
詳

細
）
変
更
通
知
が
毎
日
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
た
。
す
で
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

（
ゲ
ネ
プ
ロ
や
本
番
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
）

を

つ
く

っ
て
い
た
日
本
側
は
、
「韓
国
人
は
な
ん
て
い
い
加
減
な
ん
だ
！
」
と

頭
に
血
が
の
ぼ
り
、
韓
国
側
と
日
本
側
の
間
に
立

っ
て
い
た
韓
国
人
教
員
（
こ

の
場
合
は
私
）
は
ほ
と
ほ
と
困
り
果
て
た
。
〉

（　
　
）
内
に
置
き
換
え
る
と
、
こ
こ
数
年
、
私
が
経
験
し
た
こ
と
そ
の
も

の
だ
。
な
ん
だ
か
嬉
し
く
さ
え
な
る
。
ま

っ
た
く
同
じ
こ
と
を
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
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ウ
ム
で
は
経
験
し
て
い
る
の
だ
。
続
け
る
。

〈「
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（公
演
）
は
、
当
日
大
勢
の
韓
国
人
と
日
本
人

の

学
生
を
集
め
て
盛
り
上
が
り
、
何
と
か
成
功
裡

に
終
わ

っ
た
が

（
こ
ち
ら
は

「
超
」
の
つ
く

「
大
成
功
」
）
、
日
本
側
が
Ｐ
タ
イ
ム
に
生
き
る
韓
国
人
の
文
化

を
も
う
少
し
理
解
し
て
い
た
ら
、
不
必
要
に
イ
ラ
立

つ
こ
と
も
な
か

っ
た
だ
ろ

う
。
い
っ
た
ん
決
め
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
テ
コ
で
も
動
か
さ
な
い
Ｍ
タ
イ
ム
と

違

っ
て
、
Ｐ
タ
イ
ム
の
時
間
感
覚
で
は
、
ど
ん
な
プ
ラ
ン
や
予
定
も
土
壇
場
で

ひ
っ
く
り
返
る
可
能
性
が
常
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
〉

そ
う
な
の
か
、
と
認
識
を
新
た
に
す
る
。
加
え
て
、
こ
う
も
続
く
。

〈
ち
な
み
に
、
ホ
ー
ル
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
Ｍ
タ
イ
ム
で
社
会
が
動
い
て
い

る
の
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
北
欧
の
国
々
な
ど
で
、　
一
方
の
Ｐ
タ
イ
ム
は
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
中
近
東
、
そ
し
て
ア
ジ

ア
の
国

々

だ
。
日
本
は
、
も
と
も
と
Ｐ
タ
イ
ム
だ

っ
た
の
だ
が
、
現
在
で
は

「身
内
で
は

Ｐ
タ
イ
ム
」
、
「対
外
的
に
は
Ｍ
タ
イ
ム
」
と
使
い
分
け
て
い
る
と
い
う
。

外
国
を
旅
行
す
る
と
、
「
ア
レ
ッ
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
中
国
、
台
湾
、

韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、

ア
ジ

ア
諸
国
の
バ
ス
停
に
は
、
ど
こ
も
バ
ス
の
到
着
時
刻
は
書
い
て
い
な
い
。
ほ
ど

ほ
ど
の
間
隔
で
バ
ス
が
来
る
の
で
、
気
長
に
待
ち
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。

一
方
、
何
年
か
前
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
旅
し
た
と
き
、
ど
こ
の
町
で
も
キ
チ
ッ

と
到
着
時
刻
表
が

つ
い
て
い
る
の
を
発
見
し
て
、
「
ナ
ー
ル
ホ
ド
…
…
」
と
思
っ

た
。
そ
う
、
ホ
ー
ル
の

「
Ｍ
タ
イ
ム
」
の
話
を
思
い
出
し
た
か
ら
だ
。
〉

初
め
て
こ
の
部
分
を
読
ん
で
い
た
と
き
、
あ
ま
り
に
も
頷
き
す
ぎ
て
首
が
痛

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

〈自
分
だ
け
が
い
つ
も
妥
協
す
る
の
で
は
な
く
て
、
折
り
に
ふ
れ
て
Ｍ
タ
イ

ム
と
Ｐ
タ
イ
ム
の
話
を
し
た
り
、
日
本
で
の
事
情
を
説
明
し
た
り
し
て
、
相
手

に
も

「時
の
文
化
」
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
二
人
の
付

き
合
い
に
ま
た
新
し
い
展
開
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
感
覚
は
ノ
ン
バ
ー
バ
ル

（非
言
語
）
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
と
て
も
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
意
外
に
見
落
と
し
が
ち
で
あ
り
、

日
本
が
他
民
族
共
生
社
会
に
な

っ
て
い
く
う
え
で
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
〉

【時
間
の
豊
か
さ
】

以
上
の
よ
う
な
文
章
に
当
た
る
と
、
自
分
の
抱
い
て
い
た
疑
念
が
氷
解
し
て

い
く
の
を
感
じ
る
。
先
の
二
〇
〇
二
年
Ｗ
杯
共
催
の
と
き
に
、
こ
ん
な
こ
と
を

言
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
読
ん
だ
。

〈欧
州
の
フ
ー
リ
ガ
ン
来
襲
を
恐
れ
て
、

対
策
の
た
め
店
を
早
じ
ま
い
し
た

「
引
き
こ
も
り
」
日
本
と
、
両
手
を
挙
げ
て

大
歓
迎
し
た
韓
国
。
〉
（伊
東
順
子

『
も
う
日
本
を
気
に
し
な
く
な

っ
た
韓
国
人
』

二
〇
〇
七
年
　
洋
泉
社
）
…
…
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。
大
会
結
果
だ
け
で

な
く
、
株
を
上
げ
た
の
は
隣
国
の
ほ
う
で
は
な
か

っ
た
か
。

日
本
は
ア
ジ
ア
の
各
国
が
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
目
標
に
さ
れ
て
い
る
経
済

大
国
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
日
頃
生
活
し
て
い
る
我
々
に
は
な
か
な
か
そ
の
豊

か
さ
を
実
感
で
き
な
い
。
む
ろ
ん
慣
れ
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
に

「
人
身
事
故
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
く
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
韓
国
で
は
食
文
化
も
豊
か
で
あ
る
。
た
だ
ひ
た
す
ら
時
間
に
追
わ
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れ
て
あ
く
せ
く
し
て
い
る
我
が
国
が
、
果
た
し
て
本
当
の
意
味
で
豊
か
さ
を
味

わ

っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。

【
上
演
ま
で
】

本
番
当
日
、
ま
ず
は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
。
こ
れ
は
、
当
初
、
前
日
の
予
定

か
ら
当
日
に
変
更
に
な

っ
た
。
今
回
、
キ

ョ
ン
フ
ァ
女
子
高
が
上
演
す
る
の
は

『
ホ
ン
シ
ヨ
ル
リ
ヌ
ン
チ
プ

（紅
柿
が
な
る
家
）』
と
い
う
作
品
。
貧
困
地
域

に
暮
ら
す
少
年
と
、
そ
の
産
み
の
母
Ｖ
Ｓ
育
て
の
母
の
葛
藤
。
彼
ら
を
取
り
巻

く
人
々
を
描
い
て
い
る
。
な
ん
で
も
、
い
ま
三
十
代
の
劇
作
家
の
戯
曲
だ
そ
う

で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
紅
い
柿
の
木
が
決
め
手
。
家
も
含
め
す

べ
て
書
き
割
り
の
ド
ロ
ッ
プ
で
表
現
す
る
。
縦
七
メ
ー
ト
ル
、
横
八
メ
ー
ト
ル
。

吊
り
物
か
ら
作
業
が
始
ま

っ
た
。
ド
ロ
ッ
プ
に
は
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

「紅
柿
」

が
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
ロ
ッ
プ
に
は
穴
が
開
い
て
い
て
、
く
ぐ
り
ぬ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
リ
ド
ア
で
あ
る
。
そ
れ
ら
ド
ア
は
す
べ
て
持
参
し
た

木
片
を
イ

ｏ
ギ
ボ
ク
先
生
自
ら
が

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
補
強
す
る
。
こ
ち
ら
も
協

力
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
独
自
の
美
学
が
あ
る
ら
し
く
、
自
ら
や
り
た
が
る
。

多
く
の
決
め
ご
と
。
た
と
え
ば
照
明
の
色
の
具
合
な
ど
も
顧
間
の
Ｏ
Ｋ
が
な
け

れ
ば
進
ま
な
い
。
そ
ん
な
中
、
日
大
豊
山
女
子
や
本
校
生
徒
の
献
身
的
な
協
力

の
も
と
、
準
備
は
進
ん
で
い
っ
た
。

前
年
の
反
省
で
、
通
訳
の
数
が
足
り
な
い
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
。
韓
国
語
が
し
ゃ
べ
れ
る

人
は
、
キ
ム

・
ユ
ー
ジ
ン
さ
ん
を
含
め
ざ

っ
と
八
人
。
そ
れ
で
も
、
短
時
間
で

多
く
を
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
満
足
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
停
滞
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
正
午
過
ぎ
、
リ
ハ
は
な

ん
と
か
終
了
す
る
。

獨
協
も
上
演
を
し
た
が
、
我
が
心
は
大
会
全
体
の
運
営
、
な
ら
び
に
韓
国
の

こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
生
徒
に
は
謝
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
逆
に
本
校
の

上
演
は
キ

ョ
ン
フ
ァ
の
少
女
た
ち
に
観
て
い
た
だ
き
、
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
ー
」
と

好
評
で
あ

っ
た
。
本
番
は
当
日
の
夕
刻
。
五
時
間
ほ
ど
間
が
あ
る
。
キ
ョ
ン
フ
ァ

の
生
徒
た
ち
は
係
の
日
本
の
生
徒
た
ち
と
も
楽
屋
で
交
流
を
し
て
い
た
。
小
栗

旬
、
ケ
ロ
ロ
軍
曹
な
ど
の
単
語
が
飛
び
交
う
。
彼
女
た
ち
も
最
新
式
の
ケ
ー
タ

イ
を
駆
使
し
て
い
た
。
見
た
目
は
ま

っ
た
く
区
別
が

つ
か
な
い
。
同
じ
ア
ジ
ア

の
仲
間
で
あ
る
。
過
去
の
不
幸
な
歴
史
な
ど
及
び
も

つ
か
な
い
が
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
決
し
て
自
虐
的
な
歴
史
観
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
…
…
。
さ
て
夕
刻
、
上
演
開
始
。

【
『
ホ
ン
シ
ヨ
ル
リ
ヌ
ン
チ
プ

（紅
柿
が
な
る
家
）
』
シ
ー
ン
ナ
ン
パ
ー
】

１
　
家
の
便
所
の
横
に
あ
る
柿
の
本
の
下
は
…
…

２
　
屋
根
の
下
の
人
た
ち
…
…

３
　
町
中
の
横
町
で

４
　
空
の
下
の
タ
ル
ト
ン
ネ

（月
の
街
＝
貧
困
層
地
域
）

５
　
ヨ
ン
チ

ュ
ン
お
婆
ち
ゃ
ん
の
話

６
　
飛
ベ
ロ
ボ
ッ
ト
太
拳

（
テ
コ
ン
）
Ｖ

７

　

ト

ン

イ

と

エ
ジ

ャ

８
　
選
手
権

９
　
エ
ジ
ャ
の
恋
し
さ
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１０
　
手
紙

Ｈ
　
家
の
便
所
の
横
に
あ
る
柿
の
木
の
下
は

「
言
葉
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
迫
力
が
あ

っ
た
」
「
真
剣
に
、
必
死
に
演

じ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か

っ
た
」
な
ど
が
生
徒
た
ち
の
主
な
感
想
で
あ
る
。
私

も
下
手
袖
で
観
て
い
た
。

マ
ジ
ン
ガ
Ｉ
Ｚ
ま
が
い
の
ロ
ボ

ッ
ト

・
テ
コ
ン
Ｖ
も

出
て
く
る
。
美
少
女
も
リ
ア
ル
な
十
円

ハ
ゲ
の
カ
ツ
ラ
を

つ
け
て
少
年
役
を
熱

演
。
今
年
も
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
片
付
け
、
歌
と
ク
イ
ズ
の
交
流
会
。

笑
顔
で
バ
イ
バ
イ
。
こ
こ
ま
で
は
昨
年
と
同
じ
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
大
き
く

変
わ

っ
た
。

【
観
光
に
同
行
し
て
】

翌
日
、
朝
か
ら
急
い
で
ホ
テ
ル
に
向
か
う
。
前
年
よ
り
も

一
日
、
日
程
が
多

い
。
観
光
で
あ
る
。
私
も
同
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
も
韓
国
政
府
か
ら

の
援
助
金
の
た
ま
も
の
で
あ
る
。
前
年
の
ド
ン
シ
ン
女
子
は
初
日
、
着
く
や
い

な
や
リ
ハ
、
翌
日
本
番
、
次
は
慌
し
く
帰
国
の
二
泊
三
日
。　
一
日
余
裕
が
あ
る

と
い
う
の
は
実
に
素
晴
ら
し
い
。
本
番
の
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
ゆ

っ
た
り

し
た
笑
顔
の
女
の
子
た
ち
が
印
象
的
だ

っ
た
。

さ
て
、
沿
道
に
や
け
に
日
の
丸
が
目
立

つ
と
思

っ
た
ら
、
新
宿
か
ら
靖
国
通

り
を
バ
ス
は
進
む
。
同
行
通
訳
の
大
久
保
さ
ん
が

「
こ
こ
が
靖
国
神
社
で
す
」

と
韓
国
演
劇
協
会
理
事
長
の
パ
ク

・
ケ
ベ
さ
ん
に
説
明
す
る
。
ち
ょ
っ
と
緊
張

が
走
る
。
で
、
話
題
が
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
向
に
転
が
る
。
「
大
正
天
皇

の
名
前

は
？
」
と
訊
か
れ
た
の
だ
。
う
う

っ
、
そ
ん
な
の
知
ら
な
い
。
韓
国
語
訳
の
た

め
に
購
入
し
た
電
子
辞
書
だ
が
、
そ
の
と
き
ば
か
り
は
百
科
事
典
が
役
に
立

つ
。

「
ョ
シ
ヒ
ト
だ
そ
う
で
す
」
。
す
る
と
、

バ
ス
の
外
を
見
て
い
た
子
が
呟
く
。

「
あ

っ
、
テ
グ

ッ
ギ

（大
極
旗
）
」
。
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
通
り
に
あ

っ
た
の
が
、

な
ん
と
旗
屋
さ
ん
。
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
旗
と
と
も
に
は
た
め
く
大
韓
民
国

の
旗
。
大
き
い
。
車
内
、
信
号
待
ち
の
つ
か
の
間
、
少
し
和
ん
だ
よ
う
に
感
じ

た
の
は
気
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

浅
草
、
到
着
。
浅
草
寺
か
ら
雷
門
ま
で
の
仲
見
世
も
お
だ
や
か
な
中
に
正
月

の
活
気
が
漂

っ
て
い
た
。
川
べ
り
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
が
な
ん
と
十
六
度
も
あ
り
、

ま
さ
に
小
春
日
和
の
水
上
バ
ス
も
よ
か
っ
た
。
前
日
、
リ
ハ
か
ら
本
番
を
経
た

彼
女
た
ち
も
こ
っ
く
り
と
う
た
た
寝
。
無
理
も
な
か
ろ
う
。
川
の
流
れ
は
ひ
た

す
ら
お
だ
や
か
で
あ

っ
た
。

お
台
場
で
は
大
観
覧
車

へ
、
と
思

っ
て
い
た
が
予
定
時
間
が
短
い
。
デ
ッ
ク

ス
内

「
お
台
場

一
丁
目
商
店
街
」

へ
。
少
し
ず

つ
覚
醒
し
て
き
た
彼
女
た
ち
。

や
っ
ぱ
り
女
の
子
で
あ
る
。
お
買
い
物
タ
イ
ム
に
な
る
と
、
歩
幅
が
違
う
。
目

が
違
う
。
大
ま
た
で
ズ
ン
ズ
ン
歩
き
始
め
る
。

結
局
、
観
光
と
は
い
え
、
主
だ

っ
た
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
本
当
に
日
本
の
文

化
の

一
端
に
触
れ
て
も
ら
え
た
か
と
不
安
に
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
続
き
が
あ
っ

た
。
夕
食
は
新
宿
の
回
転
寿
司
。
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
に
触
れ
合
い
た
い
と

の
ご
所
望
。
そ
れ
を
少
し
で
も
叶
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
前
年
は
そ
う
い
う
こ

と
も
ま

っ
た
く
分
か
ら
ず
、
昼
な
ど
単
な
る
日
本
式
に
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
な
ど
の

軽
食
で
可
哀
想
な
こ
と
を
し
た
。
韓
国
に
も
寿
司
は
あ
る
が
、
割
高
に
な
る
と

い
う
。
そ
こ
で
日
本
で
、
で
あ

っ
た
。
ビ
ッ
ク
リ
す
る
。
食
べ
る
、
食
べ
る
。

思
い
っ
き
り
頬
ば
り
、
頬
を
倍
の
大
き
さ
に
し
て
い
る
。
十
皿
ぐ
ら
い
す
ぐ
に
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重
な
る
。
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か

っ
た
。

【
韓
国
の

「食
」
に
関
す
る
話
】

主
食
が
コ
メ
で
汁
も
の

（
ス
ー
プ
）
と

つ
け
も
の

（も
ち
ろ
ん
韓
国
で
は
キ

ム
チ
）
が
食
事
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
実
は
世
界
中
で
も

珍
し
く
、
日
本
と
韓
国
だ
け
だ
そ
う
だ

（あ
と
は
中
国
の

一
部
少
数
民
族
）
。

と
こ
ろ
が
、
い
ろ
い
ろ
と
違
い
も
見
ら
れ
る
。
何
点
か
日
本
と
比
較
し
て
み
た

ま
ず
、
日
本
人
は
少
々
高
い
値
段
で
も
美
味
し
い
も
の
に
行
列
を

つ
く

っ
て

食
べ
よ
う
と
す
る
が
、
朝
食
や
昼
食
を
抜
か
す
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
抵
抗
感
を
示

さ
な
い
。
韓
国
人
は
真
逆
で
、　
一
食
抜
く
こ
と
に
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
抵
抗

感
を
示
す
。
そ
し
て
美
味
し
い
も
の
に
時
間
を
か
け
て
並
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
あ

ま
り
し
な
い
。
日
本
人
は
三
食
す
べ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
大
丈
夫
な
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
韓
国
人
に
と
っ
て
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
は
昼
食
に
は
な
っ

て
も
朝
食
や
夕
食
に
は
な
り
え
な
い
。
で
き
る
か
ぎ
り
自
米
を
求
め
よ
う
と
す

る
。
食
事
ど
き
に
な
る
と
妙
に
ソ
フ
ソ
ワ
。
特
に
、
い
ま
す
ぐ
食
事
を
と
れ
な

い
状
況
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
挙
動
不
審
と
ま
で
は
い
か
な
い
も
の
の
落
ち
着

き
を
な
く
す
。
空
腹
感
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
は
じ
め
、
集
中
力
が
と
ぎ
れ
る
。

そ
し
て
空
腹
感
を
満
た
し
た
あ
と
の
彼
ら
の
機
嫌
の
よ
さ
は
、
赤
子
の
そ
れ
に

よ
く
似
て
い
る

（
こ
の
項
目
の
参
考
文
献

『
旅
の
雑
学
ノ
ー
ト

「
ソ
ウ
ル
」
』

〈夏
川
大
輔
　
二
〇
〇
八
年
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
〉
よ
り
）。

【
帰
国
ま
で
】

そ
し
て
、
夕
食
後
。
当
初
は
都
庁
見
物
も
候
補
に
あ

っ
た
が
、
少
し
距
離
が

あ
る
た
め
、
断
念
。
タ
カ
シ
マ
ヤ
ｏ
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
内

の
東
急

ハ
ン
ズ

ヘ

向
か
う
こ
と
に
な

っ
た
。
引
率
の
お

一
人
、
キ
ム
ｏ
ビ
ョ
ン
ホ
さ
ん
は
私
よ
り

も
新
宿
南
日
の
道
を
知

っ
て
い
た
。
内
木
先
生
も

「
こ
こ
を
上
が
る
と
キ
レ
イ

だ
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
。
展
望
デ
ッ
キ
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

遠
く
に
新
宿
副
都
心
の
ネ
オ
ン
も
ま
た
た
い
て
い
て
、
彼
女
た
ち
が
歓
声
を
あ

げ
る
。
そ
こ
で
、
今
日

一
日
で
最
大
の
時
間
を
と

っ
た
。　
一
時
間
十
五
分
の
自

由
時
間
。
な
ん
で
そ
ん
な
に
、
と
思

っ
た
ら
、
な
ん
て
こ
と
は
な
い
、
言
い
出

し

っ
ぺ
の
イ

・
ギ
ボ
ク
先
生
自
身
、
買
い
物
を
し
た
か

っ
た
の
だ
。
休
憩
終
了
。

ノ
コ
や
ナ
グ
リ
、
ガ
ン
タ
ッ
カ
ー
な
ど
で
、
東
急

ハ
ン
ズ
の
白
い
紙
袋
は
パ
ン

パ
ン
に
ふ
く
れ
て
い
る
。
先
生
、
ご
満
悦
。
な
ん
で
も
、
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
　
Ｉ
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
は
性
能
が
い
い
そ
う
で
あ
る
。
イ
先
生
、
舞
台
セ
ッ
ト
に
命

を
賭
け
て
い
る
み
た
い
だ
。
そ
こ
で
、
ひ
と
り
行
方
不
明
に
な
る
事
件
も
あ

っ

た
が
、
捜
索
十
五
分
。
な
ん
と
か
見

つ
か

っ
て
事
な
き
を
得
る
。
似
た
よ
う
な

出
入
口
。
迷
子
に
な
る
の
も
無
理
は
な
い
。

次
も
内
木
先
生
プ
レ
ゼ
ン
ツ
の
歌
声
喫
茶

ｏ
と
も
し
び
。
カ
ン
・
イ

ェ
ソ
ル

さ
ん
が
ナ
フ
ナ
の
歌

（
タ
イ
ト
ル
は

『
チ
ャ
プ
チ
ョ
ク

（
雑
草
）
』

で
あ
る
と

翌
日
間
く
）
を
ア
カ
ペ
ラ
で
熱
唱
。
彼
女
、
人
な

つ
っ
こ
く
、
話
し
か
け
て
く

れ
る
少
女
だ

っ
た
が
、
ど
う
も
こ
う
い
う
と
き
の
特
攻
隊
長
の
よ
う
で
、
イ
先

生
の
合
図
で
真

っ
先
に
出
て
、
元
気
よ
く
臆
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
サ
ラ
ン
ヘ

ヨ
～
の
サ
ビ
は
し

っ
か
り

「
愛
し
て
る
～
」
と
日
本
語
で
歌

っ
て
い
た
。
続
い

て
キ

ョ
ン
フ
ァ
が
集
団
で
大
合
唱
。
も
う
九
時
を
回

っ
て
い
る
。
さ
て
、
ひ
と
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つ
問
題
が
生
じ
た
。
ひ
と
り
、
お
み
や
げ
を
買
い
た
い
の
だ
が
、
予
算
が
限
ら

れ
て
い
る
。
イ
ル
ボ
ン

（
日
本
）
の

一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
に
行
き
た
い
と
い
う

の
だ
。
か
な
り
時
間
は
遅
い
が
、
希
望
者
の
み
連
れ
て
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

希
望
者
？
　
全
員
、

ス
ッ
と
手
が
あ
が
る
。
ア
ル
ゲ

ッ
ス
ム
ニ
ダ

（了
解
）
―

全
員
で
移
動
す
る
。
三
十
分
。
彼
女
た
ち
は
袋
い
っ
ぱ
い
に
イ
ル
ボ
ン
の

一

〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
の
グ

ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。
や
っ
ば
り
、
お
買
い
物
で
覚

醒
す
る
ん
だ
ね
、
女
の
子
は
。
昼
間
の
お
疲
れ
モ
ー
ド
か
ら
は
ま

っ
た
く
の
別

人
。
ど
ん
な
韓
国
語
教
則
本
に
も
書
い
て
な
か

っ
た
が
、
頻
繁
に
使

っ
た
韓
国

語
。
そ
れ
が

「
ヨ
ギ
」
だ

っ
た
。
「
こ
こ
」
の
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
で
待

っ
て

る
の
意
味
で

「
ヨ
ギ
」
。
店
員
を
呼
ぶ
と
き
も
日
本
の
よ
う
に
ス
イ

マ
セ
ン
で

は
な
く
、
「
ヨ
ギ

ヨ
～
」
。
何
回
も
使

っ
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、
瞬
間
芸
術
の
演

劇
も
、
ま
さ
に
い
ま
、

ョ
ギ
で
し
か
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
い
当
た
る
。

最
終
日
。
い
よ
い
よ
お
別
れ
で
あ
る
。
通
訳
の
大
久
保
さ
ん
も

一
緒
で
あ
る
。

羽
田
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
。
キ

ョ
ン
フ
ァ
は
中
高
で
三
千
二
百
人
も
か
か
え

る
マ
ン
モ
ス
女
子
高
。
進
学
ク
ラ
ス
に
な
る
と
夜
十
時
ま
で
学
校
で
勉
強
。
そ

こ
か
ら
親
が
ク
ル
マ
で
迎
え
に
来
て
、
今
度
は
塾
で
午
前
二
時
ま
で
、
だ
そ
う

で
あ
る
。
驚
く
。
韓
国
の
底
力
の
源
か
。
イ
先
生
の
教
科
は
と
訊
く
と
、
「
ト

ト
ク

（道
徳
）
」
と
答
え
て
く
れ
る
。
道
徳
の
先
生
か
ぁ
。
そ
し
て
気
が

つ
く
。

車
内
の
美
少
女
た
ち
は
静
か
に
こ
ち
ら
の
話
を
聞
い
て
い
る
の
だ
。
そ
う
、
日

上
の
人
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
き
は

ニ
コ
ニ
コ
と
耳
を
傾
け
て
い
る
と
い
う
ワ

ケ
だ
。
さ
す
が
は
儒
教
の
国
で
あ
る
。

〈韓
国
の
高
校
生
。
そ
の
初
々
し
さ
、

素
直
さ
、
好
奇
心
の
強
さ
、
積
極
性
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
日
本
の
高
校
生
の
よ

う
な
斜
に
構
え
た
よ
う
な
態
度
が
見
ら
れ
な
い
の
だ
。
〉
（
『
韓
国
式
発
想
法
』

後
述
よ
り
）

イ
先
生
は
、
芝
居
の
反
応
を
と
て
も
心
配
し
て
ら

っ
し
ゃ
っ
た
。
私
は
そ
れ

こ
そ
涙
に
じ
ま
せ
自
分
の
少
年
時
代
を
思
い
出
し
て
感
動
し
た
の
だ
が
、
あ
ま

り
観
客
の
反
応
が
よ
く
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
お
持
ち
の
よ
う
。
「学
生
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
す
れ
ば
よ
か

っ
た
か
な
」
。
学
校
に
は
小
劇
場
も
あ
り
、

レ
パ
ー
ト

リ
ー
は
た
く
さ
ん
お
持
ち
の
よ
う
だ
。

い
ろ
い
ろ
話
題
は
飛
ぶ
。
日
本
の
五
千
円
札
、
樋
口

一
葉
は
内
木
先
生
が
夭

折
し
た
天
才
女
流
作
家
で
あ
る
と
解
説
す
る
。
韓
国
の

一
万
ウ
ォ
ン
紙
幣
は
ハ

ン
グ
ル
を

つ
く

っ
た
セ
ジ

ョ
ン

（世
宗
）
大
王
の
顔
、
な
ど
と
交
換
。
日
本
の

高
校
演
劇
は
ワ
ケ
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
て
い
た
。
彼

，女
た
ち
が
見
た
の
は
、

ウ
チ
の
学
校
と
成
険
高
校
。
何
か
と
い
う
と
半
裸
に
な

っ
て
チ
ャ
ン
バ
ラ
を
す

る
本
校
の
芝
居

（
リ
ア
ル
に
本
当
で
あ
る
）
と
狂
言
を
素
材
に
美
的
感
覚
に
あ

ふ
れ
た
宮
本
浩
司
先
生
の
成
嗅
。
ど

っ
ち
が
イ
ル
ボ
ン

（
日
本
の
高
校
演
劇
）

な
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
ど

っ
ち
も
で
す
、
と
答
え
る
。

い
や
、
大
久
保
さ
ん
に
訳
し
て
い
た
だ
く
。

羽
田
空
港
で
見
送
り
。
空
港
で
の
時
間
。
忙
し
い
中
で
も
ポ
ッ
カ
リ
あ
い
た

ひ
と
と
き
。
キ
ム

・
ヘ
ス
さ
ん
と
向
か
い
合
う
。
お
疲
れ
で
し
ょ
う
、
大
丈
夫

で
す
か
、
元
気
で
学
校
生
活
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
ね
。
…
…
い
ま
な
ら
出
る
。

し
か
し
そ
の
と
き
は
出
な
か

っ
た
。
微
笑
み
を
か
わ
す
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
悔

し
い
。
そ
の
悔
し
さ
が
そ
の
後
の
韓
国
語
学
習
の
エ
ン
ジ
ン
と
な

っ
た
。

彼
女
た
ち
は
出
国
ゲ
ー
ト
に
消
え
て
い
く
。
手
を
振
る
。
ち
ぎ
れ
ん
ば
か
り

に
振
り
返
し
て
く
れ
る
。
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第
二
章
　
二
〇
〇
八
年
八
月
　
キ

ョ
ン
フ
ァ
と
再
会

そ
の
夏
、
京
華
学
園
が
ソ
ウ
ル
で
上
演
す
る
こ
と
に
な
り
、
随
行
し
て
初
め

て
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
た
。
当
日
は
半
年
ぶ
り
に
会

っ
た
キ

ョ
ン
フ
ァ
の
少
女
た
ち

が
大
歓
迎
し
て
く
れ
る
。
両
校
の
競
演
で
あ
る
。
「韓

ｏ
日
青
少
年
交
流
公
演
」

と
銘
打
た
れ
、
九
老
区
に
あ
る

「
ク
ロ
・
ア
ー
ト
ペ
ル
リ
芸
術
劇
場
」

で
行
わ

れ
た
。
キ
ョ
ン
フ
ァ
は

『
ベ
ル
ナ
ル
ダ

・
ア
ル
バ
の
家
』
を
上
演
し
た
。　
一
月

の
日
本
で
の
作
品
と
は
異
な
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
系
の
学
校
な
ら
で
は
の
宗
教

色
の
強
い
、
家
族
の
悲
劇
だ

っ
た
。
正
月
の
芝
居
の
フ
ァ
ン
・
イ

ェ
ジ
さ
ん
ら

「少
年
」
た
ち
も
黒
い
シ
ッ
ク
な
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
で
い
た
。
キ
ム

・
ヘ
ス

さ
ん
は
よ
り
大
人
び
た
印
象
で
主
役
を
務
め
あ
げ
て
い
た
。

日
本

へ
の
お
返
し
の
形
で
交
流
会
も
盛
り
上
が

っ
た
。
加
え
て
、
参
加
生
徒

全
員
で
近
く
の
焼
肉
屋

へ
。
総
勢
五
十
名
を
超
え
る
関
係
者
で
サ
ム
ギ

ョ
プ
サ

ル

（豚
バ
ラ
焼
肉
）
は
壮
観
の

一
言
。
す
ご
い
も
て
な
し
ぶ
り
に
感
謝
感
激
で

あ

っ
た
。
二
次
会
は
イ

ｏ
ギ
ボ
ク
先
生
や
パ
ク

・
ケ
ベ
理
事
長
と
と
も
に
ト
ン

デ
ム
ン

（東
大
門
）
近
く
で
ウ
ナ
ギ
、
二
次
会
は
イ
先
生
と
サ
シ
で
チ
キ
ン
。

も
う
午
前
様
。
さ
す
が
の
私
も
腹
を
さ
す
る
。
ま

っ
た
く
熱
烈
な
歓
迎
ぶ
り
で

あ

っ
た
。

イ
先
生
と
の
対
話
。
演
出
論
と
し
て
ど
う
し
て
も
聞
い
て
お
き
た
か

っ
た
こ

と
。
演
技
の
と
き
、
下
手
な
役
者
ほ
ど
大
仰
に
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
た
が
る
。

し
か
し
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
な
印
象
し
か
与
え
な
い
。
キ
ョ
ン
フ
ァ

の
作
品
は
二
作
観
た
が
、
ま

っ
た
く
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
な
い
。
な
ぜ
か
と
訊

ね
た
。
先
生
は
私
の
英
語
に
英
語
で
答
え
る
。
い
つ
も
演
出
す
る
と
き
に
生
徒

に
語

っ
て
い
る
の
は

「
オ
ン
リ
ｌ

ｏ
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
（気
持
ち
だ
け
）。
深
く
、

納
得
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
芝
居
の
演
出
で
は
、
役
者
の
位
置
取
り
が
話
題
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。
ど
こ
に
ど
う
立

つ
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。
実
際
、
こ
の
ソ
ウ
ル
行
の
と

き
も
感
じ
た
の
は
、
韓
国
の
少
女
た
ち
が
非
常
に
こ
ち
ら
に
接
近
、
も
は
や
接

触
寸
前
ま
で
肉
迫
し
て
く
る
こ
と
だ
。
「
く
る
こ
と
だ
」
と
い
っ
て
も
、
決
し

て
困
惑
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
嬉
し
い
く
ら
い
だ
。
こ
の
点
、
関
川
夏
央
氏

は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
日
本
人
の
安
定
的
対
話
距
離

の
三
分
の
二
が
韓
国
人

の
そ
れ
で
は
な
い
か
」
。
喫
茶
店
で
も
、
日
本
の
九
十
セ
ン
チ
に
対
し
て
、
韓

国
は
六
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
し
か
離
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
人
間
関
係
。

先
生
と

一
対

一
に
な

っ
た
と
き
、
ふ
と
考
え
た
。

第
四
章
　
二
〇
〇
九
年

一
月
　
ヨ
ン
ド
ゥ
ン
ポ
（永
登
浦
）
女
子
高
校
＝
ソ
ウ
ル

さ
て
今
年
の
代
表
校

・
ヨ
ン
ド
ゥ
ン
ポ
女
子
高
で
あ
る
。
事
前
の
連
絡
不
足

な
ど
、
例
年
同
様
で
あ

っ
た
が
少
し
慣
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
あ
ら
か
じ
め

送
ら
れ
て
き
た
、
顧
問

ハ
ム

・
ヒ
ョ
ン
シ
ク
先
生
の
書
い
た
台
本
に
魅
せ
ら
れ

た
。
白
百
合
学
園
の
郭
ミ
ン
ゼ
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
急
ぎ
翻
訳
し
て
い
た
だ

き
、
セ
リ
フ
に
仕
上
げ
て
い
っ
た
。　
一
読
、
驚
い
た
。
ま
っ
た
く
正
攻
法
の
ス

ト
レ
ー
ト
な
高
校
演
劇
が
そ
こ
に
あ

っ
た
。

そ
の
感
動
か
ら
、
次

の
よ
う
な

「
あ
ら
す
じ

（
Ｓ
Ｙ
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
」
を
折
り
込
み
に
入
れ
る
。

「
ラ
ス
ト
ま
で
の
完
全
な
ネ
タ
バ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
訳

・
字
幕
の
な
い

ぶ
ん
予
備
知
識
と
し
て
ど
う
ぞ
」
。
こ
れ
が
前
置
き
で
あ
る
。
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【
ヨ

ン

ド

ゥ

ン

ポ

女

子

高

『
約

束

（
ｐ

ｒ

ｏ

ｍ

ｉ

ｓ

ｅ
）
』

Ｓ

Ｙ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｓ

Ｉ

Ｓ

】

「僕
は
六
歳
の
と
き
、
は
じ
め
て
絵
を
描
い
た
。
大
人
た
ち
は
い
つ
も
説
明

し
な
き
ゃ
ダ
メ
さ
…
…
」

サ
ン
＝
テ
グ
ジ

ュ
ペ
リ
の

「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
大
会
で
上
演
し
よ
う
と
し

て
い
る
演
劇
部
。
ケ
イ
コ
も
た
け
な
わ
で
あ
る
。
朴
ム
ン
ジ
ャ
先
生
の
演
出
に

も

一
段
と
熱
が
入
る
。
し
か
し
、
心
配
は
つ
き
な
い
。
チ
ェ
・
ジ
ン
ギ
演
じ
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
役
は
、
王
子
さ
ま
役
の
ソ
ヨ
ン
と
し

っ
く
り
こ
な
い
。
大
切
な
語

り
手
役
だ
と
い
う
の
に
、
セ
リ
フ
が
な
か
な
か
入
ら
な
い
。
お
ま
け
に
練
習
の

声
が
う
る
さ
い
と
自
習
す
る
隣
室
か
ら
苦
情
。
受
験
に
集
中
し
て
は
し
い
と
い

う
学
校
側
。
保
護
者
か
ら
の
圧
力
。
演
劇
部
に
反
対
す
る
ジ
ン
ギ
の
母
親
が
ケ

イ
コ
場
に
怒
鳴
り
こ
ん
で
き
た
り
も
す
る
。
「
ど
う
し
て
成
績
順
に
ク
ラ
ス
分

け
し
な
い
の
で
す
か
」
「
必
要
な
の
は
ゆ
と
り
で
は
な
く
、
勉
強
で
す
」
「
大
学

が
優
先
で
演
劇
部
活
動
で
は
な
い
の
で
す
」
「塾

へ
行
き
な
さ
い
」
。
そ
ん
な
声

が
う
ず
ま
き
、
ム
ン
ジ
ャ
先
生
は
腹
痛
を
覚
え
て
し
ま
う
。
ど
う
も
、
精
神
的

な
も
の
だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
先
生
は
自
分
の
子
供
の
こ
ろ
を
回
想
す
る
。

早
く
に
両
親
を
亡
く
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
怒
ら
れ
な
が
ら
も
成
長
し
た
自
分

の
姿
を
。
舞
台
を
夢
み
て
い
た
、
あ
の
こ
ろ
…
…
。
な

つ
か
し
い
歌
を
回
ず
さ

ん
で
み
る
。

あ
る
日
、
警
察
か
ら
の
呼
び
出
し
が
。
自
暴
自
棄
に
な

っ
た
ジ
ン
ギ
が
酒
を

飲
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
で
暴
れ
た
と
の
知
ら
せ
。
教
頭
や
主
任
教
員
の
ハ
ク

チ

ュ
か
ら
ま
す
ま
す
責
め
ら
れ
る
演
劇
部
の
存
在
。
受
験
の
た
め
、
賞
を
獲

っ

て
も
い
な
い
ク
ラ
ブ
は
二
学
期
か
ら
廃
部
に
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
る
。
学
校
の

方
針
を
盗
み
聞
き
し
た
生
徒
た
ち
は
ジ
ン
ギ
に
対
す
る
怒
り
と
エ
ゴ
の
刃
を
む

き
出
し
、
ム
ン
ジ
ャ
先
生
に
迫
る
。
先
生
は
語
る
。
「
俳
優
を

つ
く
る
た
め
に

演
劇
部
を
や
っ
て
い
る
ワ
ケ
じ
ゃ
な
い
。
演
劇
を
と
お
し
て
自
分
自
身
の
姿
を

見

つ
め
な
お
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
を
も

っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」
。
生
徒
た

ち
は
納
得
し
な
い
。
上
演
中
止
、
廃
部
の
危
機
。
加
え
て
、
先
生
に
検
査
結
果

が
出
た
。
無
情
に
も
末
期
ガ
ン
。
延
命
治
療
し
な
く
て
は
半
年
も
も

つ
ま
い
。

治
療
を
す
す
め
る
声
。
で
も
、
先
生
は
毅
然
と
決
意
す
る
。
「
貧
し
か

っ
た
自

分
を
懸
命
に
援
助
し
て
く
れ
た
恩
師
が
い
ま
し
た
。
で
も
恩
師
は
ガ
ス
事
故
で

亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
墓
前
に
、
跡
を
継
ぐ
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
教

師
に
な
る
と

『約
束
』
し
た
の
で
す
。
そ
れ
を
私
は
ま
だ
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
」。

そ
の
事
実
を
知

っ
た
ジ
ン
ギ
は
、
驚
愕
。
す
ば
ら
し
い
上
演
に
し
よ
う
と
誓
い
、

仲
間
に
つ
げ
る
。
先
生
も
そ
の
声
に
応
え
大
会
に
向
か
う
。

い
よ
い
よ
本
番
五
分
前
。
部
員
た
ち
の
想
い
と
、
ム
ン
ジ
ャ
先
生
の
願
い
の

結
晶
で
あ
る
上
演
は
、
い
ま
、
ま
さ
に
開
幕
の
と
き
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
星
の
王
子
さ
ま
」
は
う
ま
く
い
く
の
か
？
　
セ
リ
フ
覚
え
の
悪
い
ジ
ン
ギ

は
力
を
発
揮
で
き
る
か
？
　
ム
ン
ジ
ャ
先
生
の
命
の
と
も
し
び
は
？
　
先
生
の

『
約
束
』
は
果
た
せ
る
の
か
？

そ
し
て
、
幕
が
お
り
た
と
き
、
見
え
た
も
の
と
は
…
…
？

あ
な
た
の
目
で
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
―

【
正
攻
法
で
成
功
す
る
作
品
】

韓
国
の
出
版
関
係
者
か
ら
、
韓
国
で
翻
訳
出
版
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
本
や
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ヒ
ッ
ト
し
そ
う
な
本
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
よ
く
依
頼
さ
れ
る
舘
野
ア
キ
ラ
氏

の

『
韓
国
式
発
想
法
』
（
二
〇
〇
二
年
　
生
活
人
新
書
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
に
こ
う

あ
る
。
韓
国
で
ヒ
ッ
ト
す
る
作
品
に
つ
い
て
で
あ
る
。
〈「
苦
労
を
重
ね
て
最
後

に
は
成
功
す
る
話
で
あ
る
こ
と
」
「魅
力
的
な
主
人
公
が
い
る
こ
と
」
「
泣
け
て

悲
じ
め
る
シ
ー
ン
が
十
分
に
あ
る
こ
と
」
「
主
人
公
を
理
解
し
温
か
く
援
助
す

る
隣
人
が
存
在
す
る
こ
と
」
「
ふ
つ
う
の
人
な
ら
経
験
す
る
こ
と
は
な
い
珍
じ

い
話
で
あ
る
こ
と
」
〉

何
も
こ
れ
は
韓
国
の
高
校
演
劇
に
限
ら
な
い
。
ど
こ
の
国
で
も
ま

っ
た
く
同

じ
ス
ト
ー
リ
ー

●
テ
リ
ン
グ
の
王
道
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
裏
を
返
し
て

み
る
と
、
我
々
は
こ
こ
ま
で
正
確
に
そ
の
と
お
り
や
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
気

が
す
る
。
「苦
労
を
重
ね
～
」
た
し
か
に
演
劇
の
上
演
に
ま

つ
わ
る
体
験
談
だ

か
ら
そ
う
い
え
る
。
「
魅
力
的
な
主
人
公
～
」
今
回
の
朴

ム
ン
ジ
ャ
先
生
を
演

じ
た
キ
ム

・
ヒ
ョ
ン
ス
ン

（金
賢
勝
）
さ
ん
は
高
校
生
で
あ
り
な
が
ら
堂
々
た

る
体
躯
と
独
特
の
ハ
ス
キ
ー
ボ
イ
ス
。
星
の
王
子
さ
ま
役
の
パ
ク

・
チ
ヨ
ン

（朴
志
軟
）
さ
ん
と
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
対
比
は
舞
台
に
お
い
て
は
圧
倒
的
な
説

得
力
を
も

つ
。
「
泣
け
て
悲
じ
め
る
～
」
家
族
と
の
葛
藤
と
恩
師

へ
の
思
慕
。

ラ
ス
ト
の
展
開
は
ま
さ
に
、
で
あ
る
。
「
主
人
公
を
理
解
し
～
」
他

の
部
員
た

ち
や
家
族
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
も
興
味
深
い
。
「
ふ

つ
う
の
人
な
ら
～
」

知
り
え
な
い
舞
台
裏
の
状
況
を
ま
ざ
ま
ざ
と
描
き
出
し
て
い
た
。

今
年
も
見
事
な
舞
台
で
あ

っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
駆
使
し
た
劇
中
劇
と

本
来
の
ド
ラ
マ
が
う
ま
く
融
合
し
て
い
た
。
勉
強
と
ク
ラ
ブ
の
両
立
と
い
う
我

が
国
学
園
モ
ノ
で
も
お
な
じ
み
の
テ
ー
マ
が
か
ら
み
あ

っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、

「韓
流

（
は
ん
り
ゅ
う
）
ド
ラ
マ
」
の
高
校
演
劇
決
定
版
で
あ

っ
た
。

【今
後
の
深
い
交
流
を
期
し
て
】

翌
日
。
今
回
の
観
光
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
に
同
行
し
た
。
英
語
と
片
言
の

韓
国
語
で
、
少
し
は
案
内
役
と
し
て
役
立

っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
の
行
列

は
何
か
と
訪
し
げ
な
彼
女
た
ち
に
、
こ
こ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
な
い
よ
、
程
度
で
あ

っ
た
と
し
て
も
だ
。
も
う

一
人
の
顧
間
、
フ
ァ
ン
ｏ

チ
ュ
ン
ヒ
先
生
や
部
長
の
キ
ム

・
イ
ン
ソ
ン
さ
ん
ら
と

一
緒
に
半
日
を
過
ご
し

た
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
回

っ
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、
時
お

り
、
す
れ
違
う
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
「
チ
ェ
ミ
イ
ッ
ソ
ョ
ー
ー

（面
白
い
ね
―
）
」

と
言
葉
を
投
げ
合
う
。
心
か
ら
嬉
し
そ
う
で
あ

っ
た
。
飛
び
跳
ね
て
い
た
。
い

い
笑
顔
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
て
、
本
当
に
嬉
し
く
思
う
。
帰
り
に
調
子
が
悪
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
キ
ム

・
ウ
ン
ジ
さ
ん
の
た
め
薬
局
の
場
所
を
教
え
て
あ
げ
る
。

「
コ
ク
チ
ョ
ン
ハ
ム
ニ
ダ

（心
配
し
て
ま
す
）
」
と
言
う
べ
き

つ
も
り
が

「
コ

ク
チ
ョ
ン
ハ
ジ

マ

（心
配
す
る
な
）
」
と
言

っ
て
し
ま
い
、
先
生
を

一
瞬
凝
固

さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
学
ん
だ
韓
国
語
で
少
し
ず

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
嬉
し
い
。
帰
国
後
、
キ
ム
・
ウ
ン
ジ
さ
ん

か
ら
は
お
礼
の
メ
ー
ル
も
受
け
取

っ
た
。
同
質
性
を
発
見
し
、
異
質
な
部
分
に

つ
い
て
は
理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
慮
る
こ
と
。
な
に
よ
り
大
切
だ
ろ
う
。
た

と
え
ば
、
韓
国
で
も

「
八
方
美
人
」
と
使
う
。
意
味
は
「多
方
面
に
才
能
豊
か
」

と
最
高
の
褒
め
言
葉
に
な
る
と
い
う
。
真
逆
だ
。

今
後
も
、
少
し
で
も
日
韓
の
交
流
に
関
わ
り
、
演
劇
活
動
が
充
実
し
た
も
の

に
な

っ
て
い
け
た
ら
、
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
な
い
。
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に接触が弱くなる。)深い海底の物体が、浮力を受けているのか、水圧で押 し付け

られているのか、大きな違いである。地質学では、堆積物が固化することを続成作

用と呼んでいるが、実は、その明確なメカニズムはよく分かっていない (化石めっ !

どうやって石になったんだ)。 もしかして、このポジティブ・ フィー ドバックが関

係しているかもしれない、と空想が膨らむ。

文献

3 国友正和ほか9名『改訂版 高等学校 物理 I』 p49(数研出版 平成20年 )

4 浜島書店編集部『2007新訂アクセス物理 I・ Ⅱ』p16(浜島書店 2006年 )

5 山本明利・左巻健男編著『新しい高校物理の教科書』p156(講談社 2006年 )
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の校閲などに協力していただいた。感謝申し上げます。

Summary
This and That on High-schoo! Physics

Topic 1. On Opposed Things
In order to understand physical phenomena, we need dialectic thinking, however,

high-school students in general often get confused while learning physics because
they are not accustomed to such a way of thinking. I explained about the
interpenetration of conflicting matters, which is one of the basic rules of dialectics
by giving several examples on phenomena students actually learn in class.

Topic 2. Second Thoughts about Force
It is not easy for the beginning level students of physics to understand the nature

of force, especially the force an object receives from another object which it is in
contact with. Frankly, force can be classified into two; force of constrain and other
types except for it. So I tried explaining the nature of force from the viewpoint of
constraining force. The force a specific body receives from another body when in
contact with each other is none other than the constraining power except when the
body is falling.

Topic 3. Footnotes to Archimedes' Principle
In spite of well-known Archimedes' principle, the strength of buoyancy of a

body which is in contact with the bottom of the water is, strictly speaking, not
equal to the weight of the water that it excludes because of the normal force from
the water bottom. Contact area between a body and the water bottom affects
buoyancy or normal force. I verified the assumption by making calculations and
demonstrating experiments with mercury or an aluminum disc.

(26)



ところで、この本では、水面から深い (h→

大)ほ ど静水圧が大きくなる (P=ρ gh→ 大)

理由を定性的に検討 (分子運動論の立場から)

し、それは、深 くなるにしたがい水分子間の距

離が短 くなる (単位時間あたりに衝突する水分

子の数が増える、つまり単位体積中の水分子の

数が増える)か らであると結論づけている。 こ

の結論に従えば、水の密度は深さに比例 して大

きくなることになり現実と合わない。非圧縮性

という液体の特徴とも違 う。第 2話で述べたよ

うに、現在のところ分子運動論で説明できる現

象には限界がある。静水圧 (わ けても液体に関

して)ま で分子運動論によって説明 しようとす

るのは無理である。

この本には、「パラフィンのブロックを押 さえなが ら水

を注ぎ込むと、押さえをなくしてもパラフィンは浮かんで

こない」とも紹介されている。パラフィンのかわりに、い

わゆる「 レジ袋」を用いて実験 してみた。 レジ袋のなるべ

く跛のついていない部分を数cm角 に切 り取る (以下、これ

を「 レジ袋片」と呼ぶ)。 皿に水を入れた後、 レジ袋片を

図 9

図 10

水中に入れ、一方の手の指でレジ袋片を固定 しながら、他       図 11

方の手の指でレジ袋片を皿の表面に貼 り付けるように撫で

る。そこで手を放すと、 レジ袋片は水に沈んだまま静止する。 (こ のとき皿を揺すってみると、

驚いたことに、 レジ袋片は水の動きに合わせてゆらゆらと、皿の表面に沿って滑る。 レジ袋片

は皿に密着 していないのである !)こ の状態が図 9である。時間が経つと (数秒 ～ 1時間以

上)レ ジ袋片は浮かび始め (図 10)、 浮かび始めると、やがて完全に水面に浮 く (図 11)。 こ

のことは、「底に密着 している物体は浮力 (常識的な意味での「浮力」、以下同じ)を受けない」

ばかりでなく「下面に薄い水膜 しか持たずに沈んでいる物体 も十分な浮力を受けない」 ことを

示 している。表面張力や毛管現象をはじめ「薄い水膜」の性質を説明するのは、物理学が苦手

にしている分野である。前述のアル ミニウム円板の実験に関する考察も、本当はこういう事情

を考慮 しなければならない (こ のような事情か ら、特に、(5)ア ル ミニウム円板を水深 O cm

(ア クリル板表面が濡れる程度)の もとでアクリル板に密着させ、その後引き離すときの力が

4.78± 0.16[N]で あったことは、事実を挙げるにとどめ考察までは行わなかった)。

ところで水底に沈んでいる物体は、底との真の接触面積が増えれば、その分、上

面で水から押 し付けられる力が大きくなり、さらに接触が進む。これはポジティブ・

フィー ドバックである。 (逆に、真の接触面積が減れば、浮力が大 きくなり、 さら

(25)
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水深 5 cmの とき

N=2.30± 0.10[N]、 mg=2.60[N]、 P2SO=F3=1.5[N]、 Pl SO=F6=2.5[N]を代入して、

接触率 n=0.28± 0.04と なり、またアルキメデスカの補正項は―n・ ρg(H+h)S。 =―nPiSO=

―nF5=~0.70± 0.10[N]を得る。

水深1 0cmの ときは

N=2.43± 0.09[N]、 mg=2.60[N]、 P2So=F8=3.9[N]、 Pl SO=F10=4.9[N]を 代入

して、接触率 n=0.17± 0.02と なり、またアルキメデスカの補正項は一n・ ρg(H+h)SO=

一nPl SO=― nF10=-0.83± 0.10[N]を 4早 る。

アクリル板に密着させたアル ミニウム円板を空中で引き離 した場合についてもみておこう。上

と同じ式

N=mg+P2SO~(1~n)Pl S0

において、P2≒ Pl≒ 1× 105[N/ぽ ]、 N=2.71± 0.04[N]、 lng=2.60[N]、 SO=5.0× 10-3

[ざ]を代入すると、接触率 n=0.00022± 0.00008と なり、 またアルキメデスカの補正項は

一n・ ρg(H+h)S。 =― nPlSO=-0.11± 0.04[N]と なる (ア ルキメデスカ≒0な ので、こ

の大きさ (絶対値)は大気がアルミニウム円板をアクリル板におしつけている力の大きさであ

る)。

以上、物体が水中に沈んでいる場合、浮力と垂直抗力 (底か

らの)が底との真の接触面積にどう関係するかを、ひとつのモ

デルによって調べた。実際には、これほど単純でないことは後

に述べる (薄い水膜の問題)。 われわれが日常扱 っている物体

の場合、水中に沈んでいても底との真の接触面積はきわめて小

さく (n=0)、 浮力≒アルキメデスカとみなしてもいいのか も

しれない。アルキメデスさん、どうなんでしょうか
'

こんな事を考えていたとき、「新 しい高校物理の教科書」 (文

献 5)と いう読本 (教科書ではない)に面白いことが紹介 され

ているのを目にした。「 ビーカーの底に鉄の円柱を置 き、水銀

を注いでも鉄は浮かんでこない」「 ビーカーをちょっと揺する

と鉄は浮かび上がってくる」 というのである。 さっそく10円

玉と水銀で実験 してみた。図 7は 水銀の中に沈んでいる10円

玉、図 8は浮いている10円 玉である。紹介された例より水銀

の量が多かったのか、「ちょっと揺する」どころか激しく揺すっ

ても10円玉は容易には浮かんでこなか った。 10円 玉は、上面

で受けている水銀からの圧力によって、 ビーカーに強 く押 し付

けられていたのである。表面張力の大 きい (ビ ーカーと10円

玉の隙間に入り込みにくい)水銀を用いたのが、この実験の巧

妙なところである。

図 7

(24)
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(7)ア ルミニウム円板を水深 (水面からアクリル板上面まで)10cmの もとでアクリル板に

密着させ、その後引き離すときの力                2.43± 0.09[N]

なお、「密着させ」という操作は、アルミニウム円板を手で強 くアクリル板に押 し

付けることを指す。水中の場合は、密着させながら水を注いだ。

ここで概算によって得られる値を示しておこう。

アルミユウム円板の底面積

SO=3.14× (4.0× 10-2[m])2=5.0× 10-3[1ぜ ]

アルミニウム円板の底面が受ける大気圧による力の大きさ

p=1× 105[N/ピ ]× SO=5× 102[N]

宙吊りのアルミニウム円板が受ける空気の浮力 (ア ルキメデスカ)

ρVg=1.2[kg/ポ ]× 1.0× 10-4[ピ ]× 9.8[m/s2]

=1.2X10-3[N]

水深 1[cm]あ たりの静水圧の増加

△P=ρ g△ h=1.0× 103[kg/1f]× 9.8[m/s2]× 1× 10-2[In]

=9.8× 10[N/ご ]

水深 5[cm]の ときアルミニウム円板上面が水から受ける力の大きさ

F3=3× △P× SO=1.5[N]

水深 5[cm]の ときアル ミニウム円板下面が水から受ける力の大きさ (n=0)

F6=5× △P× SO=2.5[N]

水深10[cm]の ときアル ミニウム円板上面が水から受ける力の大きさ

F8=8× △P× S。 =3.9[N]

水深10[cm]の ときアル ミニウム円板下面が水から受ける力の大きさ (n=0)

F10=10× △P× SO=4.9[N]

水中で宙吊りのアル ミニウム円板が受ける水の浮力 (ア ルキメデスカ)

ρvg=1.0× 103[kg/ピ ]× 1.0× 10-4[ポ ]× 9.8[m/s2]

=9.8× 10~1[N]

実験結果を考察 してみる。

アル ミニウム円板が受ける空気の浮力 (ア ルキメデスカ)は、上の概算値より 1.2× 10-3[N]

なので、本実験では無視できる。そうすると、アル ミニウム円板の重さは測定値より2.60N]

である。水中でアル ミニウム円板が受ける浮力 (ア ルキメデスカ)は、測定値より2.60[N]―

1.62[N]=9.8× 10~1[N]と なり、これは「水中で宙吊りのアル ミニウム円板が受ける水の

浮力 (ア ルキメデスカ)」 の概算値と等 しい。つぎにアル ミユウム円板をアクリル板か ら引き

離すのに必要な力の大きさは、そのときアル ミニウム円板がアクリル板から受けていた垂直抗

力Nの大きさに等 しいとみなして、さきほどの式 (第 2式 )

N=mg+P2SO~(1~n)Pl SO

を用いると、

(23)



べるようなものではなく、物体上面で受けている流体の圧力がまるまる物体を底に押し付ける

力として加わっていることを意味する。

ためしに実験 してみた。図6は実験装置 (引張試験機)である。水槽にアルミニウム円板を

沈め、アルミニウム円板を底面 (水槽の底には平滑面を得るためアクリル板が貼り付けてある。

そのアクリル板の表面のこと)か ら引き離すのに必要な力を測定 した。

引張試験機

フォースゲージの性能 は、 ゼロ点のゆ らぎ0.03N以

内、分解能 0.01N、 測定精度 ±0.4%rdgで ある。 ア

ルミニウム円板を準静的に引っ張り上げるために、ジャッ

キと手動ハンドルを用いた。その結果、引っ張り加速

度の影響をフォースゲージの精度内でゼロにすること

ができた。空中でアル ミニウム円板を吊るしたとき目

盛が最大値を示す方向にフォースゲージを固定 し、計

測軸の鉛直性を確保 した。測定の度にその値を確認 し

た。

アクリル板

市販のもので、100mm× 1 00mm、 厚み10mmで ある。

2枚のアクリル板を密着させ上のアクリル板のみ保持

して空中で宙吊りにすると、下のアクリル板が 1～ 2        図6

秒間脱落 しないで密着 している程度の表面平滑度である。

アルミニウム円板

市販のもので、80mm φ、厚み20mmで ある。下面 (ア クリル板と接触する面)を ラッピン

グフィルム#15000ま で用いて研磨 したが、表面平滑度は一定段階以上にはならなかった。

表面平滑度については下の測定結果「(4)ア ル ミニウム円板を空中でアクリル板に密着させ、

その後引き離すときの力」 (考察では接触率 n=0.00022± 0.00008)を 参考にしていただき

たい。

測定結果

(1)空 中で宙吊り静止 しているときのアル ミニウム円板の重さ         2.60[N]
(2)空 中で上昇 しているときのアル ミニウム円板の重さ            2.60[N]

(3)水 中で宙吊り静止 しているときのアル ミユウム円板の重さ         1.62[N]

(4)ア ル ミニウム円板を空中でアクリル板に密着させ、その後引き離すときの力

2.71± 0.04[N]

_(5)ア ル ミニウム円板を水深 O cm(ア クリル板表面が濡れる程度)の もとでアクリル板に密

着させ、その後引き離すときの力                 4.78± 0.16[N]

(6)ア ル ミニウム円板を水深 (水面からアクリル板上面まで)5 cmの もとでアクリル板に密

着させ、その後引き離すときの力                 2.30± 0.10[N]

(22)
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その体積中心が作用点であることから、表面力であるにもかかわらず、大きさや向きがアプリ

オリに決定される (重力のような)体積力と勘違いされやすい。たとえば、問題集 (文献 4)

の基本問題として、つぎのようなものがあった。

1辺が0.10mの立方体で,重さが6.ONの 木片Aがある。空気の密度を

1.2kg/ぷ,水の密度を1.0× 103kg/ご とする。

(1)Aが空気中にあるとき,Aに はたらく浮力の大きさは何Nか。

(2)Aを水中に完全に沈めて静止させたとき,Aに はたらく水の浮力の大きさ,Aを手で押

す力の大きさはそれぞれ何Nか。

答 (1)1.2× 10-2N (2)浮 力9.8N,手で押す力3.8N

小問 (2)は浮力を体積力であるかのように勘違いし、その大 きさをアプ リオ リにρVgと し

てしまった問題作成 ミスである。「水中の物体が水から受ける圧力の合力が浮力である」 とい

う基本から考えると、木片の上面がどれだけ手に接触 しているのか (接触面積 )、 言い換えれ

ば上面で受けている水圧の合力がどれだけなのかが分からなければ (2)は答えようがない。

実は、ありふれた現象であるが、水底に沈んでいる物体 (排除 している水の体積はこの物体

の体積と同じである)が受けている浮力も、物体と底との真の接触面積が分からなければ、分

からないのである。計算できないばかりでなく、浮力を、底から受けている垂直抗力と分けて、

測定することも難 しい。

この情況を整理 しておこう。図 5の ように、密度ρの流体中に円筒形の物体 (質量 m、 底面

積 S。 、高さh)が沈んでいるとする。流体の厚さ (深 さ)を H+hと する。物体下面での静水

圧はPl=ρ g(H+h)、 物体上面での静水圧はP2=ρ gHである。物体と底との真の接触面積

をSと し、n=S/SOを接触率と呼ぶことにする。重力加速度の大きさをgと し、物体が底か ら

受 けている垂直抗力の大 きさをNと すると、

つ りあいの式 より

N=mg+P2SO~Pl(SO~S)

=mg+P2SO~(1~n)Pl SO

=mg+ρ gHS。 ―(1-n){ρ g(H+h)}So

=Πlg― {ρ g hSO― n・ ρg(H+h)So}
膊71民

=mg~{(Pl~P2)SO~nPI SO}                   l杢
lυ

と表わされる。第 1式のP2SOは物体が上面で受けている流体の圧力による力の大きさであり、

Pl(SO― S)は物体が下面で受けている流体の圧力による力の大きさである。第 4式の {ρ ghSO

―n・ ρg(H+h)S。 }は物体が流体から受けている力の合力 (いわゆる浮力)の大きさである

が、これはρghS。 (物体が排除している流体の重さに等しいのでこれを「アルキメデスカ」と

呼ぶことにする)と その補正項―nOρ g(H+h)S。 からなるとみなせる。n=0の ときは浮力=

アルキメデスカである。n=1の ときは、この合力の大きさは一ρgHS。 となり「浮力」 と呼

+h

S

ｍ
　

Ｎ

P2
S

Pl
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酉己が′
lヽ さい。

ある物体が流体中を相対運動 している (運動 している流体中に物体がある、あるいは流体中

を物体が運動 している)と き、流体中の面に平行な応力成分も、物体との接触面では物体の運

動にたいする東縛力として現れる。このようにして現れるのが抵抗 (抵抗力)や揚力や推力で

ある。 これらの力は、物体の形状なども関係 していて複雑である。高校物理 (教科書)で は、

ストークスの抵抗法則のみ簡単な形、つまりf=kv(fは空気抵抗、vは物体の速 さ、 kは比

例定数)と して紹介されている。

マクロ物体が流体 (静止あるいは運動 している)に接 しているとき、その物体が

流体から受ける力 (3次の力)は流体分子がマクロ物体表面に衝突 して及ぼす力

(2次 の力)の表れである。 このような現象は分子運動論の守備範囲であるが、分

子運動論は流体力学 (液体に関 しては特に)を まだまだ十分には説明できていない

ようである。本稿ではマクロ物体が流体から受ける力 (3次 の力)を流体力学で考

察 した。

第 3話 アルキメデスの原理

紀元前220年頃、アルキメデス (287～212 BoC.)が発見 したという「 アルキメデスの原理」

は、同 じくアルキメデスが研究 した「てこの原理」と共に、今でも物理法則として有効である。

法則の体裁を整えた、おそらく「最古の物理法則」と言えるだろう。

高校物理の教科書 (文献 3)で はアルキメデスの原理を

「流体中の物体は、それが排除 している流体の重さに等 しい大きさの浮力を受ける。」

と紹介 している。

重力も知 られておらず、 したがって力の概念も確立 していない時代のことである

から、実際にはおそらく「水の中の物体は、それが排除 している水の重さの分だけ

軽 くなる」というような言い方だったのではなかろうか。

図 4の ように、直方体 (底面積 S)の物体が、深さhだ

け沈んで水面に浮かんでいるとする。水面下にある物体の

体積はV=hSで ある。物体が下底で受けている水圧を P

とすると、物体が水から受けている浮力 Fは

F=PS=ρ gS=ρ Vg

となり、Fの大きさは「排除 している」水の重さに等 しぃ        図4

(Vは物体が「排除 している」水の体積)。 「排除 している」という表現は、水中の物体がその

空間への水の進入を阻止 している (東縛物体になっている)と いうニュアンスをもった絶妙な

言い方であり、浮力の説明には常用されている。排除されている水の重心 (=水面下にある物

体部分の体積中心)を「浮心」という。浮心は浮力の作用点である。

このように浮力は、向きが鉛直上向きで、大きさは水面下にある物体の体積だけで決まり、

(20)
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る。側面に関 しては、対面どうしで圧力が打ち消 しあうので、下底 (深さHl)で の圧力をPl、

上底 (深 さH2)で の圧力をP2と すると、

F=Pl S― P2S

=ρ gHIS~ρ gH2S

=ρ・(Hl~H2)S° g

=ρ Vg

(鉛直上向き)

である。Fの大きさは、物体Aを水に置き換えたときその水が受けている重力の大きさ、に等

しい。Fを浮力という。

物体A(直方体)で はなく、任意の外形を持った物体 B(体積V)を考える。 B

は、微小な底面積△sと それぞれの高さhl、 h2、 h3、 ・…、hnを持 った n個の直方体

の集合とみなすことができる。Bが水から受けている圧力の合力 Fは、水平方向の

圧力がやはり相殺するので

F=ρ・hl△ s・ g+ρ・h2△ S・ g十 ・̈+ρ・hn△ sOg

=ρ Vg

(鉛直上向き)

となり、F(浮力)の大きさはやはり物体 Bの体積だけで決まることが分かる。

つぎに気体の場合。一般に、気体では分子間距離が非常に大きく分子間引力はほとんど働か

ない。分子は自らの速度によって拡散 していく。 したがって、容器に封 じ込めないと、気体は

マクロ物体としての外形を持たない。 しかし、地球の重力加速度は十分に大きく空気 (窒素分

子や酸素分子など)は地球に捕捉され大気圏をなしている。 したがって、空気を連続体とみな

し流体力学を適用することができる。なので水中の物体と同 じように、空気中の物体は空気か

ら浮力を受けている。

高校の物理や化学の教科書では、気体の圧力を「気体分子運動論」から定義 して

いるが、大気圧 (特に、その等方性)をみちびくには、空気を連続体とみなしたほ

うが理解 しやすい。

つぎに運動 している流体の場合をみてみる。固体は分子どうしの結合が強いので、運動 して

いても、全分子が相対位置を保って平行移動あるいは回転 しているだけであるが、分子どうし

の結合が弱い流体では状況が違 う。全体としての方向性をもった運動がある中で、個々の分子

は勝手な運動 もしている。分子どうしの非弾性衝突がおこり、運動量がやりとりされる。つま

り速度の大きい流体部分が、摩擦力 (粘性)に よって、速度の小さい流体部分を引っ張るよう

なかたちで流体全体が運動 しているのである。 したがって、運動 している流体中では、面に垂

直な応力成分だけでなく、面に平行な応力成分も存在する。

面に平行な応力は、固体の場合にはずりの歪に対応 しているが、流体の場合には

速度勾配に対応 している。粘性の大きい流体ほど、面に平行な応力に対 して速度勾

(19)



させる。流体力学によれば、静止流体中では応力としては圧力 しか存在 しない。

静止流体中で、ある点 (微小部分)を通る任意の面を考える。面に平行な応力成

分があったとすると、その微小部分はたちまち面に沿 ってずれる (動 く)はずで、

それでは静止ではない。面に垂直に引っ張り合う応力成分があったとすると、その

微小部分は面を境に裂けて しまうので、これもありえない。面に垂直に押 し合う応

力成分 (つ まり圧力)だけが微小部分を静止させることができる。以上が、静止流

体中では応力として圧力 しか存在 しない理由である。流体の特徴 (容易に形を変え

る、つまり流動性)か ら、いま考えている微小部分が流動 しないためには、圧力は

すべての向きに大きさが等 しくなければならない。静止流体中のこのような圧力を

「静水圧」という。 (気体分子運動論では、任意の面に多数の分子が衝突 して、その

とき授受される力積が圧力を生 じる、と見る。衝突は完全弾性衝突なので、面に垂

直な押 し合う力 (圧力)だけが存在する。)

図 2の ように底面積 SO(と りあえず、SOは微小とする)の 円筒容器に入 った水

を考え、水平面 Sで水をWlと W2に 分ける。 Wlの高さ (深さ)を hと する。面 S

に生 じている圧力をPと すると、Wlが受けている鉛直方向の力のつり合い (普通

Wlは上面で大気圧をうけているが、今は大気圧は省略 して)よ り

:|

よって、P=ρ ghと なる (S。 の大きさによらな

い)。 Pは、面 S上の任意の点の静水圧の大きさ

といえる。つまり、水面からの深さhの点では静

水圧の大きさはhの みの関数で、ρghである。

さて、圧力を発生した図 1の水は、表面張力の許す限り、容器底面に沿って水平に広がる

(こ れは、hし たがってρghを小さくするため、つまり応力緩和するための水の変形とみなす

ことができる)。 水の量が十分であれば、水は容器の壁面②に達 し、さらに容器の上面③に達

する。 (「容器を下から順に隅々まで満たす」のが液体の特徴の一つとされている。)こ のとき、

面①、②、③は、水の本来の運動 (変形)を妨げる東縛物体になっている、とみることができ、

東縛力として水に垂直抗力を及ぼしている。水はこの反作用を面①、②、③に及ぼしているが、

この力は単位面積あたりの力つまり圧力で表わすのが普通である。水面からの深さが hな ら圧

力の大きさはρ ghで ある。

つぎに図 3のように、水中に直方体の物体A(体積V、

底面積S)があるとする。Aは、その空間 (A)へ の水

の進入 (運動・変形)を妨げている東縛物体であり、A

の表面でAと 水は圧力を及ばし合っている。Aが、水

(接触物体)か ら受けている力 (圧力の合力)Fを考え

図 3

(18)
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動」という。東縛運動 している物体は重力加速度とは違う加速度を持っているのだから、重力

の外に何 らかの外力を受けているはずである。 このような外力を「東縛力」という。力学の範

囲では (つ まり電磁気力を除けば)、 残っている力は表面力 (す なわちもろもろの「接触物体

から受ける力」)のみである。「接触物体からうける力」 =「束縛力」だったのである。 このと

き「接触物体」のことを「束縛物体」と言 うことができる。一つの例を考えてみよう。水平な

机面上に一端を固定されたばねがあり、他端におもりが連結され、つりあいの位置にあるとす

る。おもりは、鉛直方向には本来の運動である自由落下をせず静止 している。それは東縛力と

して机から垂直抗力を受けているからである。おもりは、水平方向にも静止 しているが、水平

方向に関 しては静止は本来の運動である。 したがって、ばねはおもりに接触 しているが東縛物

体ではなく、おもりに力を及ぼしていない。 ここで、おもりに水平方向の初速度を与えてみる。

初速度を得たおもり本来の運動は等速度運動であるが、おもりは等速度運動ではなく単振動す

る。ばねが東縛物体となり、おもりに東縛力 (弾性力)を及ぼすからである。

このように、接触 し合っている2つ の物体は、必ず外力を及ばし合っているのではない。東

縛物体となったときに外力を及ばし合 うのである。

本稿では、東縛運動であることが分かれば東縛力が見つかる、という論法をとっ

た。物体がどんな運動をするのかはアプリオリには分からず、むしろ物体が受けて

いる外力がすべて分かって、はじめてどんな運動をするのかが分かる、という論も

あろう。運動方程式において、力が先か加速度が先か、という議論と同じ議論であ

り、あまり意味はない。目には見えない「力」をどうやって探すのかを論ずるのが

本稿の趣旨である。力と違 って物体の運動は目に見えるので、初心者にはイメージ

しやすい。

接触物体 (流体)から受ける力

注目している物体の接触物体が流体 (液体または気体)である場合には、これら2つ の物体

間に発生する力の状況はいままで (固体の場合)と は違う。流体が静止している場合と運動 し

ている場合ではまた違う。最初、静止流体の場合をみてみる。

まず、液体の場合。液体では分子間引力が弱く、分子は液体中の定位置に固定されていない。

分子は常に移動 し合っている。したがって、マクロ物体としての液体の外形は情況に応 じて容

易に変わる。外力を受けていないとき、あるいは受けている外力が体積力である重力だけのと

き、分子間引力の結果、液体の外形は球状となる。                 ,k
分子間引力の合力として液体の表面に現れる力が表

面張力である。表面張力は液体の外形を保つ役割をし

ている。

地上で、液体たとえば水を、図 1の ような容器に注 ぐ。自由落

下 した水は、容器底面①に達すると、底面から東縛力として垂直

抗力を受ける。垂直抗力は表面力であり、水の内部に応力を発生

↓

③

②       ②
①

(17)
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整理すると「物体Aと物体 Bが接触 し合っている時、Aは Bか ら力を受 けること

によって変形 し、その変形によって生 じた外力をBに及ぼしている。物体 Bの物体

Aに対する関係 も同様である」ということになる。これではイタチゴッコである。

接触 し合っている2つ の物体は何故ともに変形 し、力を及ぼし合わなければならな

いのか、そもそもの説明になっていない。 このことは次の「束縛力」の項で考察す

る。

弾性力学によれば、歪と応力は物体中の任意の面で、面に垂直な成分と面に平行な成分を持

つ。同様にマクロ物体が表面 (接触面)に発生する外力にも、表面に垂直な成分 と表面に平行

な成分が存在する。接触 し合っている物体Aと 物体 Bがあり、接触面でAと Bが押 し合 ってい

るときAと Bに生 じている外力を垂直抗力という (こ のときA、 Bは共に縮みの変形を してい

る)。 接触面でAと Bが引っ張 り合っているときAと Bに生 じている外力を張力 という (こ の

ときA、 Bは共に伸びの変形をしている)。 接触面でAと Bが こす り合 っている (ま たはこす

り合おうとしている)と きAと Bに生 じている外力を摩擦力という (こ のときA、 Bは共にず

りの変形をしている)。 ばねは、どんな変形に対 しても対応する外力を生 じるので、 ばねに発

生する外力を特に弾性力と呼ぶ。先にふれた「筋肉の力」とは、筋肉の変形とともに発生する

垂直抗力や張力や摩擦力のことである。

マクロ物体に生ずる変形や外力と、その物体の要素に生 じている変形や力は、必

ず しも同 じ種類のものではない。たとえば、伸びた糸は張力を発生するが、撚った

繊維 (要素)ど うしはずれ合って垂直抗力と摩擦力を生 じている。伸びたり縮んだ

りするつる巻きばねは弾性力 (張力や垂直抗力)を発生するが、金属線自身にはね

じれ (ず りの変形)と トルク (せん断応力)が生 じている。

束縛力

重力 しか受けていない物体は落下運動 (自 由落下・ 放物運動)す る。 (人工衛星の等速円運

動は、地球に向かって落下 し続けるが水平方向の速さが大きく地球が丸いため一向に地球に届

かない特別な放物運動である。)重力は体積力であり物体内部に歪を発生させない。 したが っ

て重力だけを受け落下運動 している状況のもとでは、物体どうしが接触 し合っていても「接触

物体から受ける力」は発生 しない。たとえば糸の両端におもりをつけて落下させても、糸はお

もりに張力を及ぼさない。

宇宙船内の「無重力状態」とは、実は「重力 しか存在 しない状態」のことである。

(宇宙船内でもヮッシャーのように人工的に変形を与えて他の物体に接触 させてい

る物体は力を発生 している。)

地球上の物体は重力を受けているので、本来、落下運動 (自 由落下 0放物運動)す るはずで

ある。成分に分けて表現すれば、鉛直方向には自由落下、水平方向には静止 もしくは等速度運

動するはずである。地球上の物体がそれ以外の運動 (静止 もふ くめて)を している場合は、本

来の運動が妨げられていることになる。 このような運動 (本稿では静止 も含める)を「東縛運
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ぎない (こ の階層の力には他にも揚力などがある)。

これらの力を、重力と重力以外の力に分け、後者を「接触物体から受ける力」と

呼ぶことが多い (後者を「接触力」と総称 し、「遠隔力」と称する重力 と区別 して

いる教科書 もある)。 物体の運動を解 くためには、その物体が受けている外力を的

確に見つけることがまず必要である。 このため受験物理では「必ず重力、それに接

触物体」というのがおまじないである。重力は、大きさmg(mは 質量、gは重力

加速度)向 きは鉛直下向きとアプリオリに決まっているので難 しくないが、接触物

体から受ける力は大きさも向きもアプリオリには決まっていない。状況によって変

わる。 このことが、接触物体から受ける力を、ひいては「力」を、初心者にとって

難 しいものにしている。

物理学では基本的な力として

万有引力 (重力)

電磁気力

強い相互作用

弱い相互作用

の4つ があるとされている。高校教科書でも最後に4つ の力が紹介されている。 これらの力を

「 1次の力」と呼ぶことにする。 (「超大統一理論」が証明されれば4つ の力は2次の力 という

ことになろうが、現在は 1次の力である。)そ うすると、分子 レベルで現れている力 (ミ クロ

の力)を「 2次の力」とすることができる。 (分子 レベルの力が 1次の力によって完全に説明

されてはいないようであるが、 1次の力が高次の階層で現れているものに違いなかろう。)分

子 レベルの力 (2次の力)がさらに高次の階層で現れているのが今問題にしている3次の力

(た だし重力以外の力、つまり「接触物体から受ける力」)で ある。

接触物体 (固体)か ら受 ける力

固体は自分自身の外形を持っている。それは各分子 (原子やイオンの場合もあるが、代表 し

て分子と記す)が、分子間引力によって、物体内で定位置に固定されているからである。言い

換えれば、各分子は決まった分子間距離を保っている。分子の定位置とはミクロの位置エネル

ギーが極小の位置 (つ りあいの位置)な ので、分子が定位置からずれた場合にはこの分子を元

に戻す復元力が発生する。 このずれと復元力は弾性力学の歪と応力に相当する。歪と応力は物

体内で対になって生 じる。歪と応力は、マクロ物体表面では、変形と外力 (こ の外力を受ける

別の物体が存在 しているという前提条件が必要であるが)と して現れる。さて、注目している

ある物体に歪が発生 している時、この物体は何 らかの外力を受けていなければならない。重力

は物体の各要素に働 く「体積力」なので、歪を発生させる力にはならない。歪を発生させてい

る外力こそ、注目物体の表面に働いている (し たがって「体積力」に対 して「表面力」といわ

れる)「接触物体から受ける力」なのである。そして、 くだんの前提物体、つまり、注目物体

が歪 (変形)と対になって発生 した外力 (応力)を受ける物体、 もこの接触物体に他ならない。

(15)



電誘導)し て電位差をなくしてしまう。 したがって、導体は常に等電位になっているのである。

導体が変動する電界の中にある (た とえば、電波がやってくる)場合、その変動する電界を打

ち消すべく自由電子 (電荷)は移動 しつづける。 このとき、電荷が移動 しているのだから、導

体中には電界があると言える。電荷が移動 したのだから、電界がないとも言える。電界が「有

りかつ無い」。実際、電界があることを利用 した装置が電波をとらえるアンテナであり、電界

がないことを利用 した装置が電波を遮蔽するシール ドである。同 じようなことは海水面につい

ても言える。世界中で海水面は高さが等 しいとされている。これは、 もし高さ (正 しくは重力

ポテンシャル)が違えば直ちに海水は移動する (厳密には気圧 も影響するが)か らである。海

水は高さの違いによって移動 し続けているので、海水面 (正 しくは平均海水面)の高さは世界

中で等 しい。このように海水面の高さは「等 しくかつ等 しくない」。

高校物理の簡単な例を引いて、弁証法の法則の一つである「対立物の相互浸透」を述べてみ

た。宮原将平は、「 自然の弁証法的構造の理解は今や不動のものであり、あれこれの事例が弁

証法の例証になるとか、ならないとか議論することにあまり意味はなく、大切なのは自然の弁

証法的構造の理解を自然研究にどう役立てるかである」という意味のことを述べている (文献

2)。 自然研究者でもない一介の理科教員が「弁証法の例証」 もどきの文章を書いて しまって

面映いが、理科教育の真の目的は「人類が獲得 した自然法則、自然観を次代に伝える」ことで

ある。理科教員が旺盛に自然観を語ることは無意味では無いだろう。

文献

1 田中 一『自然の哲学 下』p26(新日本出版社 1973年 )

2 宮原将平『現代自然科学ノート』p41(北海道大学図書刊行会 1973年 )

第 2話 力について

数学の先生から「物理は分からなかった。力が難 しかった。」という話を聞いたことがある。

物理は力学からスタートするが、確かに「力」は奥が深い。

高校物理 (教科書)の力学では「力」として、重力 (万有引力)、 垂直抗力、摩擦力、張力、

弾性力、浮力、抵抗 (抵抗力)が、ただ羅列的に紹介され、そのままこれらの力を受けた物体

の運動を解く練習に進んでいく。なぜこのような力が存在するのか '力は他にもあるのではな

いか ?な どといった疑間が湧いてくるのが普通である。実際、「力」と名の付 く単語はいっぱ

いあるし、「力」と言われて我々がまずイメージするのは「筋肉の力」である。

力の階層性

上の、重力 (万有引力)、 垂直抗力、摩擦力、張力、弾性力、浮力、抵抗 (抵抗力)は、 日

常生活のレベル (階層)で いう「物体」(マ クロ物体)が受ける力 (こ の階層の力を本稿では

「 3次の力」と呼ぶことにする)の うち、高校で扱うのに相応しいものが挙げられているにす

(14)



高校物理徒然ノー ト

北 原 武 道

第 1話 AでありかつAでない

形式論理学では、「Aで あること」と「Aでないこと」が同時に存在することはない。弁証

法的唯物論では、「Aであること」と「Aでないこと」が同時に存在する。 これを「対立物の

相互浸透」という。物理を教えていると、「AでありかつAでない」場面にで くわす。物理は

「理論的」で「厳密」なはずだと思 っている生徒は、この「AでありかつAで ない」状況に出

会 うと、とまどい、反抗 し、とどのつまりに「 ごまか しだ」と軽蔑する。願わくば、この出会

いを真に科学的な物の見方・ 考え方を身に付ける機会にしてもらいたいものである。

物理の学習は、位置・ 速度・ 加速度の定義から始まる。既習者にとっては、位置を時間で微

分 したもの (導関数)が速度、速度を時間で微分 したものが加速度、ということは常識であり

すぎ、っいつい無造作に教えて しまうかもしれない。 ときどき識者によって指摘 されている

(た とえば文献 1)こ とではあるが、ある瞬間、物体にはっきりと位置があるということは物

体が「止まっている」ということであり、同じ瞬間にはっきりと速度があるということは物体

が「動いている」 ということである。同じ瞬間に物体は「止まっておりかつ動いている」。思

えば、物理の 1ペ ージロから「AでありかつAでない」を教えていることになる。 もしかする

と、出だしから面食 らっている生徒がいるかも知れない。

異議を唱える生徒が必ず出るのは「物体が動きだす瞬間」に関 してである。 この瞬間は、外

力の合力=0と する。 (特に摩擦のある面上で静上 していた物体が動きだす瞬間は、動かそう

とする力+摩擦力 (最大静止摩擦力)=0と する。このことには、とりわけ疑間を呈する生徒

が多い。)慣性の法則すなわち「外力=0、 または外力の合力=0な らば、静止 している物体

は静止 しつづけ、運動 している物体は等速直線運動 しつづける」という、先入観をひっくり返

すような法則を勉強 したばかりの彼 らにとって、「外力の合力=0な らば、今まで静止 してい

た物体はまだ動かない筈だ」 と信 じてしまうのも無理はない。 ここは弁証法的に扱わなくては

ならない。「動き出す瞬間」とは、物体が「静止 しておりかつ運動 している」状態をいう。 し

たがって、外力の合力=0とするのである。 このような扱い方に慣れてくれば、「物体が面か

ら離れる瞬間」と言われれば、「垂直抗力=0」 をその条件とすればいいことに気がつ くよう

になる。

直流回路の問題を解 くときには、「導体は等電位」「孤立導体の電荷は保存する」 と、まず、

おまじないを唱えてから取 り組みなさい、と私は言 っている。式を立てる際の着眼ポイントで

ある。導体には自由電子があるので、 もし電位差ができればたちどころに自由電子は移動 (静

(13)



A:蛇は蛙を食 う。

B:年寄を食い物にする詐欺師

C:弁当を食 う

D:こ のテレビはやたらと電気代を食う

E:パ ンだけ食ってから出かける

F:こ の仕事は時間ばかり食う

G:平幕力士が大関を食 う

H:蚊に食われる

答 え (一 例 )A2,B5,Cl,D4,El,F4,G5,H3

本題 :

「覚える」という言葉のもっとも典型的な使い方はどういうものでしょうか。次の15個 の用法

で評価 してみて下さい。多 くの人が「覚える」のよい例文と見なすものは 1、 かなり頭をひね

らないと出てこないような用法には5を つけて下さい。 (必ず 1,2,3,4,5の 数字をすべて使っ

て下さい。15個全部 3と かつけられるとすごく困りますが、1か ら5ま で三つずつ使わなけれ

ばいけないというわけではありません。例えば 1を二つ、2を 四つでも構いません。 またくれ

ぐれも1と 5が入れ替わらないように気をつけて下さい。1が典型、5が特殊です。)

A.う ちの子は幼稚園でひらがなを覚えた。 .

B.こ の冬スキーを覚えた。

C.単語集を使って英単語を50個覚えようとした。

D.卓球を引退 して20年 になるけど、まだ体が覚えている。

E.飲み過ぎて昨晩のことはあまり覚えていない。

F.チ ンパンジーが道具の使い方を覚える。

G.う ちの娘は変な遊びを覚えてきた。

H。 この歌の歌詞は覚えてるので歌詞カー ドはいらない。

I.学生時代のことは今でもはっきり覚えている。

J.16才でたばこの味を覚えてしまった。

K.車の運転を覚える。

L.歴代総理大臣の名前を全部覚えて、テストに備える。

M.パ ソコンが顧客 リス トを覚えている。

N.私のこと覚えている ?

0.入社 3ケ 月で日常の仕事を覚えた。

(12)



Critique
This survey has the following problems and the conclusions I reached may be

shaky.

o The fifteen sentences varied in their lengths and grammatical structures. Some

sentences had additional information while some were simple. There was one

question form mixed. The tenses also varied from one sentence to another. The

raters were possibly affected by things other than meanings. One of the raters

commented on this possibility.

o From a statistics viewpoint, counting the average and standard deviation of an

ordinal variable may not be appropriate. In the variable of the coreness judgment,

the distance between score 5 and 4 is not the same as that between 3 and 2.

The value of score 4 is not twice as big as that of score 2.

Despite these shortcomings, I succeeded in showing the core meaning of "oboeru"

and explaining the continuum from the core to peripheral meanings of the word.

4. Conclusion

In this study, I presented the semantic features and core meaning of "oboeru". As

I pointed out in the beginning, the word oboeru is often a cause of misunderstanding

and disagreement. Part of the reason is that the word "oboeru" shares many features

with other words as I discussed in Part 1. Part 2 shows that the core meaning of

oboeru is a very intellectual process, but it can be also used to refer to less intellectual

activities.

There has been a lot of research and discussion in the field of psychology and

education on how learning takes place. When we discuss learning in Japanese by

using the word oboeru, we should be careful about what it exactly means and how

it can be interpreted by others.

Reference :

Labov, W. (1973) The boundaries of words and their meanings. In Bailey, C.-J. N.

&Shuy, R.W.(eds.), New Ways of Analyzing Variation in English. pp.340-373.

Appendix:Questionnaire

例題 :

「食 う」という言葉のもっとも典型的な使い方はどういうものでしょうか。次の八つの用法

で評価 してみて下さい。多 くの人が「食う」のよい例文と見なすものは 1、 かなり頭をひね ら

ないと出てこないような用法には5をつけて下さい。

(11)



Considerations
In Table 5, I generalized the features of the results.

Table 5

Score Semantic Features Example

Central rote memory language, history, relic
relatively
central memories about past years ago, yesterday

A′任ediurn skill learning Routine work, tool using, skiing, driving
relatively
peripheral

experiencing
non human subjects

a play, cigarettes
body, computer

The continuum from the core to the periphery seems to be that of intellectuality.
As I explained earlier the core meanings of oboeru are related to rote memory. It is

an intellectual action rather than habit forming. Relatively central are memories

about the past, which are a little less intellectual, and the focus is shifted from
action to state.

skill learning, which I predicted would come after rote as they both mean to
"develop competence", was in fact medium. It may be because skill learning is

subconscious rather than an intellectual activity. It is habit formation which involves
trials and errors.

Experiencing and non-human's activities, which were considered relatively peripheral,

are much less intellectual. They do not take any efforts either.
Learning by chimpanzees came more central than the other sentences with non-

human subjects. This is probably because chimpanzees are considered intellectual
animals.

AIl the sentences have their standard deviations around l, which suggests that
there are disagreements among native speakers to a certain degree. Not all the raters

classified the above sentences alike. For example, many people considered alphabet
learning an intellectual activity along with English words and history, while I considered

it habit formation. The disagreement may have stemmed from the difference in the
way in which the raters learned the alphabet. In other words, some people depend

on their hands to learn how to draw the alphabet while others depend on their
mental functions. The disagreements may also have been caused by differences in
people's lifestyles. Teetotalers may think sentence E is unusual, while bar commuters
in Tokyo may not. Playboys might have heard women say sentence N more often
than others. However, I could not find enough evidence to link raters' backgrounds
and their ratings as not much background data of the raters was available.

(10)



Results
Table 4 is the average and standard deviation of each sentence compared with my

hypothesis.

Table 4

a: my hypothesis, b: average score, c: standard deviation

Usage translation

A Oboeru alphabet learn 1.5 0.9

Oboeru skiing. learn 2.9 1.1

C Oboeru English words rnemorlze 1.3 0.6

D Body still oboeru how to play know 3.5 1.1

E Oboeru about last night. remember 3 2.1 1.3

F Chimpanzees oboeru how to use tools. acqulre 2.4 0.9

G Oboeru a weird play pick up 4 o.J 1.1

H Oboeru the song know 1.7 1.0

Oboeru school days. remember 1.8 1.0

Oboeru the taste of cigarettes. experlence 4 3.8 1.2

K Oboeru to drive learn ;t. z 0.7

L Oboeru all the former prime ministers rnemorlze 1.4 0.7

M Computer oboeru list. have data 4.t 1.3

N Oboeru me remember 3 1.9 l.l
o Oboerue my routine work get used to qD 0.9

Below, I list only notable points.

o As I had predicted, rote (C, H, L) was considered most central.

o Many people rated alphabet learning (A) close to rote memory activities (C, L),

They seemed to group these three sentences together, while I considered alphabet

learning to be more like skill learning such as driving (B, K, O).

o Contrary to my hypothesis, the sentences meaning "to remember" (E, I, N) were

considered more central than those meaning skill learning (B, K' O).

o As I predicted, the sentences which take non-human subjects (D, M) were

considered relatively peripheral but sentence F was not. This is probably because

the chimpanzee is an animal with a mind.

r As I predicted, the sentences meaning "experience" (G, J) were considered relatively

peripheral, but I could not find any significant difference from the sentences

with non-human subjects (D, M)

(e)
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K.車の運転を覚える。

I Will οわοιπι tO driVe a Car.(learn)

L.歴代総理大臣の名前を全部覚えて、 テス トに備える。

I will οわοθγ

“

 all the previous prirne rninisters' narnes tO prepare fOr the ihistOry

test.(memorize)

M.パ ソコンが顧客 リス トを覚えている。

The perSOnal COmputer θbοθ2ツーS the clients'list.(has the data of)

N。 私の こと覚えている
'

Do yOu οうοθ,7 me?(remember)

0.入社 3ケ 月で日常の仕事を覚えた。

I οιο″z‐θα my routine wOrk three mOnths after l jOined the company.

(got used to)

BeSideS liSting the SentenCeS, I inStruCted that the raterS lhad to use all scoresl,2,

3,4 and 5 at least once, but they did not ihave to be concerned about how rnany

tirnes they used each score. For exanlple a rater could give score l to two sentences

and score 2 tO fOur SentenCeS,but rating without score 5 was not acceptable. Many

of those responded tO rny ernail instructions cornrnented on their criteria of rating.

Hypothesis
I had had a hypothesis about the coreness of oboeru, based on my experience and

intuition (Table 3). I thought that the core meaning would be related to rote memory
such as vocabulary learning, as it is the way in which oboeru is often used. Learning

skills, such as skiing, seemed to come after rote, as both are related to competence

development. Memories about past such as "about what happened last night" would
be less central, as they have to take grammatically marked progressive form, "oboe-

te-iru." Experiencing things like cigarettes is relatively peripheral as it is a little
metaphorical. Finally sentences with non-human subjects would be most peripheral,

as "oboeru" usually refers to an action done by human beings. The table below

describes my hypothesis.

Table 3

Score Feature Sentence Hypothetical Reason

Rote CHL Used often
Sklll Related to l

3 Memories about Past EIN
x Marked

oboe-te-iru

progresslve

4 Experience GJ Metaphorical
5 Non-human subject DFM Rare

(8)
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c01lege_educated and their ages ranged fronl early 20's to late 50's.()ut of 31 people

that l cOntacted thrOugh ernail,27 responded. All ernail correspondence was done in

Japanese.

I presented fifteen JapaneSe Sentences that contain the word O♭ Oθγ
`%. f「

hen, I asked

theHl tO judge each sentence in a l‐ to‐5 scale,where they gave score l to central

Or prOtotypical usage and 5 to peripheral usage.′ I｀ lle fifteen sentences included various

usages and rneanings of οわOθ 14κ because l wanted to llave nlore than one sentencera

ted l, so that l could find sirnilarities anlong central exanlples of `ο わοθγ
`%' and

generalize their features.

I was afraid that the concept of“ coreness'' would be vague to rnost of the raters.

′
I｀o get thern farniliar with the concept, I presented a rnock test using another

Japanese verb, ``た%2,'' which rneans inot only “to eat'' but also ``to attack,'' “tO beat''

Or“ tO deceive.''(See Appendix.)
′
I｀ he below is the translations of the fifteen sentences l listed in the questionnaire.

At the end of each sentence, I added the English translation reflecting their tenses.

A.う ちの子 は幼稚園でひ らがなを覚えた。 .

c)ur child oboο γ
`″

_θa the Japanese alphabet at kindergarten.(learned)

B。 この冬 スキーを覚えた。

I οbοθ,z―θα skiing this winter.(learned)

C.単語集を使 って英単語を50個覚えようとした。

I tried to οbοο″2 50 English words, using a vocabulary book。 (■lenlorize)

D.卓球を引退 して20年 になるけど、 まだ体が覚えている。

I had been retired fronl Ping―Pong,but rny body Oわ θθlηι‐θα how tO play.

(still knew)

E.飲み過 ぎて昨晩のことはあまり覚えていない。

I had too ■lucll to drink, and l do not οbοθγα much about wllat happened last

night.(remember)

F.チ ンパ ンジーが道具の使い方を覚える。

chilnpanzees ο♭οθπι to use tools.(learn)

G.う ちの娘は変な遊びを覚えてきた。

(Dur daughter ο夕οθ
`屁

ι―θα a weird habit.(picked up)

H.こ の歌の歌詞 は覚えてるので歌詞 カー ドはいらない。

10わOθr`% the lyrics of this song, and l don't need the book tO Sing with.

(know by heart)

I.学生時代のことは今で もはっきり覚えている。

I still clearly οιοθγz nly school days.(remenlber)

J.16才でたばこの味を覚えて しまった。

Iο♭οθ,7_θα the taste Of cigarettes when l was 16.(experienced)

(7)



?You broke your promise again. Idake a shame! [- understand]
("Idake" is a command form of "idaku")

5) Besides,づααたa rneans to feel sornething for a long period of tirne and to try to

keep the feelingo Sグ η″ on the Other hand dOesn't have tO feel a long tirne.

望郷の念を抱 く。

Iグαα々 α nostalgia for iny holnetown.[+keep]

?望郷の念を知 る。

?IS″a nOStalgia br my hometown.[― keep]

To make the analysis more comprehensive, I will include a matrix in Table 2.

Table 2

んαη′
・
づ観 oboeru 2 Iααたγ szγa

feel + 十 + +

physical 十/― +/―

self 十/― + 十/― 十/―

understanding +/― 十/― +

keep 十

Critiques
In this part of research, I solely relied upon my personal intuition. It is not clear

how much other native speakers of Japanese would agree with my analysis. More

extensive research is necessarv.

3.2 Part 2 Corc Analysis of Oboeru I
I believe that "oboeru 1" is more central than "oboeru 2." Young children usually

do not know it and they use "kanjiru" instead. Adults also seem to prefer kanjiru

tooboeru2. Oboeru2 is considered more marked usage of the word. For this reason,

I looked into only "oboeru 1" to find out the core of oboeru.

λ4ethod

This study is to find out what native speakers of Japanese in general would think
is the core meaning of word oboeru. I made a number of Japanese sentences with
oboeru and asked raters to evaluate how prototypically the word oboeru is used in
each sentence.

The raters participating in this research were all native speakers of Japanese. They

were all my acquaintances with whom I had email communications. They were all

(6)



B Oboeru 2 Meaning "to Feel"

Oboeru 2 has "kanjiru " "idaku" or "siru" in the same semantic field. Chatt 2 is the

tree diagram that distinguishes these words.

Chafi2

[十

[+/― physical]
/´

´ ヽ ヽ ヽ

ア イ ン ´     ｀ ヽ ヽ ヽ

lf] [+/一 self]

[ - physical]

------------
[十 se

|

oboeru 2

[* understand]
[- keep]

l

siru

[- understand]
[+ keep]

idakuたα″グ協

1)All of the four words lnean“ to feel.''

私は彼女への愛情を覚える/感 じる/知る/抱 く。

Iο夕οθ2/たαηブづ観 /づααたγ/s″α her 10Ve.[+feel]

2)Kiαπ″πι and οわοθ,7 2 and can imply physical feelings such as pain,heat or cold

while s,γ
“
 andグααた2 can not.

足首を折 ったとき激 しい痛みを覚えた /感 じた。

Iοゎοθ観_ed/たαπ″観_2α /a severe pain when l broke my ankle.[十 /― physical]

?足首を折 ったとき激 しい痛みを知った/抱いた。

?Is″2-θα/Jααた2‐ed a severe pain When l brOke my ankle.[― physical].

(It is possible tO Say“ ISづγ2ι
‐θα that breaking an ankle Can be painful・ "

「足首を折ることは痛いということを知った。」 In this case,the Speaker gOt the

new piece of knowledge that breaking an ankle involves a severe pain and

s/he is not talking about the pain S/he actually felt.)

3)0わ Oθηι is usually related to one's own feelings, while it is pOssible toた απ′グγタ

sonneone else's feelings.

彼の痛みを感 じる。

Iたαπ′
・
グ2ッ his pain.[― self]

?彼の痛みを覚える。

?Iοわοθtt his pain.[+self]

4)Siru usually involves understanding the reason behind a specific feeling while

οηzOπ does inot necessarily.

また約束を破 ったな。恥を知れ。

You broke your pronlise againo Sづ γθ a sharne![―+understand]

(“ S'名θ''is a col■mand fOrln Of`ゝ づ7ツ ''ThiS SentenCe Can be tranSlated intO“ Try

to understand what a shalne it is to break one's pronlise.)

?ま た約束を破ったな。恥を抱け。

(5)



[十 incidental]

?戦時中、人々は民主主義の大切さを暗記 した /学習 した /勉強 した。

? ]])uring the War, the peOple ακたづSZγ
“
―ed/gαλπSん zsα r“―ed/わθπλ夕οs%γz‐ed/the

irnpOrtanCe of democracy.[― incidental]

テス トのために語句を暗記す る /学習する /勉強する。

I απたたz,z/gαた2sん 2s%?z/bθπたノοs2,物 the words and phrases for the test.

[十 purpOse]

?テ ス トのために語句を学ぶ。

?I παηαba the VOCabulary for the test.[一 purpose]

(This sentence nlay be possible but it does not sound natural.)

5)スπたグsαγ

“

 usually iFnplieS Cramining rnany pieCeS Of knOWledge, but gα たZSん ZS“″

“
and bθπたノοs“γz do not have to be rote.

英語の発音を学習す る /勉強す る。

I gαた2s力αsαγ%/夕θηたノοsaπι English pronunciatiOn.[十 /― rote]

?英語の発音を暗記す る。

?I αηas%γz English pronunciation.[十 rote]

(If the speaker crarlls many pieces of phonetic knowledge, this sentence can

be acceptable.)

6)Gαた2SんπS2γ2 Can be either effortful or effortless. Even anilnals can gα た勿sん as271ι

sorne habits necessary for survival and it can be done、vithout rnuch cOnsciousness.

15'θπ力夕OSaγ
“
, on the other hand, is usually an effOrtful prOcess that hurnans are

engaged in consciously.

研究者達 は、チ ンパ ンジーがどのように道具の使用を学習するのかに関心がある。
′
I｀he researchers are interested in the way chirnpanzees(gα たαsん %sαγ夕 to use

t001s.[― erort]

?研究者達 は、チ ンパ ンジーがどのように道具の使用を勉強す るのかに関心がある。

?The researchers are interested in the way chimpanzees bθ ηたノοsaπι to use

tools.[+effort]

Wllile a tree diagrarn is useful to distinguisll rnore than two words,it does not

focus on sernantic features out of the tree. For exanlple, the readers can not tell

Whether,πακαιZ iS dOne With an instructor from the discussion in section 3)

above. 
′
I｀ o con■plernent this weakness, I will add a nlatrix in ′

rable l.

Table l

(4)

oboeru I ηα

“

α% manabu ankisuru benkyosuru
learn + 十 + 十 十 +
skill 十/― 十/―

instructor +/― + +/― +/― +/―
purpose +/― 十 + + +

incidental +/― 十/― +?:
rote 十/― 十 +/― +

effort +/― 十/― +/― 十 +

+

+



Chart l

learn

[+/― skill] [― skill]

[*/- instructor] [*instructor] [* rote] [*/- rote]

oboeru ηα

“

αγ ankisuru

[-|/- purpose * incidental] [+ purpose - incidental]

manabu

[+/― effort] [+effort]lt
gakushusuru, benkyosuru

1) All the six words lnean “to learn,'' or to gain new pieces Of knOwledge.

彼 らは学校でこの数学の公式を覚える/習 う/学ぶ /暗記する/学習する/勉強する。

They ο♭οθ2/παπα/ακたグsz2/πακα♭π/gαた2sんαsa観 /わθκたノοs22 this mathematic

formula.[+learn]

2)(1)nly οbοOγα l and ηα
"α

夕 can be used for skill learning, such as sports,craft, or

nluslc.

彼らはテニスを覚える/習 う。

They O♭ Oθ,7/κα
“
απ tennis.[十 /― skill]

?彼 らはテニスを学ぶ /暗記する/学習する/勉強する。

?They παπα♭2/απたぉz?z/gαた2sん2s22/bθπたノοs22 tennis.[― skin]

(This sentence is acceptable if they learn tennis theories or how they a play

tennis match.)

3).Ⅳ iα

“
αz is usually done with an instructor, while Oι Oθ

`屁

ι is not always.

自分で ピアノを覚える。

I οbοο′z piano by myself.[+/― instructor]

?自 分でピアノを習う。

'I ηα%αz piano by myself.[+instructor]

(This sentence lnay be acceptable,if l colne to a piano instructor by rnyself

Or my Own win.)

4)1イlαηαわa has ino lpurpOses but it can be done incidentally as a result of sornething.

24πた,szγ

“
, bOη た夕οszγα,and ga々 zsλzszγ

“
, on the other ihand, usually have goals

such as school tests or successful careers and are not usually incidental.

戦時中、人々は民主主義の大切さを学んだ。

During the war, the people 2,zακα♭π‐ed the inlportance of dernocracy.

(3)



2. How Semantic Research Should be Conducted
In this section I discuss the way to conduct my study based on semantic theories.

According to semantic researchers, every word has its "core". Core is a central
meaning of a particular word. According to Lavob (lg73) for example, the core of
'cup' is a round object with a handle and is made of earthware china and designed
to serve coffee with a saucer, and its size is about three inches high.

Most words have synonyms in the same semantic field. As the object referred to
going away from the core and coming toward its peripheral, using a different word
is more appropriate. If a cup getting much bigger than the core and goes beyond
a certain limit, people might call it a "container". If the material is glass instead of
ceramic, people will probably call it a "glass". If there is no handle, people might
call it a "bowl". If the user uses it to drink beer instead of coffee, people may call
it a "stein".

My research questions are as follows.

l) How the word oboeru is different from other synonymous words? In other
words, what are the semantic features of oboeru that differentiate it from other
words in the same semantic field?

2) What is the core meaning of the word oboeru? What d.oes oboeru prototypically
mean?

3. Analyses
3-1 Part I Feature Analyses of Oboeru 1 and 2

Oboeru I is a unique word with many kinds of usage. The translation of oboeru I
can be not only 'learn' but also, 'acquire', 'memorize', 'remember', 'retain','experience',

or 'get used to'. However, these various meanings have something in common. They
all mean to internalize knowledge and keep it for a considerable period of time. For
example, if someone says "The teacher oboeru-ed all the students' names in this
class" it means that the teacher met all the people as social experience, and
internalized the knowledge of their names and retained it, so the teacher could
remember who each one is in the next class. So I can classify these various meanings
of "oboeru" into oboeru l.

I differentiate oboeru2 which means'to feel'because it does not have the feature
of "long period" For example, when somebody says "I oboeru sorrow", the sorrow
this person feels is not necessarily long lasting.

A θboθ r“ 1 Meaning to "Learn"
Oboeru t has words "narau," "ankisuru," "manabu," "gakushusuru," or ,,benkyosuru,'in

the same semantic field. Chart 1 is the tree diagram that distinguishes these words.

(2)
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Semantics of the Japanese Word "Oboeru"

Feature and Core Meaning Analyses

Jun Harada

1. Introduction
This paper presents a series of semantic analyses of a Japanese word "oboeru." lt

basically means to "learn" (oboeru l) and to "feel" (oboeru2). The purpose of this

research is to draw 'a semantic map" of this word with its core meaning and

borderlines that differentiate it from other synonyms.

In this research, I chose the word oboeru to analyze because it is a word that

people seem to use without being aware of its semantic features. Education practitioners

and researchers often disagree over the ideal way to "oboeru" academic subjects. The

disagreements may stem from semantic vagueness of the word oboeru. As a second

language acquisition researcher, for example, I am interestedin how learners "oboeru"

a second language. When we discuss learners' acquisition process, however, we often

have not come to an agreement not only about how they oboeru language, but also

about if they have really oboeru-ed it. This kind of disagreement can happen in an

everyday situation. When parents want their children to "oboeru" trnglish, what they

have in mind is probably the children working hard to learn English by writing

down new words in the notebook over and over or memorizeing an English textbook.

The children, on the other hand, may have a different idea about what "oboeru"

means. They can justify their favorite activities like listening to American rock

music or watching action movies, instead of spending time on school homework.

Therefore the word oboeru is worth semantic research and my goal is to find out

what this word can and cannot mean and what people generally have in mind

when they use it.

First I will explain the semantic features of. "oboeru" and discuss how it is different

from other words in the same semantic field. Second I will present a core analysis

that I conducted with a number of native speakers of Japanese and discuss the

prototypical meaning of "oboeru" .

(1)
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